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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　Transcendental reason.







　某ぼう日じつ──。

　全勢力が参加できるレーティングゲーム国際大会の最中、人間界のとあるビルの屋上でその密会は行われた。

　屋上に設けられた庭園、中央に置かれたテーブルと椅い子す。

　椅子に座る男性──魔ま王おうアジュカ・ベルゼブブは、闇やみより音もなく現れた青年、幾いく瀬せ鳶とび雄おを迎むかえ入れた。

　アジュカは読んでいた本を閉じつつ、刃狗スラツシユ・ドツグ──幾瀬鳶雄に一言述べる。

「すまないね、幾瀬鳶雄くん。大会中とはいえ、キミに裏で動いてもらうなんて」

「いえ、人目に付かずに仕事をするのは嫌きらいではありませんよ」

「それで、件くだんの者たちは確認できたということか？」

　幾瀬鳶雄は、テーブルに複数の写真を差し出していく。

　それらは町中、あるいは人ひと気けのない公道を歩く男女を写したものだった。見た目だけならば、男女は高校生ほどの年ねん齢れいに見える。

　幾瀬鳶雄が、写真に写る青年を指さして言う。

「通常の手段では影かげすら捉とらえることができませんでしたが、グリゴリ謹きん製せいのフィルターを通すことで、ようやく姿をつかむことができました。男性のほうが……神かん崎ざき光みつ也やです」

　その報告にアジュカは目を細める。

「……ああ、やはりな。……『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』、そして『究極の羯磨テロス・カルマ』か……」

　あごに手をやり、しばし考え込むアジュカ。

　ふいに幾瀬鳶雄に問う。

「……どう思う？　あらゆる勢力の裏側を見てきたキミの忌き憚たんのない意見をうかがいたい」

「彼らが、ハーデス神をはじめとした地じ獄ごくの主ぬしたちの怪あやしい動きに反応したのは間ま違ちがいありません」

　彼が言うように、ハーデスを含ふくめ、各勢力で地獄を司つかさどる盟主たちが不ふ審しんな動きをし始めている。どの勢力も表向きは大会を盛り上げているが、裏ではハーデスたちの動向にも注目していた。

　それと時を同じくして、この世の理ことわりの外側にあったはずの神滅具ロンギヌスも動き出したのだ。

　ハーデスたち地獄の盟主たちが、裏で合流し、各勢力のＶＩＰと神滅具ロンギヌスに目標を定めたという噂うわさは日に日に真実味を帯びている。

　各勢力を襲おそった謎なぞの悪あく魔またちの件もハーデスと地獄の盟主たちが絡からんでいるとみて間違いなく、そこにきての『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と『究極の羯磨テロス・カルマ』の動き──。

　幾瀬鳶雄が言う。

「俺が一番危き惧ぐしているのは、今後の超ちよう常じようの世界にとって最も影えい響きようを与あたえるであろう今世の二天てん龍りゆうと彼らが接せつ触しよくすることです。特に『究極の羯磨テロス・カルマ』を操あやつる者と兵ひよう藤どう一いつ誠せいくんを会わせることは……どのようなことが起きるか想像もつきません」

「……そうだ。想像もつかない。多くの者に認められた奇き跡せきのような存在である兵藤一誠くんと、存在そのものを抹まつ消しようされ、理外に堕おちた『始まりの闇フアースト・ダーク』の邂かい逅こう……。いったい、どのような事象を巻き起こすのか」

　しかし、アジュカはこうも思し慮りよする。

　来る『Ｅ×Ｅエヴイー・エトウルデ』との接触を前に神滅具ロンギヌス所有者全員をこちら側に引き入れるのはアザゼル前総そう督とくの悲願であった。

　で、あるならば、あえて──。







　　　Life.0







　リアスチームとヴァーリチームの試合があってから、少し経たった頃ころ──。

「お風ふ呂ろお風呂」

「おふろおふろ」

「お風呂じゃお風呂じゃ♪」

　俺は兵ひよう藤どう家の大浴場で、オーフィスとリリスと九重くのうと洗いっこをしていた。

　風呂に入ったら、オーフィスとリリスが、九重を連れてやってきて、一いつ緒しよに入ることに。

　四人で並んで背中を流しっこする。

　たまにお風呂でこの娘むすめたち三人の相手をすることがあるんだよね。きちんと体を洗うよう促うながし、お風呂のなかでは遊ばないよう注意をする。

　まあ、お兄ちゃんってこんな感じなのかなと思う。

　ザバーっと目の前のオーフィスの背中をお湯で流して、一緒に湯舟につかることに。

「イッセー、だっこ」

「だっこ」

「連れていくのじゃ♪」

　俺の背中に覆おおい被かぶさってくる三名！　ちっちゃな女の子たちとはいえ、さすがに三人は重いが……負ぶさったまま湯舟に入ると、ようやく離はなれてくれる。

「ういー……」

　あああああ、練習のあとの風呂は効くなぁ……。染みわたるとはこのことだ。

　見れば隣となりの三人も俺同様、温かい風呂にほんわかしている。

　九重は最初一緒に風呂に入ったとき、とても恥はずかしがっていたが、

「将来のことを考えれば、些さ細さいなことじゃな！」

　──と、何か思うところがあったようで、すでに俺と風呂に入ることが普ふ通つうになってしまった。

　ふと九重が言う。

「あー、早く母上のようにおっきなおっぱいになりたいのじゃ」

　自分の胸むな元もとに手をやりながら、九重がそう言う。まだつるぺたな胸は「お乳」と言えるものではない。

　豊満なおっぱいをしていた九重のお母さんこと八や坂さかさん。ああ、あのおっぱいを一度でいいから思いっきり揉もみたいって思う！

　俺の心のうちを知るかのように九重が勢いよく湯舟から立ち上がりながら言う。

「母上のように大きな乳になったら、イッセーにとことん見てもらうのじゃ！　そのときは覚かく悟ごするのだぞ！」

　そんなふうに言われてしまう。

　俺はイタズラ顔でつい言ってしまう。

「案外、小さいままだったりしてな」

　そう言うと、途と端たんに九重が頰ほおを膨ふくらませた。

「デカくなるぞ！　絶対なのじゃ！」

　九重が風呂のなかで俺に飛びかかってくる！　ぐわっ！　顔に覆い被さってきやがったぞ！

「我も我も」

「おー」

　オーフィスとリリスが九重の真似をして、俺になだれ込んでくる！

　間近に迫せまった『王たちの戯たわむれ』チームとの試合を前に、俺はロリっ娘こたちと平和な一ひと時ときを過ごしたのだった──。




　──と、九重たちと戯れるのもいいが、それだけで一日が終わらないのが赤せき龍りゆう帝ていの辛つらいところだ。

　俺たち兵藤一いつ誠せいチームは、俺の部屋に集まって、次の試合について話し合っていた。

　そのなかで、注目していたのは──。

《おーっと！　勝負が決まりましたッ！　電でん撃げき復帰した絶対王者のディハウザー・ベリアル選手が、また勝ち星を得ましたッ！》

　テレビに映る大会の様子。そこには試合に復帰したレーティングゲーム王者チヤンピオンのディハウザー・ベリアルさんが白星を挙あげる華か麗れいな姿が映し出されていた。

　ゼノヴィアが唸うなる。

「さすがレーティングゲームの王者チヤンピオンだな。途と中ちゆうからの参戦だというのに、もう本戦行きは秒読みとされている」

　その通りだ。途中からの参戦とはいえ、順調に──いや、当然のごとく勝ち星を重ねていって、すでにレートもトップクラスだ。

「神クラスにも勝っているんでしょう？　やっぱり、王者チヤンピオンってすごいわ」

　イリナがそう言う。

　皇帝エンペラーベリアルは、卓たく越えつしたタクティクスと熟知しているレーティングゲームのルール知識を大いに振ふるい、神クラスが属するチームすら降くだしていた。

　まあ、ディハウザーさん個人の実力も確かなので、神クラスに詰つめ寄られても的確に対処しているからな。

　やっぱ、あの「無価値」って特性は強力……凶きよう悪あくだ。下へ手たな神クラスなら、あれで力を潰つぶされていたからね。

　そのようなわけで、王者チヤンピオンの意地を見せるディハウザーさんのチームは、本戦行きが確実と目されている。

　そんな感じで、大会もそろそろ大詰めなので、本戦に行きそうなチーム、及および大会で大暴れしている選手個人に注目する俺たち兵藤一誠チームであった。

　テレビでも、「今大会注目のニューフェイス」という特集で、大会中に頭角を現した新たな選手にスポットを当てていた。

　次々と映し出されていく期待の新人。そのなかには先日、突とつ如じよとして彗すい星せいのごとく大会に現れた謎なぞの悪あく魔またちが映し出されていた。

　──赤しやく銅どう色の髪かみのバルベリスと、翡ひ翠すい色の髪のヴェリネだ。

《ほぼ目立たなかったと言っても過言ではなかったチームのひとつ、「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チーム。そこに突如参戦し、一気に頭角を現したのが、バルベリス選手を筆頭とした謎の若き悪魔たちです！》

　バルベリスたち謎の悪魔が最上級悪魔クラスを軽々と倒たおし、神クラスをも降していく様に、どの勢力の者たちも注目し、そして畏い怖ふしている。

　……当たり前だ。いきなり出てきて、圧あつ倒とう的なまでの力で神すら倒してるんだもんな。

　いまのところ、マハーバリさんのチーム以外の優勝候補チームとは戦っていないけど、それでも大会参加以降、このチームはほぼ負けなしで一気にレートを上げてきている。ところが、特殊ルールには対応できずに搦からめ取られていて、なんだか、そこに俺たち以上の若さが見えてしまう。

　しかし、すでにこの「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームも優勝候補の一角に挙げられているほどだ。……てか、チーム名長過ぎじゃないか？

　ちなみに『王キング』はオリュンポス出身の上級死神グリム・リツパーだ。冥めい府ふと絡からんでいると思うのだが……『王キング』のランクが最上級じゃなくて、上級ってのが気になる……。わざと『王キング』を目立たなくさせているのか？　それとも……。うーん、意図が見えない。

　謎の悪魔たちは当然気になるが、それ以外にも注目すべきチームと選手はいる。

　俺は他のチームのとある選手たちが画面に映った瞬しゆん間かん、指をさした。

「俺的にこいつらが気になる」

　テレビに映るのは神器セイクリツド・ギア所有者だ。ちょうど、神器セイクリツド・ギア特集が始まった。

　テレビの特集は、「未知の神器セイクリツド・ギア」というものだ。その通りで、グリゴリなどの神器セイクリツド・ギア研究者の間でも注目の新種の神器セイクリツド・ギアが暴れ回っていた。

　俺が注目している選手の一人は、鉄を操あやつり、機械装置を作り出す奴やつだ。しかも、電子機器まで支配して見たこともない使い方で使いこなしている……。

　神器セイクリツド・ギアが、電子機器まで異能で操れるってことに衝しよう撃げきを受けた。大昔に聖書の神さまが創ったシステムだから、そういう最さい先せん端たんのテクノロジーに干かん渉しようできる神器セイクリツド・ギアまで出てくると驚おどろきしかない。

　レイヴェルが鉄と電子機器を異能で操る選手を指さして言った。

「こちらはルヴァルお兄さまのチームの方ですわね」

　レイヴェルのお兄さんのチームには、プロで共に組んでいた眷けん属ぞくだけじゃなくて、聖せい獣じゆうとされたフェニックスも参戦していた！

　そう、フェニックス家長男のチームは、聖と魔のフェニックス混合を中心に組まれた集まりで、そこにフェニックスの起源とされるエジプト神話「不死の霊れい鳥ちようベンヌ」まで参加し、「不死身」という特性を全勢力に見せつけていた。

　神クラスですら容易に突とつ破ぱできない不死身軍団も勝ち星を重ねていっていた。そこに鉄と電子を操る神器セイクリツド・ギア所有者が参戦しているのだ。

　一方のフェニックス家三男ことライザーのほうは……大分苦戦していて、予選落ちもほぼ確定の状じよう況きようになっていた。

　マッチングの運が非常に悪く、格上と当たる確率が高いのも要因なのだが……。

　最近、ライザーが毎夜のごとく連れん絡らく用魔ま方ほう陣じんで愚ぐ痴ちを飛ばしてくるので俺も慰なぐさめの言葉に困っているんだけどね。

　さらに注目の神器セイクリツド・ギア所有者はいた。

　画面に映るのは、盛大にゲームフィールドを破は壊かいする者の姿。それは魔ま王おうクラスでも、神クラスでもなく、一いつ介かいの人間の青年──神器セイクリツド・ギア所有者だった。

　青年の持つ装そう飾しよくの凝こった長ちよう剣けんと小銃ライフル、それらが振るわれると、フィールドの大地が割れ、森が塵ちりひとつ残さず消し去られていく！

　明らかに逸いつ脱だつした威い力りよくの神器セイクリツド・ギアだった！　長剣と……小銃、一いつ対ついの神器セイクリツド・ギアか！

　俺をはじめ、チームの面々が映像に目を見張るなかで、レイヴェルが言う。

「そちらは……神器セイクリツド・ギア所有者が中心のチーム『シューティング・スター』の『王キング』、シューティング・スター選手です。尻しり上あがりに勝ち星を重ねだしたチームですわ」

　ゼノヴィアが、フィールドに絶大なダメージを与あたえていく長剣と小銃を驚きの表情で見ながら言う。

「とんでもない威力の剣と銃だぞ。試合中にとある勢力の神が吹ふっ飛ばされたからな。本当にただの神器セイクリツド・ギアか？」

　マジで威力だけなら、神クラス（主に非戦闘タイプだが）を相手にできているからな……。しかも禁手バランス・ブレイカーにもなっていないようだし。

　ただ、その破壊力も当たればの話で、避よけられることのほうが圧倒的に多い。

　イリナが続く。

「予選開始時は、あまり目立たなかったのよね。中ちゆう盤ばんに差し掛かかってから、一気にレートを上げだしたわ」

　そう、序盤はまったく聞いたこともなかった。

　イリナが言うように中盤になってから、「とんでもない神器セイクリツド・ギア所有者が出てきた」という噂うわさが聞こえてきたのだった。

　後こう輩はい男子の百鬼なきり黄おう龍りゆうが言う。

「見ている限り、凶悪な力を徐じよ々じよに使いこなしてきたように思えますね。……ていうか、予選開始時の試合の記録映像を見ましたが、自分の力を制せい御ぎよできずに暴発して負けてましたよ」

　百鬼が言ったように俺も気になって序盤のシューティング・スター選手の試合映像を見たのだが……神器セイクリツド・ギアをうまく発動できず、ミスの連発で容易に試合を詰められて連敗していた。

　──が、試合ごとに己の力に慣れていく様も映像に捉とらえられていて、中盤にその強大な破壊力が花開いたのだった。

　……長剣と小銃から放たれるオーラの威力と質量は尋じん常じようなものではない。ゼノヴィアが言うようにただの神器セイクリツド・ギアとは思えない。

　バルベリス＆ヴェリネといい、鉄と電子機器を操る所有者といい、このアホみたいな威力の神器セイクリツド・ギア所有者といい、まるで予想も想像もしていなかった者たちが大会に出現し始め、俺たちは驚きつつも現実を受け止めて、対処法を模も索さくするのであった。

　ていうか、実はこの予選終盤に差し掛かるなかで、大会に参加しているチーム自体にもかなりの変化が見えてきて……えらいことになってきている。

「うふふ、噂は本当かもしれないわ」

　そう囁ささやくのは、俺のベッドでゆったりと横たわりながらテレビを見ている、長い桃もも色の髪のお姉さま──ロイガン・ベルフェゴールさんだった。

　胸むな元もとが大きく開いた大だい胆たんなドレス姿で、俺のベッドで寛くつろいでいらっしゃる。……ロイガンさんは、最近人知れず俺たちの作戦会議に参加していたりする。

　本当に音もなく傍そばにいたりするので、神しん出しゆつ鬼き没ぼつといいますか……。

　俺のベッドにロイガンさんの良い匂においが移りそうで……あとでたまらなくなりそうです！

　レイヴェルがロイガンさんに問う。

「ロイガンさま、噂とは？」

　ロイガンさんは桃色の髪を手でいじりながら言う。

「──神滅具ロンギヌス、増えるらしいわよ？」

『──ッ！』

　その情報にここにいる全員が驚きよう愕がくした！　当たり前だ！　いきなり、神滅具ロンギヌスが増えるなんて情報を聞いたら、驚くしかないぞ！

　ロイガンさんが身を起こしながら言う。

「天界──セラフの方々が、グリゴリと共同で進めていた神器セイクリツド・ギア研究でね、近年、明らかに通常神器セイクリツド・ギアを逸脱したものが数種確認できているから、この際、新たに認定しようって話があるって、うちの眷属が情報を仕入れてきたのよ。多分、もうすぐあなた方『Ｄ×Ｄデイーデイー』にも正式に通知が届くのではないかしら」

　……その情報は初めて聞くものだ。神器セイクリツド・ギア研究の権けん威いであるアザゼル先生がここにいないせいか、最新の神器セイクリツド・ギア情報って以前に比べて入りづらくはなっているからね。

　ちょうどテレビでギャスパーが映し出されていたが、ロイガンさんがそちらに視線を送りながら話を続ける。

「リアス姫ひめのところの、このハーフヴァンパイアくんも神滅具ロンギヌスに認定されるとも聞いているわ」

　──っ！

　……ギャスパーも神滅具ロンギヌス認定を受ける！　確かにあいつの能力は神滅具ロンギヌス級だって、去年から言われていたからな……。

　これに誰だれよりもビックリしていたのは、奴と同級生の百鬼だった。

「……ヴラディが、神滅具ロンギヌス！　マジか……って、あの能力なら当然か」

　同級生の力が神滅具ロンギヌスに認定されるかもしれないことに複雑な表情を見せていた。うれしさ半分、悔くやしさ半分といったところかな。

　身近にいる同級生の男子だから、どうしても百鬼はギャスパーが気になるようだ。

　……しかし、俺がもうひとつ気になるのはロイガンさんの情報網もうだ。いまのって、セラフとグリゴリが正式に発表していない情報だろうし、どういう筋から入手してきたんだろうか。『Ｄ×Ｄデイーデイー』より早いって、相当だぞ……。

　元レーティングゲームの二位だからこその独自のパイプがありそうだな。

　ちなみにロイガンさんからは、今後の大会への対策について、今回みたいに試合の映像を見つつ、他にもありがたい助言をいただいていた。

　──と、大会のニューフェイスや神滅具ロンギヌスについて俺たちが語っているなかで、一人だけ心ここにあらず状態のヒトがいた。

　──ロスヴァイセさんだった。

「…………」

　今回の話し合いでも、一言もしゃべらず、ぼーっと考え事をしているようだった。

　アーシアが心配そうにロスヴァイセさんに問う。

「ロスヴァイセさん？　あ、あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　アーシアが何回か話しかけたあとで、ロスヴァイセさんはハッと気づいたようで慌あわてて立ち上がってしゃべり出す。

「──っ！　えっ!?　あ、はい！　だ、大丈夫ですよ！　お見合いならいつでも来いって感じです！」

　謎なぞのガッツポーズを取るロスヴァイセさんだったが……皆みなは一様に啞あ然ぜんとなり、反応に困っていた。

　レイヴェルが恐おそる恐る言う。

「……あ、あの、いまは大会の作戦会議中ですわ」

　その一言でロスヴァイセさんは顔が赤くなり、両手を振ふって慌てふためいた。

「あっ！　こ、これは……！　す、すみません！　私としたことが……」

　今度は意い気き消しよう沈ちんして、その場に座り込んでしまう。

　この場にいる全員が、ロスヴァイセさんが何を考えていたか知っていた。

　そう、ロスヴァイセさん自身がいま口にした通りだ。

　ロスヴァイセさんと北ほく欧おう神話の主神ヴィーザルさんのお見合いの日が迫せまっていたのだった──。

　ちょうど、高校生活最後の夏休み寸前の出来事だ。







　　　Life.1　女教師のお見合いです！







　次の日──。

　授業中のことだ。

　ロスヴァイセさんが担当の授業で小テストをしているとき、

「…………」

　教きよう壇だんに立つロスヴァイセさんはボーッと天てん井じようを見上げていた。

　最近、ずっとこの調子だった。家でも学校でも、ロスヴァイセさんは心ここにあらずとなり、天井か前方をボケーッと眺ながめている。

「先生、先生、時間ですけど？」

　委員長の女子が、小テストの終しゆう了りよう時間をロスヴァイセさんに確認していた。

　これにハッと気づいたロスヴァイセさんはすぐに気を取り直して、皆みんなに言う。

「あっ！　は、はい！　それまで！　うしろからテスト用紙を集めてください！」

　その後は普ふ通つうに授業をしていたけど……。

　ロスヴァイセさんの様子は学園内でも有名になっていて、「仕事かプライベートで何かあったのか？」と生徒の間でも噂うわさになっていた。

　女子たちは教室や廊ろう下かで、

「きっと、恋こい人びとよ！　恋人が出来たのよ！」

「ロスヴァイセちゃんに彼氏!?　噓うそ！　それはないでしょ！」

「お金が無くなったとか？」

「百均使ってる節約家が、大きくお金に困るのかな？」

「リストラ？」

「でも、超ちよう真ま面じ目めじゃない？　それもないんじゃないの？」

「じゃあ、やっぱり、彼氏だって！」

　などと面おも白しろおかしくガールズトークに花を咲さかせていた。

　それを教室の端はしで見ている俺、木き場ば、松まつ田だ、元もと浜はま。

　松田が紙パックのジュースをストローで吸ったあとに俺と木場に訊きいてくる。

「──で、真相はどうなんだよ？　オカ研の顧こ問もんだし、おまえらと長い時間一いつ緒しよにいんだろ？」

　元浜もメガネをくいっと上げながら言う。

「しかも、イッセーは同居しているんだ。何か知っていてもおかしくない。いや！　むしろ、全部知っているはずだ！　まさか学園を……」

　というふうに悪友二人は俺と木場に訊たずねてくるが……。

　俺と木場は顔を見合わせて、言葉に困ってしまう。

「おまえらに話すほどのことじゃないよ。とりあえず、ロスヴァイセさんが駒王学園ここを辞やめるって話じゃない」

　──と、返すしかない。

　まあ、こいつらが言うように俺たちは、ロスヴァイセさんが最近ボーッとしている理由、その真相を知っているけど……。

　ロスヴァイセさんは、先日、故郷である北ほく欧おう神話──アースガルズから、お見合いをするよう半ば強制的にお願いされたのだった。

　しかも相手は、アースガルズの現主神であるヴィーザルさん！

　主神とお見合いだなんて、俺たちも聞かされたときは仰ぎよう天てんするしかなかった！　ロスヴァイセさんのいないところで話が決まったようで、一方的に日時と場所だけが伝えられた。

　ロスヴァイセさんのお祖ば母あさんであるゲンドゥルさんからも説明が届いたが、どうにもゲンドゥルさんの意見すら飛び越こえて上のほうで決まったことのようで、すでに取り止やめることはできないようになってしまったようだ。

　連れん絡らく用魔ま方ほう陣じん越ごしのゲンドゥルさんは、

『申し訳ありませんね……。後日、私もそちらに向かいます』

　本当に申し訳なさそうにしていた。

　どうやら、今回の孫まご娘むすめのお見合いは、ゲンドゥルさん的に反対だったようだった。

　しかし、北欧の神々からの強ごう引いんな提案に、ロスヴァイセさんのご両親が折れてしまって、ゲンドゥルさんも断れない状じよう況きようになっていたという。

　って、一番参っているのは俺だったりするんだよね！　何せ、ロスヴァイセさんは俺の眷けん属ぞくだ。

　上級悪あく魔まであり主あるじである俺に事前の報告もなしで、アースガルズが勝手にお見合いを設定したので、レイヴェルを通して抗こう議ぎの文書を飛ばしたのだが……。

『アースガルズの問題です。もう決定したことです』

　という返信がくるのみだった。

　さすがにそれはどうかということで、俺とレイヴェルは何度も事情の説明と、納得のできる返答をしてくれるよう請こうたのだけど……。

「結局、お見合いはやることになっちまったんだよな……」

　俺は廊下の天井を見上げ物もの憂うげにそう言った。

　俺と木場は、飲み物を買いに行くと言って、松田と元浜から離はなれ、学内に設置されている自じ販はん機きの近くでジュースを飲みながら立ち話をしていた。

　木場が言う。

「リアス姉さんもグレモリー家を通じて事情の説明を要求したんだけどね」

　木場が言うようにリアスもアースガルズに抗議をしてくれていた。ロスヴァイセさんはリアスの眷属ではなくなったとはいえ、グレモリーの系けい譜ふであることに変わりはないので、家を通して正式に回答を求めてくれたのだ。

　あちら側からの返答は、

『オーディンの血筋が逼ひつ迫ぱくしているため、優ゆう秀しゆうな世よ継つぎを産んでくれそうな北欧神話出身の女性が必要なのです』

　というものだった。

　お世継ぎ問題！　ということらしいが……。あちらは、主神のオーディンのじいさんと共に嫡ちやく男なんバルドルって神さまも、トライヘキサ退治のために例の隔かく離り結界領域に赴おもむいてしまっている。

　こちら側に残っているじいさんの子供たちで次期主神としてアースガルズが立てたのが、ヴィーザルさんということになる。

　しかし、ヴィーザルさんは、愛人はたくさんいるものの、結婚はしていなかった。

　そこで主神になった今だからこそ、アースガルズの神々はヴィーザルさんに次々と嫁よめ候補を紹しよう介かいし始めて、子供を早く作るよう急せかしているのだった。

　アースガルズとやり取りをしているうちにあちらも対応を緩かん和わさせてきて、最終的には「婚約しなくてもいいから、とりあえず、お見合いという体ていだけを取ってくれればいい」という答えを返してきた。

　神々がセッティングした以上、引けないところもあったのだろうとリアスは言っていたけれど……。神さまって傲ごう慢まんな方、多いよなって感じる。

　結局、こちら側もロスヴァイセさん本人の意思で最終ジャッジをしようということになったのだが、とうの本人も酷ひどく驚おどろき、狼ろう狽ばいしつつも、婚約ありなしはともかく、見合いの席自体には出てもいいという答えを出したのだった。

　強引で急な話とはいえ、世話になった故郷の神々の手前もあるし、あちらも条件を和やわらげたので、断りづらくなったのだろうと思う。

　ということで、正式にロスヴァイセさんは後日この日本でヴィーザルさんとお見合いをすることになったのだった。

　……神の結婚問題か。そりゃ、神話の代表の婚こん活かつは大事だろうけど……。よりにもよって、うちの眷属のロスヴァイセさんに白羽の矢が立てられるなんてよ。

　オーディンのじいさんに置いていかれたとはいえ、優秀なヴァルキリーであることは間ま違ちがいないからね。魔ま法ほうの実力といい、強力な結界術の習得といい、仲間の女性陣じんのなかでも実力者であることは疑いようがない。

　だからこそ、あらためてアースガルズで注目を集めたんだろうけどさ……。ロスヴァイセさん、邪じや龍りゆう戦せん役えきのときに大分貢こう献けんしていたからなぁ……。北欧神話内で評価が上がってて当然だろうし……。

　けどさ。勝手に決めないでくれって思いが強いんだよね、俺のなかで！　俺の仲間というか、眷属なわけでさ。大会にも参加してもらってるし、悪魔の仕事も一緒にやっている最中だ。

　戦せん闘とうの面でも、仕事の面でも、ロスヴァイセさんは重要だ。いまのいままで共にやってきた大事な……。

　これで婚約まで勝手に進んじゃって、「眷属のままでもいいけど、ヴィーザルさまの奥方にしてもいいか？」なんてことをあっちに言われた日にゃ、さすがに俺も……っ！

「イッセーくん、冷静に事を進めたほうがいいよ？　怒おこるのはわかるけれど、相手は北欧の神々だし、変に突つっぱねると心しん証しよう悪くする上に今後の付き合いにも支障をきたすかもしれないよ？」

　木場が俺にそう言ってくる。

　そこまで言われて俺はハッと気づき、木場に訊いた。

「……俺、イライラしているように見えるか？」

　木場は苦笑いしてうなずいていた。

「ロスヴァイセさんの話題になると、あまりよくない顔になっているよ。イッセーくんだけじゃなくて、リアス姉さんの系譜のメンバーは皆みなね。気持ちはわかるけどね。特にイッセーくんは主だし、尚なお更さらだろうから」

　……リアスから始まる眷属の系譜（俺の眷属も当然含ふくむ）は、皆、今回の話は渋しぶい表情になるからね。俺自身も仲間から見れば、相当イライラしているようだ。

　まあ、実際、歓かん迎げいできる話じゃないさ。正直、ヴィーザルさんや北欧の神さま達に一言物申したい気持ちだよ。

　木場が缶かんのお汁しる粉こを飲み干してから言った。

「これからリアス姉さんと朱あけ乃のさんと話をしに行くんでしょ？」

　木場が言うように、放課後、駒く王おう学園の大学部に顔を出す予定だ。

　二人にロスヴァイセさんについて、あらためて相談をしたいからだった。

　なぜなら、そのお見合いはもうあさってなのだから──。







　そんなわけで、放課後に俺は駒王学園の大学部に足を運んだ。大学部は高等部から非常に近いため、来たことがないわけではなかった。

　とはいえ、大学部に通う生徒は私服だ。制服の者が訪れると、結構目立つというか、浮うくんだよな。高等部だと逆に私服のヒトが目立つっていうね。

　待ち合わせの場所は、大学部の一角に設けられたカフェだ。基本的に大学部の学生が活用しているが、たまに高等部の生徒や大学部に仕事で来たお客さんがいることもある。

　テラスのいつもの席にリアスと朱乃さんが一緒に座っていることが多いんだけど……。

　見ると──複数の女性と共に座るリアスと朱乃さんがいるではないか。

　……大学の友達かな？　なんだか、楽しげに話してるようだし、俺がお邪じや魔まして場の空気を乱すのも不ま味ずいな。またあとで来ようか。

　そんなふうに思し慮りよしていると、リアスと朱乃さんが同時に俺を視界に捉とらえたようで、リアスが手を振ふってくる。

　こういうとき、リアスと朱乃さん、俺の気配を感知するのに長たけていると思う。

　去るわけにもいかなくなったので、二人のいる席まで移動していった。……お友達の女性方の視線が痛いというか、興きよう味み津しん々しんで注がれているようで気き恥はずかしいよ！

　リアスと朱乃さんの間の席に座らせられる。

　リアスが学友の皆さんに俺を紹介した。

「彼が私と朱乃の彼氏よ。話した通り、婚約しているの」

　──と、いきなり衝しよう撃げき的な紹介をしてくれる！　リアスと……朱乃さんの彼氏＋婚約のことまで！　一いつ般ぱんのヒトにその話は相当ぶっ飛んだ内容だと思うんだけど！

　突とつ然ぜんの紹介に驚くしかない俺だったが、とうのお友達方は『キャーッ！』と黄色い声を同時にあげる。

　お友達の方々がしゃべり出す。

「彼がグレモリーさんと姫ひめ島じまさんの彼氏!?　年下だって聞いていたけれど！」

「すごいわ、二人の美女を彼女にするなんて！」

「リアスさんの国では、お嫁さんが複数いてもいいし、お婿むこさんがたくさんいてもいいのよね！」

「逆に彼氏がたくさんいるのって、どういう感じかしら？　憧あこがれちゃうかも！」

　あー、そういう設定で話していたのね。確かにリアスの国──冥めい界かいだとハーレムも逆ハーレムもありだから、リアスの話は噓うそではない。

　リアスはというと、なんだか、自じ慢まんげだ。俺を紹介できて満足なのかな？

　で、でも、俺が相手だと知られたら、高等部のほうにも話が飛び火して、えらいことになりそうなんだけど……。

　俺とリアスが付き合っているって、基本的に高等部の生徒たちには内ない緒しよだからな。一部にのみ伝えていることだ（松田と元浜は知っているけど黙だまっていてくれる）。

　てか、リアスの友達っていうと、高校からのエスカレーター式で友人だろうし、俺のことも主おもに悪評で知っているはずなんだが……。

　朱乃さんが耳打ちしてくれる。

（魔ま力りよくでイッセーくんの基本情報は露ろ見けんしないようにしてますわ。単に私とリアスに共通の彼氏がいるということだけ、彼女たちは把は握あくしてますの）

　あー、魔力操作。お友達の方々をよく見れば、術にかかっているとき特有の虚うつろな瞳ひとみ状態になっているな。俺の正体がわからなくなっているのか。

　ここまでして彼氏の紹介をしているってことは……。

　朱乃さんがかわいらしい笑みで言った。

（だって、大学生ですもの。彼氏がいるって、話題に出したいじゃない？）

　あああぁぁあああぁぁああああっ！　そんな乙おと女めなことを言われたら、俺、たまらなくなりますよ！　どうぞどうぞ、魔力操作で俺の基本情報が流れないのであれば、存分に彼氏のことを自慢してください！

　本ほん音ねだと、俺が彼氏だと真実を伝えたいけど、いろいろ面めん倒どうくさいことになるであろうことは確実だからね！　そこは我が慢まんするしかない！

　お友達の一人が朱乃さんに問う。

「年下の彼氏って、どんな感じ？」

　朱乃さんが頰ほおを染めて、幸せそうに言う。

「彼、年下だけれど、頼たよりがいがあるから、どちらかというと私が甘えてしまいますわね」

「お姉さまな姫島さんが甘えちゃうの!?　逆だと思っていたのに！」

「私も年下の彼氏、欲しくなったかも！」

　──と、お友達の方々も楽しげにガールズトークをしてくれていた。

　リアスと朱乃さん、とてもうれしそうだから、しばらく二人に合わせて女子大生のガールズトークに参加する俺だった。

　女子大生とお話しできるって、やっぱり楽しいからね！







「──あなたはどうしたいのか？　それに尽つきるのではないかしら？」

　女子大生に囲まれてのお茶会が終わり、そのままカフェのテラス席でリアスにそう言われる俺。

　話題は、当初の目的であったロスヴァイセさんについての相談だ。

　リアスが続けてこう言う。

「私自身も今回のロスヴァイセの強ごう引いんなお見合いは反対よ。けれど、彼女のいまの主あるじはあなたよ、イッセー。彼女自身の意思も尊重して当然だけれど、あなたの意思も重要なの」

　……リアスなら、どうする？　なんてふうに彼女に意見を求めれば、俺は呆あきれられるよな。俺は──ロスヴァイセさんを眷けん属ぞくに迎むかえた主、上級悪あく魔まなのだから。

　リアスはこうも言った。

「……そろそろハッキリするべきなのかもしれないわね。イッセーはロスヴァイセのお見合いに関してどう感じたのか。──そう、イッセーにとってのロスヴァイセは何なのか。ただの眷属？　それとも……」

　リアスはそこまで言い、言葉を止める。

　俺にとって、ロスヴァイセさんは……。

　ただ、これだけはハッキリしてる。ロスヴァイセさんとヴィーザルさんのお見合いが勝手に設定されたとき、無む性しように腹が立った。嫌いやだった。

　大事な眷属を勝手にお見合いさせられることに対しての嫌な感情でもあるし、それ以上に俺の脳のう裏りにいままでロスヴァイセさんと過ごした思い出が次々と思い浮かんできて……。

『大切なものを奪うばわれる』って、強く感じた。

　リアスは腕うで時計を見て、「時間ね」と言って、席を立つ。

「お会計は済ませておくわ。朱乃、先に行っているわね」

　朱乃さんに一言告げ、リアスは最後に笑顔で俺にこう言い残していく。

「私はいつだってあなたとロスヴァイセの味方よ？　それだけは決して変わらないわ。だから、自分の答えだけは出しなさい」

　リアスは個人的なグレモリー家の用事を済ませるため、先に席を立つ。

　残された俺と朱乃さん。朱乃さんが微笑ほほえみながら言う。

「ねぇ、イッセーくん。去年、リアスがライザー・フェニックスとの婚こん約やくパーティーをしたのを覚えてます？」

「ええ」

　そうか、もうあれから一年以上経たっているのか。いろいろありすぎて遠い記き憶おくのように思えてしまうよ。

　朱乃さんが続ける。

「リアスは言葉に出していないけれど、今回の件、どうやらあのときのことと重ねている様子なの」

　──っ。

　……自分の婚約と、ロスヴァイセさんのお見合い……。そうだよね、事情は違ちがうとはいえ、将来に関して勝手に決められていたことは同じだ。リアスがロスヴァイセさんの事情にあのときのことを重ねて当然だった。

　朱乃さんが続けて言う。

「あのとき、イッセーくんはどう感じて、どう思い、どう行動したのか。リアスとロスヴァイセさんは違うけれど、ロスヴァイセさんは私たちにとって、何より、イッセーくんにとって大事な眷属であることは確かでしょう？　今回のお見合いがどうなるかはわからないけれど、ヴィーザルさまが良しとしたとき、イッセーくんはどう思い、どう動くのか、その答えを出すことになるでしょう。けれど、イッセーくん、これだけは覚えておくべきですわ」

　朱乃さんは真剣な表情で言った。

「あなたが否いなと答えたとき、リアスのときは相手が不死鳥フエニツクスでした。でも、今度は──神ですわ。神からロスヴァイセさんを取り返す覚かく悟ごだけは決めておくべきです」

　神からロスヴァイセさんを取り返す……。

　朱乃さんは途と端たんに破顔する。

「とは言っても、イッセーくんもこの一年の経験で大分成長しましたわ。無む闇やみやたらに突つっ込んでいったあの頃ころよりずっと大人になっている……。こうやって表面上は冷静に受け止められていますわ。きっと、一年前でしたら、アースガルズに突とつ貫かんしようとして、リアスに怒おこられていたわね」

　……あはは、あり得たかも。リアスのときは婚約パーティーに突っ込んでいったしね。その後いろいろありすぎたせいか、突とつ拍ぴよう子しもないことが起きても、まずは思慮して、他のヒトに意見を訊きくようになったな。

　……学年も最上級生になって、上級悪魔になったし、何より自分の力──天てん龍りゆうと龍りゆう神じんの力が世界に影えい響きようを及およぼすとわかっているからだ。ちったぁ考えて行動しないと、いろんなヒトに迷めい惑わくかけるからね。

　……とは言うものの、いざとなったら俺の大事な眷属を神から取り返さなければならないのか。

　半はん端ぱな覚悟で臨のぞめる相手じゃないさ。でも、俺は──。

　何よりも、俺にとってロスヴァイセさんは眷属として大事なのか、それとも──。その答えを出さないといけない──。







　そして、ロスヴァイセさんとヴィーザルさんのお見合いの日──。

　俺たち関係者（新旧オカ研メンバー）が集つどったのは、東京のとある高級料りよう亭ていだった。なんと、ヴィーザルさん陣じん営えいは、日本料理の老舗しにせ（超ちよう常じようの存在にも対応してくれる貴重なお店）をお見合いの席としてセッティングしたのだった。

　じゃあ、それに合わせようということになり、ロスヴァイセさんの格好も雅みやびな着物姿となった。ちなみに着付けは朱乃さんが担当した。

　関係者の待機用の一室で、皆みなで待っていると──。

「お待たせしましたね。皆さん、お変わりないようで」

　現れたのはロスヴァイセさんのお祖母さんであるゲンドゥルさんだった！　あちらも以前お会いしたときと変わりなく、厳格な雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

　ゲンドゥルさんは孫のロスヴァイセさんを一いち瞥べつしたあとで、俺たちに謝った。

「ご迷惑をかけて申し訳ありませんね。特に兵ひよう藤どう一いつ誠せいくんにとって、うちの孫は大事な眷属だというのに……。上の申し出を断りきれませんでした」

　俺にも直接そう謝ってくださった。

　俺も──。

「い、いえいえ、基本、反対ですけど、とりあえず今日は見守ります。答えはそのあとに出そうかと」

　そう返すのだった。

　ロスヴァイセさんはお祖母さんのゲンドゥルさんを確認するなり、不満を露あらわにした。

「今回の件、故郷の申し出とはいえ、私は言いたいことがたくさんあります」

　ゲンドゥルさんは嘆なげくように息を吐はく。

「それはわかるよ、ロセ。けれどね、さっさと身を固めなかったおまえも悪い。隙すきを見せるから、私でも押し返せない状じよう況きようになってしまったのよ」

「み、身を固めるって言ったって……っ！」

　言い淀よどむロスヴァイセさんにゲンドゥルさんは怒った。

「本気なら、せっっっかく主になってくれた赤せき龍りゆう帝ていにアプローチさして、とっどと既き成せい事実作っちまえばえがったでねぇのっ！」

「んなごと言ったって、わたす、男の子のこと、わからねぇことばっかりだし！」

　祖母と孫が、方言で言い争う！

「スケベなことさしてえって言ってたでねぇがっ！」

「ばあちゃんに言われなくたって、わ、わ、わたすだって、スススススス、スケベなことしてぇさ！」

　なんてことを方言で言い合っているんだよ、この二人は!?　ロスヴァイセさんなんて、顔を真っ赤に染めてそのようなことを大声で口にしていた！

　二人の会話を聞いていて、女性陣の視線が俺に集中した。

　白しろ音ねちゃんこと小こ猫ねこちゃんが訊いてくる。

「……どうして、スケベなことをしてあげなかったんですか？」

　こ、小猫ちゃん！　プロポーズしてから、キミ、結構大だい胆たんなことを口にするようになったよね!?

　俺は頰をかきながら、こう述べる。

「い、いや、それはその、大会とか初めての上級悪魔の仕事も重なってて……。お、俺だって、スケベなことたくさんしたいですっ！」

　スケベなことできるんなら、したいに決まってる！　けど、上級悪魔としての仕事と、おっぱいドラゴンとしての立場と、国際大会への参加と、さらに学校生活もあるから、結構忙いそがしくてさ！

　エロエロな場面に出くわすときは出くわすけど、それ以外だと過密な日々のせいか、おっぱいが遠くに感じることもある！

　ゼノヴィアがロスヴァイセさんに同意するようにうなずいていた。

「まあ、私たちもスケベなことできる状況がなかなかないからな」

　イリナもうんうんうなずく。

「女の子が多いから、例の部屋を使っても、誰だれかが入って来ちゃうものね」

　……キミたち、スケベスケベって、ここお見合いの場所だからね？　いや、俺もスケベなことたくさんしたいって大声出しちゃったけど……。

　これにはレイヴェルも額に手をやって突っ込んでいた。

「……スケベスケベって、皆さん、今日は一応ロスヴァイセさまのお見合いの席ですわよ？」

　孫と祖母の言い争いになんとも言えない空気となる室内だったが、お店のヒトが来て、一言告げてくる。

「お相手の皆さまが、お見えになられました」

　お見合いの時間は、待ってはくれず、ついにそのときとなったのだった──。







　さて、お見合いの席ということで。

　ロスヴァイセさん側の家族代表として、お祖母さんのゲンドゥルさん。

　そして、ロスヴァイセさんは現在「兵藤一誠眷けん属ぞく」になっているので、なんと主あるじの俺も同席となる。

　正装のロスヴァイセさん、ゲンドゥルさんに対して、学生服の俺だが……。まあ、まだ学生の立場なのは確かだからな……。

　とはいえ、あいさつまでだ。その後は「若い二人にあとは任せましょうか」と、二人きりにする予定だ。まあ、一いつ般ぱん的な日本のお見合いだな。日本でやるから、その国のしきたりに倣ならいたいとのことだが……。

　広々とした和室の真ん中にテーブルが置かれ、片側に俺たちロスヴァイセさんサイドが座る。

　和室からは雅な造りの庭園が見られて、お決まりと言わんばかりのししおどしが「コトン」と小気味の良い音を鳴らしていた。

　ちなみにこの一室での出来事は、ゲンドゥルさんの魔ま法ほうで、別室で待機している仲間たちにリアルタイム中ちゆう継けいされている。覗のぞき見になるから、厳格なゲンドゥルさんはそんなことしないと思ったのだが……。今回の件に思うところが多分にありまくりそうだ。

　正座でしばし待っていると、三人の女性を連れた白いスーツ姿のヴィーザルさんが現れる。白金色の髪かみに金色の瞳ひとみ、無ぶ精しよう髭ひげを生やしたイケメン男性。見た目は二十代前半ほどにしか見えない。

　連れている女性三名は美女だけど、厳きびしめな表情をした方ばかりだ。神性のオーラを感じるので、全員神さまだとは思うけど……。

　キリリッとした目つきで、俺とロスヴァイセさんに視線を向け、品定めをしているかのようにジロジロと見てくる。ていうか、品定めをしているのだろう。ロスヴァイセさんと、その主である俺を──。

　ヴィーザルさんが女性陣の視線に気づいたのか、息を吐いて言う。

「フッラ、フリーン、グナー、そんな厳しい目で見るなって。あちらに失礼だろう？」

　ヴィーザルさんの言葉に女性陣は厳格な声こわ音ねで言う。

「ヴィーザルさま、あとのことはお任せ致いたしますが」

「これは現主神にとって、大事なお役目です」

「相手が元ヴァルキリーであろうとも、これもアースガルズの未来のためなのです」

　女性陣の言葉にヴィーザルさんはうんざりげな表情をして、手で払はらうような仕草をする。

「あー、はいはい。いいから、あとは俺に任せてくれ」

　女性陣は渋しぶ々しぶこの場から退出していく。

　俺とロスヴァイセさんはなんとも言えない表情になり、ゲンドゥルさんは片かた眉まゆをつり上げて、少々不ふ機き嫌げんそうにしていた。

　この態度だけで、あの三人の美女とゲンドゥルさんの仲がよろしくないのが想像できてしまう。

　対面の席に座るヴィーザルさん。すぐさま足を崩くずして、苦笑いしてこう言う。

「悪いな。あの三名の女神はうちの……オーディンの家系にとっては、古くからの侍じ女じよみたいなものでな。俺も幼い頃ころから世話になっている。この席も彼女たちが率先してセッティングしてくれてな……。ま、俺も断りきれなかったってやつだ」

　そこまで言ったあとで、ヴィーザルさんがあいさつをしてくださる。

「ヴィーザルだ。北ほく欧おうの主神をやっている。今日はよろしく頼たのむ」

　今度はロスヴァイセさんがあいさつをする。

「ロスヴァイセです。去年までオーディンさまの専属ヴァルキリーをしておりました。現在は、兵藤一誠さまの眷属悪あく魔まとしてお世話になっております」

　次にゲンドゥルさんが「祖母のゲンドゥルです」と簡素なあいさつを。

　俺はコホンと軽く咳せき払ばらいしたあとで、姿勢を正して言う。

「上級悪魔の兵藤一誠です。ロスヴァイセさんの主をしております。今日はよろしくお願い致します」

　堅かた苦くるしいあいさつをしてしまったが……まあ、こんなもんでいいだろう。

　というあいさつから始まり、ゲンドゥルさんが言う。

「……では、あとは若い二人に任せましょうかね」

　ロスヴァイセさんの身内側が退席する格好となるが──ヴィーザルさんが手で制して、待ったをかけた。

「行かなくていい。二人とも残ってくれて構わない」

　突とつ然ぜんの申し出に俺とゲンドゥルさんは顔を見合わせる。……ヴィーザルさんは笑みを浮うかべているが、本気のようだったので居残ることになった。

　その間に飲み物を頼み、俺たちはウーロン茶を、ヴィーザルさんは──ビールを頼んでいた。この席でいきなりアルコールとは……。あのオーディンじいさんの息子なだけあるな。

　そのあとは、ロスヴァイセさんとヴィーザルさんの何気ない会話となる。

　最初は「いいお日ひ柄がらですね」とか「日本の教師生活はどうだ？」とか無難な話から始まったのだが、そのうちに話題はオーディンのじいさんのことになる。

　ヴィーザルさんが苦い表情で言う。

「うちの親父は他の神話の主神に負けず劣おとらずのスケベオヤジでなァ。知らないうちに弟や妹が出来ていたなんてよくあったぜ。全知全能、偉い大だいかつ崇すう高こうな神、勝利の父、片眼の英えい雄ゆう、いろんな肩かた書がきを持っているけどな、助すけ平べ爺じじいが一番合うと思うね」

　これにロスヴァイセさんも同調する。

「本当にオーディンさまはエッチなお方で、各勢力と同盟をしようかという時期になって、あらゆるところに赴おもむきましたけど、行く先々で女性に気が行ってました。もう、気づいたら目の前にいなくて、あげくの果てにはその土地の人間界の街に繰くり出して、人間の女性を口く説どきはじめてましたからね」

「あの土地の女神はここが魅み力りよく的だ、この土地の人間の女にこんなのがいた、はたまた、かの土地の風習にはこのようなエロエロなものがある、ってな。女性は種族問わず、行く先々のエロい風習にも着目していたな」

　ヴィーザルさんの話にロスヴァイセさんは大いに食いつき、「そうなんです、そうなんですよ！」とテンション高くうなずいていた。

「この国に来たときも、エッチなお店の情報をいつの間にか知っていて、嫌いやがる私を無理矢理連れて行こうと……ああ、思い出しただけで、怒いかりがこみ上げてきますね！」

　その後もロスヴァイセさんとヴィーザルさんはオーディンのじいさんをネタにしたトークに花を咲さかせていた。

　俺も……なんと言ったらいいかわからない状じよう況きようで、苦笑いするしかなく、隣となりに座るゲンドゥルさんも嘆たん息そくし、場の空気に苦く慮りよしていた。

　ヒートアップするロスヴァイセさん。ヴィーザルさんはあごに手をやり、興味深そうにロスヴァイセさんを見ていた。

「とにかく、オーディンさまについてはまだまだ言い足りないことがたくさんあります！」

　そう言い切るロスヴァイセさん。

　ヴィーザルさんはロスヴァイセさんに向けて言う。

「なんだ、お堅い才女のイメージだったが、かわいいじゃないか、おまえ」

　その一言に──ロスヴァイセさんはポカンと呆あつ気けにとられ、意味を理解したときには顔を真っ赤に染め上げていた。

　ロスヴァイセさんは慌あわてて口にする。

「な、な、ななななななななななな何を突然言い出すんですか!?　も、もう！」

　狼ろう狽ばいするロスヴァイセさんは運ばれてきたばかりのおかわりのグラスを手に取り、一気に呷あおっていく。

　ヴィーザルさんが「あっ」と思わず声を出していた。

「それ、俺のビールのおかわりだぞ？」

　そう！　俺もそれに気づいたんだ！　ロスヴァイセさんが呷ったのは、ウーロン茶ではなく、ヴィーザルさん用のビールだ！　アルコールだよ！　お酒だよ！

　俺の脳のう裏りに去年の修学旅行で起きた出来事が蘇よみがえる！

　渡と月げつ橋きようで英雄派に襲おそわれたとき、ロスヴァイセさんは──酔よっ払ぱらっていた！　そして、その後にロスヴァイセさんは……っ！

　これにはゲンドゥルさんも当然覚えがあるようで、「あちゃぁ……」と顔を手で覆おおっていた。

　とうのロスヴァイセさんはというと……。

　ビールを一気飲みしたあとで、勢いよくグラスをテーブルに置くロスヴァイセさん。

「……ういー、だかられふね。オーディンのクソジジイは本当にクソエロジジイなのれすよッッ！」

　──もう、出来上がっていた！

　そうだよ！　このヒト、お酒が入ると途と端たんにこうなるんだった！　性格豹ひよう変へんする酔いどれヴァルキリーだった！

　ロスヴァイセさんは、「すみませーん！　ビール五杯はい追加で！」とすでに楽しくなってしまっている！

　ヴィーザルさんは面喰らってポカンとしていた。

　そのヴィーザルさんに、ロスヴァイセさんが突つっかかる。

「ヴィーザルさま！　わかっているんれすよ？　あなたもエロエロだってことを！　あのクソジジイの息子さまなのれすから、エロエロじゃなかったら、おかしいってもんれすよ！　どうせ、わらしの体を目当てにこのお見合いを受けられたんでしょうけれども！」

　ロスヴァイセさんは運ばれてきたビールのグラスをすかさず手に取り、また一杯飲み干すと──なんと、俺を抱だきしめてきたぁぁぁあああああッ！

　ロスヴァイセさんは据すわった目でこう言い放つ。

「残念ながら！　わらしは！　この兵藤一誠くんの！　お嫁よめさんになるのれす！　将来有望なおっぱいなドラゴンれすよ？　玉の輿こしってもんれす！　しかも、わらしに優しくて！」

　さらにグラスを飲み干すロスヴァイセさん。とんでもないペースでお酒が胃に飲まれていってるぅぅぅっ！

「冥めい界かいはヴァルハラに比べたら、好条件ばかりで！　周りのヒトたちも優しいヒトばかりなのれす！」

　酔っ払うロスヴァイセさんに慣れたのか、ヴィーザルさんは楽しげに訊きく。

「福利厚生が充実してるから、赤龍帝の嫁になるのか？」

　ロスヴァイセさんはグラスをガンと勢いよくテーブルに置く。いまの一言にカチンと来たようだ。

「福利厚生は！　働く女性にとって、当然の権利れす！　それはそれで良しとして、イッセーくんは……わらしのためになんでもしてくれるヒトなのれす！　年下ですけども、頼たよりがいのある主あるじさまれすよ！　わらしのために……」

　途端にうるうると泣き出すロスヴァイセさん。泣き上じよう戸ごでもあったんだな……。

「命がけで助けに来てくれましたもんっ！　ユーグリットとかいうクソシスコン野や郎ろうにさらわれたときにすぐに助けに来てくれましたもんっ！　うれしかったんですもんっ！　うわぁぁあああああんっ！」
















　……あーあ、俺を抱きしめたまま、大号ごう泣きゆうしちゃったよ……。

　もう、これはお見合いどころじゃないな。ゲンドゥルさんも終戦モードで、がっくりとうなだれているし。

　ヴィーザルさんのほうは、怒おこることもせず、テーブルに頰ほお杖づえをついて、おかしそうにこの状況を見ていた。

　この方、心の広い神さまだな。こんな失礼極きわまりない状況でも、一切怒らず、付き合ってくれているもんな。

　仕方ないので、「はいはい。俺はいつでも助けますから。泣かないで」と背中をポンポン叩たたいて、ロスヴァイセさんを慰なぐさめる。

　俺も自分で「何やってんだろうな……」って思うけど、ここはまずロスヴァイセさんの機き嫌げんをよくしないとね。

　ロスヴァイセさんがようやく泣き止やんだときだった。

　縁えん側がわから現れる女性が一人──。

　黒いスーツを着た水色の髪かみの女性──超ちよう絶ぜつ美女だった！　俺は直接会ったことはないけど、映像で何度も見かけているヒトだ。

　美女はストレートの長い髪を払はらうと、ロスヴァイセさんに厳きびしい視線を送る。

「相変わらずお酒に弱いようね、ロセ」

　その一言にロスヴァイセさんはピクンと反応して、声のするほうに視線を向ける。

　すると、据わっていた目が、驚きよう愕がくで見開かれた。

「──先せん輩ぱい」

　酔っていたはずのロスヴァイセさんがその場で立ち上がり、姿勢を正していた。

　いまのいままで大いに酔っ払っていたロスヴァイセさんが、表情を強こわ張ばらせながら言う。

「……酔いが一発で醒さめました」

　そう、本当に酔いが醒めたようだった。

　ロスヴァイセさんの酔いをこんなにも一いつ瞬しゆんで醒ますほどの美女は──ブリュンヒルデさん。

　ヴィーザルさんが所属する『王たちの戯たわむれ』チームの選手だった。

　レイヴェルには以前こう説明された。

『ヴァルキリーの代名詞のような方ですわ。代々、最も力を持ったヴァルキリーに継けい承しようされる名です』

　そうなんだよな、この美女、最強のヴァルキリーであり、ヴィーザルさんのところの選手でもあり、ロスヴァイセさんの故郷の先輩でもある。

　このヒトを映像で見かけるたび、ロスヴァイセさんは恐おそろしそうな表情をしていた。ヴァルキリー時代、故郷で相当絞しぼられたようだ。

　ロスヴァイセさんが言う。

「……こちらに来ていらっしゃったのですね」

「私は現主神ヴィーザルさまのお付きをしているのよ。まさか、あなたの酒さけ癖ぐせの悪さをこの場で見ることになるとは思わなかったわ」

　先輩の言葉にロスヴァイセさんは返す言葉もない。

　ブリュンヒルデさんが冷たく言い放つ。

「あなたのことだから、ヴィーザルさまの飲み物と間ま違ちがえて飲んでそうなったのだろうけど……あなたのうかつっぷりはあの頃ころから直っていないようね。それで、赤龍帝殿どのの眷けん属ぞくがつとまるのかしら？」

「うっ……」

　先輩の言葉にロスヴァイセさんは返す言葉が見つからない様子だった。

　これにヴィーザルさんが「まあまあ」と仲裁に入る。

「ブリュンヒルデ、まあいいじゃないか。俺は楽しかったぞ？」

　ヴィーザルさんの一言にブリュンヒルデさんは息を吐はく。

「……まったく、オーディンさまと同じくこういう手合いがお好きなようですね」

　ヴィーザルさんはオーディンのじいさんそっくりにカカカとイタズラっぽく笑う。

　そして、俺とロスヴァイセさんに視線を送り、こう告げてくる。

「この見合い、俺は気に入った。ロスヴァイセと婚こん約やくしようじゃないか」

　…………。

　……突とつ然ぜんの物言いに、俺とロスヴァイセさんは一瞬ポカンとしてしまうが、ヴィーザルさんの言ったことが理解できると──。

「「ええええええええええええええええええええええええっ!?」」

　二人同時に大声を出し、遠くの部屋からも、

『ええええええええええええええええええええええええええええええっ!?』

　という驚おどろいた様子の大勢の声が聞こえてきた。どうやら、別室でこの状況を魔ま法ほうで見ていた関係者一同も驚愕したようだ。

　そりゃそうだって！　ロスヴァイセさんのあんな酔いどれな姿を見たのに、ヴィーザルさんは笑いながらＯＫを出したのだから！　仲間の誰だれもがお見合いは大失敗と安あん堵どしてたはずだ！

　ヴィーザルさんはこう付け加えてくる。

「ロスヴァイセは、こう言った。『私のためになんでもしてくれた。私を命がけで助けてくれた』とな。なら、それを見てみたい」

　ヴィーザルさんは不敵な笑みを浮うかべて、俺に指を突きつけて、こう宣戦布告してくる！

「今度の試合、ロスヴァイセを賭かけて戦おうじゃないか。俺が勝ったら、ロスヴァイセを嫁の一人にする。おまえが勝ったら、この話は無しだ。どうだ？」

　ヴィーザルさんからの挑ちよう戦せん状だった！

　近くでブリュンヒルデさんが額に手をやり、やれやれと主神の対応に呆あきれていたが……。

　こちらとしては──冗じよう談だんじゃない！　元々、ロスヴァイセさんをただでやるつもりなんてないし、今回の件も本来一言物申したいところだったんだ！

　ずっとイライラしていたことが噴ふきだして、ついに爆ばく発はつした。

　俺はヴィーザルさんの言葉に真しん剣けんな表情でこう返す。

「ロスヴァイセさんを賭けてどうこうするという問題じゃありません！　俺は今回の件、勝手に話を進められていて、不ふ愉ゆ快かいでした。そちらの神話の手前もあるんで、この見合いを許しましたけど、それはあくまで形式だけです！」

　俺は正面からアースガルズの主神に言ってやる！

「このヒトは、ロスヴァイセさんは、俺の大事な仲間で眷属だ！　相手が北ほく欧おうの主神だろうと、ただでやる義理はねぇッ！　賭けうんぬんに関係なく、あなたがロスヴァイセさんを狙ねらうというのなら──」

　ヴィーザルさんに近寄り、顔と顔がぶつかりそうな距きよ離りで宣言した。

「俺はあんたが神さまだろうと、ぶっ倒たおすだけだッ！」

　リアスの婚約パーティに乗り込んでから一年経過して、少しは大人になれたかな、冷静になれたかなと思っていたけど……。

　やっぱ、こういうのは我が慢まんできない。

　俺の大切なものを奪うばおうとする奴やつは、相手が神だろうと──ぶっ倒すしかないんだっ！

　ヴィーザルさんはメンチ切ってきた俺の宣言を聞いて、高こう揚ようした表情となっていた。

「これだよ。これでいいッ！　天てん龍りゆうと戦うんだ。こんな建たて前まえがなきゃ噓うそだよなッ！」

　睨にらみ合う俺とヴィーザルさん。

　間近に迫せまった「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チーム対「王たちの戯れ」チームの試合は、開幕前から燃え上がることになった──。







　　　Life.2　乳の海と魔ま王おうの『ゲーム』







「──って、メンチ切っちまったけど、作戦はどうしたもんかな……」

　お見合いがあった日の翌日、俺たち「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの面々は、対「王たちの戯たわむれ」戦のミーティングをするため、兵ひよう藤どう家の俺の自室に集まっていた。

　──で、腕うでを組んで頭を悩なやませている俺だった。

　もうすぐ試合が始まってしまう。ギリギリまで特訓、トレーニングは積んでいくつもりだが、それにも限界はあるし、何よりも今回の相手チームは……。

　メンバーは部屋の床ゆかに円えん陣じんを組むように座り、その中央には「王たちの戯れ」チームのメンバー表が置かれていた。










王キング　テュポーン

女王クイーン　アポロン

戦車ルーク　ヴィーザル

騎士ナイト　ブリュンヒルデ

僧侶ビシヨツプ　アルテミス

兵士ポーン　ミドガルズオルム　５枠わく

兵士ポーン　オルトロス

兵士ポーン　スフィンクス

兵士ポーン　ヒュドラ










　──と、そうそうたる布ふ陣じんだ。

　……魔ま物ものの王テュポーンを『王キング』に掲かかげ、神クラス……しかも俺でも知っている神さまが名を連ねる。

『兵士ポーン』枠はミドガルズオルム以外、試合ごとに頻ひん繁ぱんに入れ替かわりが行われていた。

　そう、『兵士ポーン』に五大龍りゆう王おうの一角ミドガルズオルムがいる。ロキ襲しゆう撃げき事件以来の再会になるかもしれないが……試合は出てるだけで、ずーっと寝ねていた。起きて戦っていたことなんてないんじゃないかな……。

　ミドガルズオルムは途と中ちゆうからゲームに参戦した。怠なまけ龍王の試合ぶりはというと、巨きよ体たいがゲームフィールドにドカンと現れて、あとは寝たままだ。あまり広くないフィールドだと、この巨体が邪じや魔まで「王たちの戯れ」チームと相手チームは試合し辛づらそうだった。

　なんでヴィーザルさんたちがミドガルズオルムを呼んだのかわからないけど、ミドガルズオルムもどうして請うけ負おったのか。北欧神話出身同士、何か契けい約やくがあったのかもしれない。

　龍王の参戦もあるんだけど、問題はやはりテュポーンと神さま方。

　今度はテレビに記録映像を映す。

　そこには相手チームを余よ裕ゆうで吹ふっ飛ばしていくテュポーン、ヴィーザルさん、アポロンさん、女神アルテミスさんの姿が映し出される。

　テュポーンはタイフーン（台風）の語源になったとされる魔物の王だ。本気のフェンリルと互ご角かくかそれ以上とも言われている力は、大会でも猛もう威いを振ふるい、下へ手たな神クラスではまるで相手にならない強さを誇ほこる。

　相手に攻こう撃げきを繰くり出すたびに大気が震ふるえ、フィールド内で異常気象を巻き起こし、雷らい雨うを支配する。天候を操あやつる点ではデュリオと同じだが……テュポーンのほうが一枚も二枚も上うわ手てだ。特に相手が誰だれであろうと容よう赦しやしないテュポーンのほうが厄やつ介かい極きわまりない。

　口から吐き出す火か炎えんもクロウ・クルワッハほどではないけど、それでも凶きよう悪あくな威い力りよくで相手チームの選手たちを一いち網もう打だ尽じんにしていた。

　アポロンさんは太陽神だ。基本的な能力も最上級悪あく魔まクラスを歯し牙がにもかけず、何よりも圧あつ倒とう的な光の力で、魔物の類たぐいを一いつ掃そうしていた。悪魔や吸きゆう血けつ鬼きにとって、天敵なんてもんじゃない。まともに一発食らえばリタイヤは免まぬかれない……。

　ヴィーザルさんはあらゆる魔ま法ほうに長たけたオーディンのじいさんの息子だけあって、魔法を巧たくみに使う。それこそ、攻撃から補助、搦からめ手の類まで。ただ、ヴィーザルさんの一番の攻撃手段は──。

　映像で、ヴィーザルさんが巨きよ大だいな魔物を軽やかな蹴けりの連打で沈しずめていく姿が映されている。他の映像では、名のある家の出の悪魔がヴィーザルさんのハイキックで豪ごう快かいに吹っ飛ばされていき、遥はるか後方の壁かべをぶち破っていく様が映されていた。

　そう、ヴィーザルさんは蹴り主体の肉にく弾だん戦を得意としていた。

　……ヴィーザルさんの履はいている脚きやつ甲こうが、魔法の輝かがやきを発していた。

　ロスヴァイセさんが言う。

「以前にもお話しした通り、ヴィーザルさまは足技を非常に得意とされています。脚あしに履いている脚甲は、神々の魔法で鍛きたえられたもの。あれでフェンリルすら蹴り砕くだくと言われています」

　話では、古いにしえの時代にロキがフェンリルを生み出したとき、対たい抗こう策のひとつとして、オーディンのじいさんはあの靴くつ──脚甲を用意し、ヴィーザルさんに分け与あたえたという。

「あの履き物と、足技が合わさったとき、ヴィーザルさまの実力は雷らい神じんトールさまにも匹ひつ敵てきするとさえ言われています」

　ロスヴァイセさんはそう付け加えた。

　……伝説の神々の名前がポンポン出てきて、それらに匹敵するだの、歯牙にもかけないだの、一年前の俺じゃ想像もできないような事態で、もはや笑ってしまいそうになる。

　けど、次の相手なんだ。戦わなくちゃいけない。勝たなくちゃ──。

　ふいにロスヴァイセさんのほうに視線を移す俺。

　……勝つさ。誰であろうと、このヒトを渡わたすわけにはいかないさ。

　……と言っても、相手は有名で強い神さまばかりだしなぁ……。

　とうのロスヴァイセさんは先せん輩ぱいヴァルキリーのブリュンヒルデさんの試合での活かつ躍やくに目を奪うばわれている。

　攻こう守しゆ、補助、ありとあらゆる魔法を駆く使しし、時にはフルバーストを、時には仲間の身体能力を引き上げ、時にはフィールドに罠わなを張る。

　それらはロスヴァイセさんもできることなのだが、相手は無む駄だなく、洗練した動きで術を発動させているため、隙すきが見当たらない。

　ロスヴァイセさんは、記録映像で先輩の魔法を見るたび、

「……私よりもこの術も、あの術も、そちらの術も、発動自体が大分早い。さすがだわ」

　と唸うなっていた。

　同じ術でも練度、速度、精度が桁けた違ちがいだったのだ。

　ビナー氏が言う。

「魔法の威力が同等だとしても、発動の速度と精度があちらのほうが上だとすると、いずれ手数で負かされますね」

　ビナー氏の言葉にロスヴァイセさんは手に持つもの──ミスティルティンの杖つえを握にぎりしめていた。

　強大な魔法力を有する伝説の魔法武具だ。それ込みであれば、威力の面ではブリュンヒルデさんを超こえられると、ロスヴァイセさんもレイヴェルも踏ふんでいる。

　だが、術発動の速度だけで見ると……。

「……まだ使いこなせてませんが、試合までに形にできるようになりたいですね」

　ロスヴァイセさんはそう意気込みを口にした。

　まあ、相手は格上チームだ。正直、負けて当然だと他者は見るだろう。

　しかし、いろいろなヒトの協力もあり、ロスヴァイセさんのミスティルティンの杖を含ふくめ、強化された面も多々ある。

　レイヴェルがメンバーに言う。

「普ふ通つうに考えれば、相手のほうが強いです。何せ、誰もが知っている神々が相手なのですから。ですが、イッセーさまの龍りゆう神じん化やビナー氏がいる以上、こちらにもあちらに挑いどめるだけの力があるのも事実。勝てる可能性は決して高くはありませんが……当日まで確率を高めていきましょう」

『おうっ！』

　皆みなで力強く応じる！

　やる以上は勝つ気で臨のぞむさ！

　でも、心配事もあった。特訓についてだ。

　ゼノヴィアが困ったように頭を捻ひねる。

「勝つ気で挑むのはいいんだが、肝かん心じんの特訓がな……」

　そう、現在、俺たちはトレーニングできる場所が限られていた。というのも、先日、俺たち専用のトレーニング空間に冥めい府ふの死神グリム・リツパーたちが襲しゆう来らいするという事件が起きて、警備の面が見直されることになったのだ。

　現状、完全に安全とは言えず、悪いことを考えている連中が再び訪れてこないとも限らない。そのため、俺たちは安易に練習ができなくなっていた。

　これは「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームだけの話じゃなく、リアスのチームも同様だ。

　つまり、グレモリー関係者は先日のタナトス一派襲撃事件以降、トレーニング場所に苦く慮りよしていたのだった。

　試合の日は、夏休みに入ってすぐだ。あまり時間はない。

　さてさて、どうしたものかと皆で頭を悩なやませているときだった。

　部屋のドアがノックされ、リアスが入ってくる。

「お邪魔かしら？」

　俺が「ううん、どうしたの？」と訊きくと、彼女はこう続けた。

「アジュカさまから報告があったわ。関係者はＶＩＰルームに集まってちょうだい」

　それはお偉えらいさんからの連れん絡らくだった。

　これが俺たちにとっての助け船となる。







　ＶＩＰルームに集まる俺のチームとリアスのチーム。まあ、大体、この家に住んでいるヒトなんだけどね。

　ＶＩＰルームに置かれたテーブルの上に通信用の魔ま方ほう陣じんが展開しており、そこからアジュカ・ベルゼブブさまのお顔が宙に投射されていた。

『暫ざん定ていだが、キミたちのトレーニング場所を用意した。安全な場所だ、安心してほしい』

　ベルゼブブさまからの連絡は吉きつ報ぽうだった！

　これには両チームのメンバーから歓かん声せいが上がる。

　いやー、ありがたい！　ベルゼブブさまが用意された場所であるなら、安全だろう！

　これで試合まで俺たちは特訓できそうだな！

　ったく、あの骸がい骨こつの神さまの一派が何を企たくらんでいるかわからないけど、奴やつらの計画のために俺たちの生活が壊こわされるのはたまったもんじゃない。

　ベルゼブブさまが百鬼なきりに視線を送る。

『黄おう龍りゆう、皆を例の場所に連れて行ってくれ』

　これに百鬼が何かを得心した様子だった。

「あー、あれ、そういうことだったんですか」

『うむ。そういうことだ。案内を頼たのむ』

　あらら、百鬼はベルゼブブさまが用意されたトレーニング場所を知っているようだ。

　次にベルゼブブさまは俺に視線を送る。

『それと大事なことを伝えておかないとな。実は、兵藤一いつ誠せいくんに対して、インド神話に記された事象を受けてみないかと打だ診しんがあった』

　……イ、インド神話から打診……？

　あまり馴な染じみのない神話体系のため、頭に浮うかんだのはシヴァさんと、阿あ修しゆ羅ら神族の王子のマハーバリさんだった。

　俺がベルゼブブさまに訊く。

「……シヴァ……さんからですか？」

『いや、これが実に驚おどろくことにインドラ──帝たい釈しやく天てんからだ。兵藤一誠くんの強化案があるというのだ』

『──ッ!?』

　ベルゼブブさまからの報告に、ここにいる大半のメンバーが驚いた！

　当然だって！　あのアロハシャツの武神から俺に申し出があるなんてさ！　確かに帝釈天はインドラとして、インド神話にも関かん与よしているけど！

　……きょ、強化案？　な、何か、よからぬことに巻き込むつもりなんじゃ……。すごく警けい戒かいしてしまう俺だった！

　リアスがあごに手をやり、考えながら言う。

「敵に塩を送るような真似を帝釈天がするだなんて……」

　しかし、ベルゼブブさまは愉ゆ快かいそうにしていた。

『あの戦いくさの神は本当に大会を楽しんでいるようだ。この大会を成功させて、次も、その次も開かい催さいできるようにしたいと言い出すぐらいだ。それを受けて、帝釈天から兵藤一誠くんに向けて、「乳」の「海」と書いて「乳にゆう海かい」という神話の地で儀ぎ式しきを執とり行いたいと』

　──乳海!?

　なんだ、その夢に溢あふれたワードは!?　そ、それはいま作ったわけではなくて、実際に神話に記されていると!?

　ベルゼブブさまがこう続ける。

『このあと、キミのもとに使者が訪れて、案内してくれるそうだ。その者に続くように。まあ、いまの帝釈天であれば悪いようにはしないだろう』

　……俺だけ、乳海入りか。

　レイヴェルに視線を送る。一応の確認だ。「行っていいのか？」と。

「私はアジュカ・ベルゼブブさまを信じて、イッセーさまには帝釈天さまのもとに行ってもらいたいですわ。神からの強化案、とても気になりますので」

　マネージャーも乗り気のようだ。

　まあ、短期間で俺の龍神化含めての強化には限界がある。それは俺もレイヴェルも皆もわかってる。それなら、何か策があるという神の提案に乗ってみるのもいいだろう。

　……帝釈天とは直接やり取りしたことないし、戦が大好きで危ない思想の神さまだってことしかわからない。でも、丸くなった曹そう操そうや初代孫そん悟ご空くうのじいさんが身を預けている神さまであるのも事実。

　なら、僅わずかな可能性に賭かけて、その案に乗ろうと思う。

「わかった。俺も乳海ってのに非常に興味がある。行ってみるよ。あとは頼むぞ、皆みんな」

　俺の言葉にメンバーはうなずいてくれた。

　と、話がまとまったところで、百鬼が皆に言う。

「じゃあ、『ベルゼビュート』に行きましょうか。皆さん、携けい帯たい電話はお持ちですか？　それの所持が基本条件なので、無い方はソッコーでゲットしてきてください。アテのない方はアジュカさんに言えば、いただけると思うので」

　……携帯電話？　『ベルゼビュート』は聞き覚えのあるフレーズだ。

　首を傾かしげるメンバーもいるなかで、百鬼は続けて言う。

「──『ベルゼビュート』は、魔ま王おうアジュカ・ベルゼブブさん制作のゲームです。携帯電話が必ひつ須すなゲームでしてね、俺やミラーカにとってみたら庭みたいなものです。皆さんのトレーニング場所は、そのゲームの中です」

　俺としても『ベルゼビュート』が非常に気になるが……こちらの行き先は乳海だ。

　こうして、俺は乳海に、他のメンバーはゲームの中でトレーニングを開始することになった──。




　　　　─○●○─




「迎むかえに来た」

　──と、兵藤家に送られてきた帝釈天からの使者は曹操だった！

　俺は曹操に促うながされるまま、兵藤家の地下にある大型転移用魔方陣の部屋に赴おもむく。

　曹操はインド神話式の転移術の準備にかかる。

「おまえが来るとはね。案外、忙いそがしいよな」

　俺がそう言うと、曹操は肩かたをすくめた。

「俺は基本天てん帝ていの先兵だ。『やれ』と言われたらやるしかない」

　曹操が率いる英えい雄ゆう派のチームも国際大会アザゼル杯カツプで、着実に勝ち星を重ねていっている。相あい性しようなどで負けるときは負けるけど、神滅具ロンギヌス二種に、禁手バランス・ブレイカーに至った神器セイクリツド・ギア所有選手たち、そこに関かん帝ていも所属しているため、基本的に勝率が高い。

　本戦行きも有力視される強きよう豪ごうチームとなっていた。

　……予選も終しゆう盤ばんに差し掛かかっているなかで、帝釈天の命令とはいえ、俺のためにわざわざ出向いてもらっているのは……なんだか、気が引ける。

　その曹操は転移術の準備が終わったようで、片手で印を結び、「ハッ！」と気合いの一声を発する。

　すると、床の悪あく魔ま転移魔方陣が、インド神話式の転移術式に様変わりして、『ゴゴゴゴ』と小さな振しん動どうを起こしながら、床から両開きの石門が出現した！

　石作りの門には、神さまを模したであろう彫ちよう刻こくも施ほどこされていた。

　曹操が両開きの門に手をかけて、一気に開けていく。

　開かれた門の先から、まばゆい光が溢れてきて、目を覆おおうばかりだ。けど、光のせいで門の先はよくわからない。

「さて、行こうか」

　曹操に促されるまま、俺は腕うでで光を遮さえぎりながら門の先へと歩を進めた──。







　──で、進んだ先にあったのは、砂すな浜はまだった。

　サーサーという小気味の良いさざ波の音が聞こえてくる。

　だが、目の前にあったのは蒼あおい海ではなく、広大に広がる乳白色の海だった！

　門を潜くぐった先にあったのが、砂浜と、乳白色の海！　事前の情報から察して、これが例の『乳海』であると理解してしまう！

　こ、これが乳海か～っ！　まんまの色だな！

　引き寄せられるように海のほうに足を進めていくと──。

「よー、赤龍帝」

　──と、背後から声をかけられた。振ふり返るとそこには五分刈がりの頭、丸レンズのサングラス、首には数じゆ珠ず、アロハシャツという出いで立ちの威い圧あつ的な男性が立っていた。

　──帝釈天だ！

　俺は一いつ旦たん距きよ離りを取りつつ、つい臨戦態勢になろうとして、「ハッ！」となり、構えを解いた。

　……いつ見ても体から戦意を発しているから、構えてしまった。

　俺は一応のあいさつをする。

「た、帝釈天……さん！　ど、どうも」

　恐おそる恐る頭を下げる俺を帝釈天はおもしろおかしそうに見ていた。

「来てくれるとは思わなかったＺＥ。ま、来てくれた以上はゆっくりしていってくれや」

　言うなり、帝釈天は指を鳴らす。すると、近くに木製の椅い子すがふたつ出現する。

　そのひとつに帝釈天が座った。

「乳海にようこそってやつだ。さ、座るといいぜ」

　武神にもうひとつの椅子へ座るよう促される。

　……隣となりに恐る恐る座る俺。こ、この神さまとはまともに話したことないから、怖こわいというか、どう接していいかわからないんだよな……。

　アザゼル先生からは危険な思想の持ち主だとずっと言い聞かされていたし。

　──と思えば、大会に限って言えば、シヴァさんと戦えるかもしれないので、現状そこまで危なくもないと言われるし……。

　正直な話、お偉えらいさんの評論ばかりだったので、実際はどんな調子の神さまなのか、俺は知らないでいた。

　これがファーストコンタクトに等しい。

　俺が椅子に座ったところで、帝釈天が背後に位置していた曹操に向かって言った。

「曹操、例の準備、始めておいてくれ」

「はいはい、人使いの荒あらい神さまで」

　帝釈天の指示に従い、曹操は……空気入れとバケツを手に取り、砂浜のほうで作業を開始した。

　……何をするんだ？　興味深く見守っていると、隣の帝釈天が話しかけてくる。

「大会はどうだ？」

　大会の話、か。戦の神に相応ふさわしい質問かもね。

「……ま、楽しみつつも苦戦してるって感じですかね」

　俺がそう答えると、帝釈天は笑みを浮うかべながら言う。

「次のおまえらの相手はテュポーンどもだからな。うらやましいことだ」

　まあ、戦いが好きな神さまからすると、俺の対戦相手は涎よだれが出るほどの好条件だろうよ。名のある超ちよう常じようの存在ばかりだからね。

　しかし、とうの帝釈天は頰ほお杖づえを突つき、途と端たんに不満を露あらわにした。

「……俺は現状うれしさ半分、呆あきれが半分ってとこだな」

「呆れ？」

「いま、神クラスのチームが続々と試合を辞退してるだろ？　あれがどうにもな」

　そう、帝釈天が言うように予選の中ちゆう盤ばんが終わる頃ころになって、突とつ如じよとして神クラスが所属するチームが続々と試合を棄き権けん、あるいは辞退し始めたのだ。

　大会に参加しているチーム自体に変化が訪れたというのは、そのことだ。

　すべての神さま、というわけではないんだけど、文化・芸能、感情などを司つかさどる、いわゆる非戦せん闘とうの神々が試合を忌き避ひし始めた。

　帝釈天がこうも言ってくる。

「ま、神クラス以外でも辞退するクソ雑ざ魚こが増加しているがよ」

　中盤に差し掛かる時期から途と中ちゆう辞退するチームが神クラス以外からも徐じよ々じよに出てきて、それは進行形で増加していっている。

　帝釈天が訊きいてくる。

「神クラスどもの辞退の理由がわかるか？　簡単だぜ。雑魚どもが辞退するのと同じ理由だ。──あいつら、怖くなったのさ、クソ強つえェ魔ま物ものの類たぐいと神滅具ロンギヌスがよ」

　サングラス越ごしに覗のぞく武神の眼まな差ざしは失望の色が強い。

　帝釈天が続ける。

「神にとって、魔物や未知の存在ってのは最大の天敵のひとつだ。善の神、悪の神が争うよりもある意味で面めん倒どうでな。つまりだ、弱い神クラスは大会で暴れ回ってる連中が怖くなったンだよ。おまえも感じてたかもしれねェが、ヴァーリ・ルシファーとクロウ・クルワッハの戦い、バロールを纏まとったルシファーの妹とフェンリルの戦い、明らかに上位の神クラスの領域に届くであろう魔物どもや神滅具ロンギヌス級神器セイクリツド・ギアの力は、久しく争っていない神々に衝しよう撃げきを与あたえやがったのさ」

　確かにその噂うわさは俺にも届いている。

　リアスチームとヴァーリチームの試合は、超常の存在に強い衝撃を与えたと。天てん龍りゆうと伝説の邪龍の一戦は俺も燃えた。けど、あんな戦いを見たら、ビビッて当然だ。

　そこに全盛期に近い力を発現したフェンリルと、バロールの力をまとったサーゼクス・ルシファーの妹たるリアスの一戦も重なり、各勢力のお偉いさんに絶大なインパクトを与えた。

「そこにきて、まったくの予想外の悪魔どもが出てきた。あの阿あ修しゆ羅ら神族のマハーバリがこてんぱんにやられちまった。俺は大爆ばく笑しようしたが、あれを見て笑えなくなった神も多かったってわけだ」

　帝釈天がそう言うように、先日突とつ然ぜん現れた強力な謎なぞの悪魔──バルベリスたちが阿修羅神族の王子を破ったことは、俺たち以上に上の存在を驚おどろかせたのは想像に難かたくない。

　──こんなにも強い者たちが、この時代に出てくるとは思わなかった。

　それは、とある勢力の発行している情報誌のインタビューに答えた某ぼう神クラスのコメントだ。

　しかもまったく想定しなかった神器セイクリツド・ギア所有者たちもここにきて暴れ回り始めている。

　大会当初の予想とは遥はるかに違ちがう結果が、叩たたき出されそうになっていた。

　全勢力に開放された国際大会は、いままでまったく注目されていなかった人材、逸いつ材ざいが跋ばつ扈こする未知の領域に突とつ入にゆうし始めていると俺は思う。

　帝釈天が言う。

「もちろん、無限を宿したおまえのパワーも神クラスに脅きよう威いを与えてた。あんなもん、下へ手たな神なら吹ふっ飛ぶからな」

　俺の∞インフイニティ・ブラスターがあらゆるチームから危険視されているのは知っている。

　しかし、この話、言葉では言い表せない複雑なものがあった。

「……神さまが怖くなって辞退……か」

　俺はぼそりとそう漏もらす。

　……悪魔に成り立ての頃は、神さまは遠い存在で、手の届かない領域のものであると強く思ってた。

　帝釈天が皮肉げな笑みで言う。

「大半の神クラスはよ、神だから、超常の存在だからって、偉ぶって揚よう々ようと大会に参加したンだろうよ。ところが、出てきたのは、新世代の怪かい物ぶつどもだった。神ってのは、実のところ、非戦闘の出しゆつ自じが多くてよ。豊ほう穣じようや商売のみを司るとかな。そういう神にとっちゃ、おまえたちバケモノどもの台頭は恐きよう怖ふ以外の何物でもない」

　帝釈天は──その瞳ひとみに憂うれいを乗せた。

「……結局、神クラスで残ったのは俺含ふくめた戦闘系ばかりだ。ま、わかりやすくなったけどよ。反面、他の神どもに呆れたってのも本ほん音ねだ。……トライヘキサ退治のために、各勢力の有力で超ちよう絶ぜつ強ェ神はほとんど隔離結界領域あつちに行っちまったからな」

　この神さまは……。ひとつだけわかったような気がする。

　帝釈天は、純じゆん粋すいなまでに戦いが好きなんだろう。ヴァーリやクロウ・クルワッハに近いものを感じた。いや、同種の感情に違いない。

　……って、俺の周りの男どもって、そんなんばっかじゃねぇか！　なんでおっぱいおっぱいってしたい俺が、野や郎ろうどもの戦闘に対する思いを毎度真しん剣けんに聞かされなくちゃいけないんだ！

　頭を抱かかえる俺だったが、曹操が作業を終えたようでこちらに向かって言った。

「準備が大体整いましたよ」

　曹操の視線の先には、砂浜の一角にビニールプールが出来ていた！　先ほどの空気入れはこれを膨ふくらませるためか！

　しかもビニールプールの柄がらは……「乳龍帝おっぱいドラゴン」のもの！　アニメチックな絵柄が描えがかれたキャラクターグッズだ。

　……見本で家に送られてきていたかもしれない。

　そこにバシャバシャと乳白色の海水が、次々とバケツで運ばれてくる。バケツを運んでいるのは、曹操の禁手バランス・ブレイカー時に出現する七しつ宝ぽうの球体だ。七つの球体が手の形になり、空中を飛んで海水の入ったバケツを次々と運んでいた。

　……禁手バランス・ブレイカーをこんなふうに使うなんてな。まあ、もの静かな禁手バランス・ブレイカーだからね、曹操のは。

　俺は海水がなみなみと入ったビニールプールを見ながら、困こん惑わくしていた。

「と、ところで、この乳海ってところで何をするんですか？」

　俺が帝釈天にそう訊たずねると──。

「──乳海攪かく拌はんだ」

　などという耳を疑う答えが返ってきた！

「……えっ？　乳海……攪拌!?」

　攪拌するの!?　乳海……この海水を!?

　意味がわからず戸と惑まどう俺に天帝が笑う。

「ＨＡＨＡＨＡ、変な顔になってンぜ。いやいや、乳海攪拌って、インド神話にきっちり残されている歴れつきとした儀ぎ式しきだ。この乳海を神々が攪拌することで、あるものが精製できる」

　言うなり、帝釈天はズボンのポケットから小こ瓶びんを取り出した。黄金に輝かがやく液体が入っていた。

「──精製されるのは霊れい薬やくアムリタだ」

　霊薬アムリタ！　なんか、ありがたい名前のついた薬っぽい！

　帝釈天がビニールプールに目をやりながら続ける。

「ま、本来は神話規模でやるんだが……おまえに飲ませたいものはそこまでのものじゃない。切っ掛かけになればいいだけのことだ。だから、乳海全体じゃなくて、こんなお子様プールで十分だ」

　曹操のバケツリレーが終わったところで、次の工程に入る。

　曹操がビニールプールに何やら色々と入れだしたのだ。

　帝釈天が解説し始めた。

「まずここにあらゆる植物、そしてその植物の種を入れる。さらに伝説の巨おお亀がめクールマ──の子亀にここ入ってもらう」

　いつの間にか、帝釈天の足あし下もとにいた五十センチほどの亀！　背中に一本奇き妙みような突とつ起き物が生えている。

　亀は促うながされるまま、ビニールプールに飛び込み、中心に位置した。

　次に帝釈天は知らぬ間に背後でとぐろを巻いていた大だい蛇じやをつかむ。頭部が龍りゆうの容よう貌ぼうであるところから、東洋の蛇へび型のドラゴンだろう。

　帝釈天はつかんだドラゴンをプールに入った亀の背の突起物に頭から巻き付けていく。

「このクールマの背から伸のびた突起にインド神話のドラゴンであるヴァースキ──の子孫を巻き付ける、と」

　亀にドラゴンを巻き付け終えたところで、帝釈天がそのドラゴンの頭部を持つように俺に促してきた。

「んじゃ、赤龍帝はヴァースキの頭を曹操は尻尾しつぽを持て。──で、交こう互ごに引っ張れや」

　帝釈天に言われた通り、亀に巻き付いたドラゴンに対して、俺が頭部を持ち、曹操が尻しつ尾ぽを持つ格好になった。

「…………な、なんだこれ」

　もはや、コメントのしようもない状じよう況きようだった。

　帝釈天は豪ごう快かいに笑う。

「ＨＡＨＡＨＡ、だから言っただろう？　乳海攪拌の小規模再現だ。ま、文句言わずに引っ張れや」

　……引っ張らないとどうしようもなさそうだ。乳白色の海水と植物やら、その植物の種やらが入ったビニールプール、その中央にいる亀……の背の突起物に巻き付いた蛇型ドラゴンを俺と曹操が交こう互ごに引っ張っていき、亀を横回転させていく。

　……言い様のない空気が流れるなかで、曹操がため息を吐ついていた。

「まったく、赤龍帝の相手をしろというものだから、ここまで指示に従ってみれば、これをすることになるとはな……。天帝の先兵など、やるものじゃないな」

「……なんだか、わりぃな。いや、俺もよくわかんねぇんだけどさ」

　謝るしかない俺！

　だってさ！　乳海っていういかにも俺向きな場所があるっていうし、そこで強化案があるっていうから来てみたら、こんな蛇型ドラゴンの引っ張り合いが始まるんだもんな！

　本当にこれ神話の出来事なのか!?　霊薬出来るの!?　疑っちゃうよ！

　帝釈天があくびを嚙み殺した。

「一、二時間攪拌して、色が濃こくなったら終わりだ。それまで俺はそこで寝ねさせてもらうＺＥ」

　乳海の砂すな浜はまにて、俺と曹操がドラゴンを引っ張り合うなかで、帝釈天は昼寝を開始したのだった──。







　さて、二時間近く曹操と雑談しながらドラゴンを引っ張り合ったのだが……。

　ビニールプールのなかの海水は──乳白色の濃さが増して、黄色味がついて、徐じよ々じよに輝くようになってきた！

　すげえ！　半信半疑だったけど、黄金色になってきやがったぞ！

　昼寝から目覚めた帝釈天。あくびをしながら、プールのなかの海水の具合を確認していく。

「ＯＫＯＫ。いい色具合だ。アムリタの簡易版の完成だな」

　帝釈天が、手元に壺つぼ型のコップを出現させた。

　プールの中の海水をコップに入れチャプチャプと揺ゆらしながら、こう説明をくれる。

「本来のこいつは、不死の霊薬と言ってな。飲めば神でもありがたい効能を示した。そのせいか、むかしはこいつを巡めぐってインド神話の神々が争ったもんだぜ。あの頃ころは楽しかったな。乳一杯で大戦争繰くり広げていたンだからよ」

　乳一杯でインドの神々が大戦争……。

　不死の霊薬アムリタ、か。この乳海が原因でそんなことが繰り広げられていたんだな。

　神話の出来事に関心を寄せていた俺に帝釈天がコップを突つきだしてくる。

「ほらよ、飲みな」

「えっ!?　こ、これ、やっぱり俺が飲むんですか!?　俺、不死身に!?」

　驚おどろくしかない俺！　いや、そういうことだから、俺をここに呼び寄せたんだろうけど、不死の霊薬作りのために来ることになるとは思ってもいなかったからさ！

　確かに不死身になれば、神が相手でもなんとかなるだろうけど……っ！

　コップを手に取り、困惑する俺に帝釈天は息を吐く。

「簡易版だ、そこまでの効果はねェよ。あれば神どもがまた争ってるぜ。条約で、本物は作れないようになってンのさ」

　あ、いま作ったこれには、そこまでの効果はないんだ。

　……安あん堵どしたような、残念のような……。

　帝釈天がこう続ける。

「言っただろ、おまえにとっての切っ掛けになればいいってな」

「……切っ掛けか。なんだか、俺、去年から力の解放に切っ掛けばかりを与あたえられているように思えるな」

　そう漏もらす俺。

　アザゼル先生を筆頭に、俺を鍛きたえてくれるヒトは必ず「切っ掛け」になる課題及および現象をこなすように突きつけてくる。

　俺のなかに宿る力はすごいけど、俺自身が弱いせいか、力の目覚めに「切っ掛け」が必要だと、何度も何度も体験させられた。

　そのたびに俺は力に目覚めたのだが……。

　帝釈天が笑う。

「そりゃな。おまえが弱すぎるにも程があるから、壁かべにぶつかるたびにこじ開けるための切っ掛けが必要になるってことよ」

　ハッキリ言ってくれますね！　そうですね！　出しゆつ自じが普ふ通つうの一いつ般ぱん人なんで、ドライグの力やオーフィスの力を扱あつかうにはいろいろと準備とお膳ぜん立だてが必要でしたよ！

　しかし、帝釈天はこう付け加える。

「けどな、おまえの面めん倒どうを見ていたアザ坊ぼうを始めとした連中は、正味の話、よくわからなかったンだろうよ」

「わからなかった？」

「おまえみたいにな、普ふ段だんも本気もＢ級なのに、決めるときにはＳＳＳトリプルエスな奇き跡せきを何度も叩たたき出す未知の産物の力の解放なんざ、いくら超ちよう常じようの研究者だろうと正確には知らないだろうよ。だから、切っ掛けって名目の可能性をぶつけるしかねェのさ」

　……なるほど、アザゼル先生も手探りで俺の力を広げているようなことを毎回口にしていたかもな。

　そりゃ、乳でパワーアップして、オーフィスとグレートレッドの力で再生までする俺の強化方法なんて、いくらグリゴリの長おさでも手探りで課題をぶつけるしかなかったんだろうさ。

　けど、先生が突きつけてきた大体の方法は見事に昇しよう華かされた。本当、見事としか言いようがないです、先生。

　んで、今回は先生ではなく、帝釈天ってことだ。

「……それで、今回はこれが『切っ掛け』ってことですか」

　帝釈天がサングラスを胸ポケットにしまいながらこう言う。

「乳乳乳なおまえだ、おそらく、次の力の解放を助けてくれるだろうと踏ふんでよ。今回、ここまで呼んだわけだ」

「……最後にひとつだけ。……どうして俺を助けるようなことを？」

　俺がそう問う。

　……あの危険思想な天帝が、俺に塩を送るような真似をする。この大会が始まるまでは、どちらかというとお互いに敵対意識があったように思える。

　ここにきてのフォローは、裏がありそうで怖こわかった。

　帝釈天が真っ正面から言ってくる。

「なーに、理由なんざ簡単だぜ？　──本戦で当たったとき、黒い鎧よろいの力が不十分じゃ、あまりにもつまらねェだけだ。やるなら、本気の全開、足あし枷かせもクソもない状態のおまえとガツンガツンやり合いてェのさ。そのためなら、神話すら利用するぜ、俺はな」

　帝釈天の、武神と称された神の瞳ひとみには、貪どん欲よくなまでの闘とう志しの火が滾たぎっていた。

　……この神さまも、俺の周りにいるライバルたち同様の……戦闘狂バトルマニアかッッ！

「後こう悔かいするかもしれませんよ？」

　不敵な物言いで返す俺。

　帝釈天はいままでにないほど嬉き々きとした表情となっていた。

「俺が負けたら後悔すると？　ＨＡＨＡＨＡ、そりゃねェよ。──ギッチギチにやり合って負けたンなら、俺は十分だぜ？」

　これが戦いくさの神と呼ばれる帝釈天か。本気でやり合えるなら、負けることすら楽しみにできる神さま……。確かに大会を途と中ちゆう辞退した神々とは考え方自体が違ちがう。

　互いの闘志を確認しあった俺と帝釈天。天帝が、コップを呷あおれと手で促してくる。

　俺は一度大きな深呼吸をしたあとで、覚かく悟ごして一気に霊れい薬やくアムリタを飲んだ。

　…………飲んだのだが、特に何も起きない。ちょっと薬っぽかったけど、基本、ミルクそのものだ。のど越ごしも悪くない。海っていうぐらいだから、しょっぱいのかなと思っていたけど……。

「…………何も起きない？」

　訝いぶかしげに独りごちる俺だったが、帝釈天は飲んだのを確認すると、踵きびすを返してこの場を去ろうとする。

「曹操、そいつの意識が飛ばないように見張っておけ」

　曹操にそう告げる天帝。

　……意識が飛ばないように？

　どういう──。

　そこまで思し慮りよしたときだった──。

　ドクン。

　胸が一度高鳴り──言葉で表せないほどの、激痛が全身を巡りだした！

「──が、がああああああああああああああああああああああああッッ！」

　……いってえぇぇぇぇぇぇえええええええええええええええええええッッ！

　……なんだこれ……ッ！　頭のなかが、腕うでが、足が、腹のなかの全部が、あり得ないほどに……痛いてぇぇええッ！

　俺は立っていられなくなり……その場で倒たおれ込んで、激痛に……もがきだしたっ！

「あぐぅぅぅうううううううううううううっ！　んだ、これはぁぁぁぁああああッ!?」

　胸をかきむしる俺！　む、胸が痛い……っ！　頭も……信じられないぐらい痛くて……っ！　あまりのことに涙なみだがボロボロと溢あふれ、鼻水とよだれもダラダラと流れ出していた！

　帝釈天が振ふり返ることもなく言い放つ。

「元々神の飲みもんだ。他勢力とはいえ、悪あく魔まが口にすれば猛もう毒どくだろうよ」

　……も、猛毒……っ！　……これ、アムリタの効果で……俺の体が張はり裂さけそうになってんのか……っ！

　しかし、この痛みは……俺だけのものじゃなかった。

『ぐがああああああああああああああああああああッッ！　くっ！　そ、その霊薬は神器セイクリツド・ギアに宿っている俺にも効果が……ッッ！　ぬおおおおおおおおおおッッ！』

　神器セイクリツド・ギアのなかに宿るドライグも……悲鳴をあげていた！　霊薬の効果は俺だけじゃなく……神器セイクリツド・ギアに宿っている存在にまで及ぶようだ……っ！

　静かにさざ波を立てる乳海の砂浜に俺とドライグの悲鳴、泣き声が響ひびき渡わたる。

　……砂浜でもがき苦しむ俺とドライグに……帝釈天はこう言い残していく。

「けど、まあ、乗り越こえてみろや。乳に祝福されてるおまえならそれができて当然だろう？」

　……痛みのあまり、意識が飛びそうになるなかで、俺は必死にそれを繫つなぎ止めて……。

　永遠とも思える激痛の渦うずに沈しずもうとしていた──。




　　　　─○●○─




　僕──木き場ば祐ゆう斗とは、リアス・グレモリーチームと、イッセーくんチーム（ロイガン・ベルフェゴールさんも参加している）の面々と一緒に、とある場所に来ていた。

　──眼前に広がる広大な草原。どこまでも続く青い空。

　そこは日本でも、海外でもなく、ましてや冥めい界かいでもない。

　僕や仲間たちの頭上にゲームのような緑色の横バーが表示されている。理由は簡単だ。

　ここは、現実の世界ではなく、『ゲーム』用に用意された広大な疑ぎ似じ空間なのだ。

　そう、僕や仲間たちは、アジュカ・ベルゼブブさまのご厚意で新たなトレーニング空間を提供していただけることになった。

　それが、『ベルゼビュート』と呼ばれる『ゲーム』の世界……その一部だ。

　ここまで案内してくれたイッセーくんチームの新しん鋭えい──百鬼くんが、スマートフォンを片手にして、画面をタッチしていた。

「本来は、携けい帯たい電話を使ってこの世界を探検してもらうんですけど、皆みなさんは正規プレイヤーではなく、ゲストなのでその辺は省略します」

　百鬼くん（と今回ここにはいないがミラーカさん）はここでベルゼブブさまの命を受けて働いているようで、この『ベルゼビュート』という『ゲーム』に関して非常に詳くわしい。

　事前にレクチャーされた内容では、

・プレイヤーは自分自身。アバター（ゲーム上で動かす分身）を使うわけではない。

・プレイする場所は、基本的にベルゼブブ眷けん属ぞくが制作した疑似空間のゲームフィールド。そこにプレイヤー自身が人間界から転移して、生身でプレイする。

・『ベルゼビュート』内では携帯電話（スマートフォン含ふくむ）を通してゲーム内システムに触ふれることになる。

　というものだった。

　携帯電話を扱ってシステムに触れるということがどういうことか、百鬼くんが簡単に説明し始めた。

「たとえば、相手の情報を知ることができる魔ま法ほうやスキルを習得したいときには、携帯電話を相手に向けます」

　百鬼くんがスマートフォンを構えて、ゼノヴィアに向ける。

「そこで、写真モードを起動します。さらに魔法及びスキルを発動すると──」

　百鬼くんのスマートフォンの画面に映ったゼノヴィア。その頭上に『Guest』と表示され、ＨＰの詳しい数字や現在の状態（良好）が表される。

『おおっ！』

　大勢で画面に見入っていた面々から歓かん声せいが上がった。

　百鬼くんは次にスマートフォンを誰だれもいないほうに向ける。

「次は魔法です。画面に映っている範はん囲いを決めて……ボタンを押すと」

　百鬼くんの前方で広く火か炎えんが巻き起こった。

　写真モードで収まる範囲、映した風景に炎ほのおの魔法が発動したのだ。

　百鬼くんが言う。

「いわゆる範囲攻こう撃げきを用いる場合、こんなふうに携帯電話の写真モードを活用して、映った範囲に攻撃または回復ができます。まあ、画面に映さなくても魔法は使えますが。広範囲な状態異常の魔法で使用されることがありますね。石化とか凍とう結けつとか。あと、知っておいて便利なのは──」

　彼はさらにジュースのペットボトルを取り出して、目の前に置いて、スマートフォンの写真範囲に収まるようにする。

　カシャッとペットボトルを撮さつ影えいすると──。そのペットボトルが光に包まれて、百鬼くんの持つスマートフォンのほうに引き寄せられていった。

　彼が撮影したペットボトルは眼前から完全に消えてしまった。

　百鬼くんが画面を見せてくれる。アイテム欄らんらしき項こう目もくに『ジュース×１』と表示されていた。

「このように道具の類たぐいは撮影することで携帯電話のなかに収納できます。携帯がアイテムＢＯＸも兼けん任にんしているので。ていう感じで、この『ベルゼビュート』では、あらゆることに携帯電話が必要になります」

　ということで、彼からの簡単な説明を受けていく僕たち。

　この手の機器に疎うとい仲間はちょっと苦戦していた。クロウ・クルワッハには携帯電話を壊こわさないよう教えることが一番難しい。

　ストラーダ猊げい下かは、意外とすぐに覚えられて、『ベルゼビュート』のシステムを把は握あくされた。

「ふふふ、最新の技術は尊いものだ。私のスマートフォンでも、ソーシャルネットワークゲームを嗜たしなませてもらっている」

　猊下の画面を見て、ギャスパーくんが「すごい！　星５のキャラがこんなに！」と驚おどろいていた。……ストラーダ猊下は、驚きの一面をよく見せてくださる。

　白しろ音ねちゃんこと小こ猫ねこちゃんとゼノヴィアは、この『ベルゼビュート』に覚えがあるようで、システムがわからないヒトに教えていた。

　どうやら、小猫ちゃんとゼノヴィアは百鬼くんとミラーカさん経由（同級生と生徒会メンバー）で、先んじてプレイヤーとして登録していたようで、ある程度この『ゲーム』を知っていたようだ。小猫ちゃん、ゲームの類は好きだものね。

　システムの把握で一番苦戦していたのはボーヴァさんだろう。体が大きいため、まずはミニドラゴン化して携帯電話を操作していた。

「……ここがわからん」

「えーと、ここはな」

　百鬼くんがつきっきりで教えていた。赤龍帝の牙きばと拳こぶしは良い関係のようだ。

　操作の指導を受けながら、ボーヴァさんが言う。

「俺たちにもこの空間を開放してくれるとは、ありがたい限りだ」

　百鬼くんが答える。

「グレモリー先せん輩ぱいのチームやうちのチームだけじゃなくて、テロ対策チームの『Ｄ×Ｄデイーデイー』に関係する者たちは、ここでトレーニングを積んでいいとのことです。一応、ここはトレーニング専用の空間をゲーム内に増設した場所だとアジュカさんもおっしゃってました。他の『Ｄ×Ｄ』メンバーにもすでに声はかけているようですよ」

　では、シトリーチーム、サイラオーグさんやシーグヴァイラ・アガレスさんのチーム、ヴァーリチームに転生天使たちもここでトレーニングを積めるということだね。

　広大な草原を見み渡わたしながら、イリナさんが百鬼くんに問う。

「ここは安全なの？」

「アジュカさん曰いわく──

『絶対というものはない。──が、彼らが使っていた空間より十倍以上はセキュリティの面で上だろう。それに多少派手に修行しても壊れないので安心してほしい』

　だそうです」

　グレモリー領に設けていただいたあの空間よりもセキュリティが上か。あの空間も相当セキュリティレベルが高かったんだけどね。

　けれど、この空間を、その手のことに関しては冥めい界かい随ずい一いちである現ベルゼブブ眷属が制作したのであれば、僕たちが特訓していたところよりも安全だろう。

　……でも、あの場所には非常に愛着がある。

　何せ、あの空間で僕は仲間たちと切せつ磋さ琢たく磨ましてきたのだから。イッセーくんとも何度も模も擬ぎ戦をしたからね。イッセーくんも同様に思っているに違ちがいない。

　百鬼くんが最後の説明をしてくれる。

「──と、まあ、システムやら何やらありますが、今回アジュカさんに用意していただいたここは、通常の空間とあまり変わらぬように作られているようです。ゲーム的なダメージ表現なども抑えてありますし、いままで通りの感覚で異能も扱あつかえます。必要以上にシステムも干かん渉しようしてきません。いつもの感じで修行できるはずです。ただ、携帯電話だけは肌はだ身み離はなさず持っていてください」

『ベルゼビュート』というゲームのフィールドではあるが、僕たちのいるこの場所ではいままで通りの修行が行えるということだね。ありがたいことだ。

「とりあえず、各自でいつものトレーニングをしてみてちょうだい」

「こちらも各々始めてみてください」

　リアス姉さんとレイヴェルさんが、各チームに指示を飛ばして特訓は手探りで開始される。

　こうして、僕たち、リアス・グレモリーチーム＋イッセーくんチームは、この『ベルゼビュート』のなかで合同トレーニングしていくことになったのだった。







　──と、ゲームの勝手を覚えながら各自トレーニングをしていく僕たち。

　僕たちに用意された空間は草原だけではなく、その先にも森や山や湖が用意されていて、果ては地下ダンジョンやお城に塔とう、空に浮うかぶ島まで設置されていた。

　異空間に作られたこのフィールドの広さは、関東地方とほぼ同等だというから驚きだ。実際の『ベルゼビュート』本編はこれよりも広大で、オーストラリア大陸と同じぐらいの面積を誇ほこるという。僕たちはあくまで本編の一部フィールドをお借りしているだけに過ぎない。

　一応、本編をプレイしているプレイヤーと接せつ触しよくしないよう、トレーニングのフィールドを特とく殊しゆな壁かべで遮さえぎっているようだ。

　あちらは異い形ぎようや超ちよう常じようの存在を知らずに、この『ベルゼビュート』をプレイしているため、そこに本物の悪あく魔まや天使、ドラゴンが現れては混乱するだけだろう。

　各々、好きな場所で特訓するようリアス姉さん、レイヴェルさん双そう方ほうに言われたものの、フィールドが広大すぎるため、迷わないようにできるだけ近場でやることになった。

　まあ、遠くに行っても迷わないよう手配されているようだが……。

　一いつ旦たん休きゆう憩けいタイムとなり、転移してきた場所──スタート地点の草原に皆が集まり、それぞれ感想を述べつつ、リアス・グレモリーチームとイッセーくんチームの面々はまったりしていた。

　ゼノヴィア、イリナさん、アーシアさんが思い思いに口にする。

「人工的に作られた場所とはいえ、山はいいぞ山は」

「空を飛んで行くもよし、直じかに登ってもよし」

「でも、疲つかれました……。トレーニング中に見る山の景色は最高でしたが」

　他にも山に行った者はいたようで、

「広すぎて、ついついパイセン方や猊下とご一いつ緒しよに山を登ってきてしまったっス」

「ふふふ、よい修行場所を提供していただいたものだ」

　リントさんとストラーダ猊下も共に登ってきたようだった。

「多少暴れても問題ないようだ。ドラゴンにも過ごしやすい環かん境きようだな、タンニーンの息子よ」

「……た、確かにそうですな……ぜーぜー……」

　クロウ・クルワッハとボーヴァさんがそう言う。ボーヴァさんは、ここにいないイッセーくんの代わりにクロウ・クルワッハに捕つかまり相当絞しぼられたようで、自じ慢まんの巨きよ体たいがボロボロだった。

　皆みんなはグレモリーの関係者同士で交流を深めつつ、広大なフィールドで各々の修行方法を見つけていた。

　僕もゲームのシステムに慣れながら、湖のほとりで特訓させてもらっていた。景色があるのとないのとでは結構違うものだなと感じる。グレモリー領の地下にあった空間は、何もないところだったからね。

　何もない分、あれはあれで集中はできるけれど、景色がある修行場所も新しん鮮せんな気持ちで身を鍛きたえられる。

　──と、リアス姉さんが草原を見渡しながら言う。

「話を聞く限り、アジュカさまの『ゲーム』は、別の『ゲーム』を参考にしたらしいわね」

「参考にしたのは主おもにシステム面だと聞いてます。携けい帯たい電話を主しゆ軸じくにした辺りですね。ただ、その『ゲーム』はこちらでは存在していませんが」

　そう百鬼くんが続いた。

　百鬼くんに一同の視線が集まる。彼が話を続けた。

「この『ベルゼビュート』の構想元になったその『ゲーム』は、とある神器セイクリツド・ギアが創り出したとされています」

　彼の言葉を遮るようにロイガン・ベルフェゴールさんが言う。

「──『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』よね。神滅具ロンギヌスのひとつ」

　ロイガンさんの言葉に百鬼くんは驚いていたが、うなずく。

「はい、『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』は、所有者の理想とする世界を異空間に創り出せる……というのが通常の能力です」

「『絶霧デイメンシヨン・ロスト』みたいだな」

　ゼノヴィアがそう言う。

　百鬼くんが応じた。

「似ているかもしれませんが、ひとつ絶対的に違う点があります。『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』はその世界で生物すら創り出せる点です。疑似的な天地創造が出来る神器セイクリツド・ギアですね」

　……自分が創り出した世界であれば、生き物も創り出せる……。一応、神滅具ロンギヌスの能力は一通り聞いてはいるが……。

「ヒトの世で耳にしていたことだが、『神を騙かたる神器セイクリツド・ギア』という能力は本当ということか」

　バナナを食べながら、クロウ・クルワッハがそう言った。

「『絶霧デイメンシヨン・ロスト』と『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』のいいとこ取りみたいね」

　イリナさんがそう漏もらす。

「ですが、もちろん条件はあります。創り出した生物はその世界でしか生きられない」

　百鬼くんはそのように説明する。

　いかに神滅具ロンギヌスであろうと、都合の良いことばかりではないということだ。……むろん、禁手バランス・ブレイカーであれば、その限りではないだろうけど。

　ロイガンさんが百鬼くんにこう訊きく。

「あなたは『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と共に『究極の羯磨テロス・カルマ』も捜そう査さ中なのよね？」

　……ロイガン・ベルフェゴールさんはかなりその手の情報に詳くわしいようだ。独自のパイプを複数持っているとは噂うわさで耳にしたことがあるけれど……。

　ロイガンさんの質問に百鬼くんがうなずく。

「『究極の羯磨テロス・カルマ』は、あり得ない選せん択たく肢しを無理矢理生み出すことができる神器セイクリツド・ギアです」

　ロスヴァイセさんがあごに手をやって言う。

「13番めの神滅具ロンギヌス……。外げ法ほうだとか、忌いみ数を冠かんする神器セイクリツド・ギアとか、あまりよくない噂ばかりを耳にしてますが」

　そう、僕も『究極の羯磨テロス・カルマ』についてはあまりいい話を聞かない。

　それは伝承に載のっている能力に起因していた。

　百鬼くんが地面の石を拾い、ゼノヴィアのほうに体を向けた。

「たとえば、俺がこの石をゼノヴィア会長に投げたとしたら、そのあと色んな可能性があると思います。弾はじくか、避よけるか、斬きるか、当たるか、そもそも外れるか」

「当たりはしないぞ。私ならそれぐらい受けることもできる」

　ゼノヴィアがそう答える。

　百鬼くんが「会長ならそうですね」と言いつつ、

「というふうに石を誰だれかに投げるだけで色んな可能性が生まれる。その神滅具ロンギヌスはここにあり得ない選択を無理矢理生み出せるんです。──突とつ如じよ、『ベルゼビュート』のシステム障害がゼノヴィア会長の周囲にだけ起こり、投げた石に反応できずに当たるとかそういうことを起こすことができるんですよ」

　レイヴェルさんが言う。

「……事象の可能性を想定外の現象に変化させられると聞いていますが……」

　百鬼くんは石を地面に落としてから、語る。

「人間界の歴史上で、いまだ解明できない説明不可能な事件とかありますよね？　歴史は大きく変わったけど、なんでそういう経けい緯いになったのか歴史家や研究者たちもいまだに答えの出ない出来事。それらのいくつかは『究極の羯磨テロス・カルマ』が関かん与よしているとされています」

　日本の歴史のとある事件や、欧おう州しゆうで起きた歴史的事件の数々にも関与したとされる神滅具ロンギヌス──。

　百鬼くんがこう付け加える。

「ゆえに『究極の羯磨テロス・カルマ』は『歴史の変革器ヒストリー・ブレイカー』とも言われてます」

　各勢力が神滅具ロンギヌス上位種とは別に危険視している神滅具ロンギヌスとも言われていた。ゆえに所在の行方ゆくえを探し求めていたようだが……最初に探り当てた──否いな、接触したのがアジュカ・ベルゼブブさまだったのだ。

　リアス姉さんがぼそりと漏らす。

「いまだ禁手バランス・ブレイカーの詳しい情報が確認されていない神滅具ロンギヌスって『究極の羯磨テロス・カルマ』だったはずよね」

「歴史を変えるほどの神器セイクリツド・ギアの禁手バランス・ブレイカーだなんて、想像もしたくないな」

　ゼノヴィアがうんざりげにそう言った。

　百鬼くんが怖こわい表情で語る。

「『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と『究極の羯磨テロス・カルマ』、このふたつは現在共にあります。では、そのふたつの神滅具ロンギヌスが揃そろうとどうなるのか。答えは──『最悪』です。『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』で創り出された世界は、『究極の羯磨テロス・カルマ』の能力によってあらゆる事象にあり得ない選択肢が生まれることが多い。奇き跡せきの産物から、悪魔の所業とも思えるものまで、千差万別、あり得ないことがあり得ないタイミングで起こります」

　ボーヴァさんが訊く。

「だが、その『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』の世界では、『究極の羯磨テロス・カルマ』が運命を左右しているのだろう？　その神器セイクリツド・ギアの使い手は、まるで神のごとき所業と傲ごう慢まんさだな」

　百鬼くんは──途と端たんに渋しぶい顔となっていた。

「……ああ、そうさ、ボの字。だから、奴やつは『神を騙る者』なんてふうに言われてやがるのさ」

　百鬼くんは神器セイクリツド・ギアの能力というよりは、明らかにそれを持つ者に対しての感情を露あらわにしていた。

　ゼノヴィアが訊く。

「黄龍は、その二種の神滅具ロンギヌスを持っている者を知っているんだったな」

「……ええ、一応。危険な男です。……誰よりもこの世を儚はかなみ、妬ねたんでいる。アジュカさんはあの男を兵藤先せん輩ぱいの真逆にいる存在だと評してましたが……」

　非常に憎にく々にくしげに百鬼くんは、その男性について語るが……。イッセーくんの真逆にいる存在、か。とても気になるが……いまだにまったく気配を漂ただよわせていない辺り、危険なものを感じる。

　重苦しい空気になってしまったなかで、朱あけ乃のさんがこう提案する。

「お話はこれぐらいにしておいて、お弁当タイムといきましょうか」

　言うなり、朱乃さんが魔ま方ほう陣じんを展開して、そこからピクニックセット一式を出現させた。

　三段重ねの重箱が十セット以上、ピクニック用のバスケットも十を超こえる。スープジャーも何個もあり、朱乃さんがそのひとつを開けて中のスープを用意していたマグカップに注いでいく。

　おいしそうなニオイが鼻び腔こうをくすぐる。一気にお腹が空いてきてしまった。

　朱乃さんの手料理は、中学の頃ころから僕の舌と胃に染みこんでいるため、ニオイを嗅かぐだけでお腹が空いてきてしまう。

　ぐーっとお腹を鳴らす小こ猫ねこちゃんとギャスパーくん。二人も朱乃さんの料理を食べてきてるから、そうなってしまうよね。

　スープの入ったマグカップを小猫ちゃんに渡わたす朱乃さん。

「はい、白音ちゃん。さあさあ、皆さんも食べてください」

　重苦しい雰ふん囲い気きは朱乃さんのピクニックセット一式で吹ふき飛び、そこからは皆で食事タイムとなってしまった。

　僕はおにぎりを頰ほお張ばりながら、心のなかでイッセーくんに謝る。彼を置いて、皆でピクニックを始めてしまったからね。きっと、彼が知れば、

「俺も混ぜてくれよ！」

　って、嘆なげくに違ちがいない。

　しかも、彼は乳にゆう海かいに行くまで、『ベルゼビュート』に興きよう味み津しん々しんだったし……。『ゲーム』の仕様やフィールドの広大さを知れば、テンションを上げていたに違いないだろう。

　サンドイッチをひとかじりしたあとで、リアス姉さんが空を見上げながら言う。

「……イッセー、今いま頃ごろどうしてるかしら？」

　途端に女性陣じんが、リアス姉さん同様に空を見上げていた。

　どこかにあるという乳海。そこにいるであろうイッセーくんに想おもいを馳はせているのだろう。

　レイヴェルさんが言う。

「きっと、チームのため、リアスさまのため、そして、ヴィーザルさまにロスヴァイセさまを取られないため、必死になっておられるに違いありませんわ」

　その言葉にロスヴァイセさんは頰ほおを染めていた。

「わ、私のため……ですか」

　リアス姉さんが微笑ほほえみ、ロスヴァイセさんの手の上に自分の手を重ねる。

「そうね。私のときも強ごう引いんに奪うばいに来てくれたわ。あのヒト、そういうヒトよ？　命がけで解決手段を手に入れてくるわ。あなただって、一度体験しているのでしょう？」

　リアス姉さんはアウロス学園のときのことを言っているのであろう。あのときもイッセーくんはユーグリット・ルキフグスから、ロスヴァイセさんを救った。

　これに他の女性陣も続く。

「私も何度も助けていただきました。日本に来てすぐのときも、アスタロト戦のときも、他にもたくさん助けてきてくれました」

　アーシアさんがそう言い、

「私も『禍の団カオス・ブリゲード』の魔ま法ほう使つかい──ニルレムに捕つかまったとき、助けていただきましたわ。もう、すぐに来てくださいましたわね」

　レイヴェルさんが続いた。

　小猫ちゃんとギャスパーくんも手を挙げる。

「……そのとき、私とギャーくんも助けてもらいましたね。まあ、この間も死神グリム・リツパーから守ってくれましたし」

「ぼ、僕なんて、そのときのこともそうだけど、会ってからずっと面めん倒どう見てもらってますよ！　ヴァレリーもお世話になってます！」

「うふふ、そうね。兵藤一誠さんはとても頼たよりになるわ」

　ヴァレリーさんもそう続く。

　彼女たちの会話をゼノヴィアとイリナさんは複雑そうに聞いていた。

「……私も一度ぐらい捕とらわれてみるべきか。私も女だ、捕らわれの姫ひめ君ぎみになってみたい気はあるぞ。……まあ、似合わなそうだが」

「捕らわれの姫君！　……なんか、ロマンチックなフレーズね！　わ、私、ダーリンに救いに来てもらいたいかも！」

「いやー、私とイリナは戦士出身だし、やはり、姫は遠いぞ」

「私だって乙おと女めよ！　お姫さまになりたいもん！　いいえ、なれるもの！」

「だがな、イリナ。フォークより重たいものを持ったことがないって、今いま更さら言えないだろう？　将来の旦だん那なの前で聖せい剣けんをぶんぶん振ふり回したあとだぞ……」

「じゃあ、聖剣より重たいものは持ったことがありません！」

「…………イリナは時折とてもお馬ば鹿かになるね」

　女性戦士特有のお悩なやみがあるようだ。でも、イッセーくんはそういうの気にしないと思うけどね。好きな女の子は誰であろうと助けに来てくれるさ。

　その横では、エルメンヒルデさんが興味深くメモ帳片手に、

「と、捕らわれの姫君なところを見せると、兵藤一誠さまには効果的──と。……姫君はクリアしているけれど、捕らわれ状態は……敵がいないとダメよね……。も、もしくは婚こん約やく相手がいると奮ふん闘とうしてくれる……？　わ、私、許嫁いいなずけいたかしら……」

　と、ペンを走らせ、リントさんもメモ帳に何かを書き込んでいた。

「にゃるほどにゃるほど、戦士出身はなかなかに男子ゲットに苦労すると。でもでも、パイセンたちは将来の相手がいるわけで……というか、男のヒトを好きになるってのがそもそもわからないっスわ。修行が足りないんスかねぇ」

　どのような出しゆつ自じであれ、恋れん愛あいトークは女性にとって興味を引かれるものであることは違いないのだろう。

　朱乃さんがロスヴァイセさんに言う。

「私もいつも彼に救ってもらっているわ。だから、ロスヴァイセさんも彼に対してきちんと口にしてあげたほうがいいと思います」

「きちんと口にする……？」

　ロスヴァイセさんの問いに朱乃さんはハッキリと言った。

「お見合いのこと、どう感じて、いまどういう気持ちなのか。それを彼に伝えてあげてみてください」

　朱乃さんの言葉にロスヴァイセさんは何か得心すると同時に胸に手をやり、切なそうにしていた。

「……私のいまの気持ち……」

　これを見守っていたストラーダ猊げい下かが、お弁当の骨付き鶏とりの唐から揚あげを骨ごとバリバリと食べながら言った。

「青春だ。実にいい」

　同じく骨ごと唐揚げを食べているクロウ・クルワッハは「わからん」とつぶやいていた。

　女性陣のガールズトークがありながらも、僕たちはピクニックを済ませて、特訓を再開するのだった。




　　　　─○●○─




　俺こと兵藤一誠は、ふわふわとした空間に漂っている感覚に陥おちいっていた。

　……アムリタとかいう霊れい薬やくを飲んで、体中が引き裂さかれると思うほどの痛みに襲おそわれたところまでは覚えている。

　……けど、いまは痛みがない。……もしや、これは……死んだのか？

　いや、でも、悪あく魔まって死んだら天国とかに行けるわけでもないし……。

　意識だけはどうにかあるような状態の俺。ふいにそこへ声が聞こえてくる。

【──ぱい──ゴン──ます、か】

　その声は徐じよ々じよにハッキリと聞こえてきた。

【おっぱいドラゴン、聞こえますか？】

　……聞こえますが、この声は……。あなた、誰だれですか？

【私は「Ｅ×Ｅエヴイー・エトウルデ」という世界に住む神の一ひと柱はしらです。皆みなは私を乳ちち神がみと呼びます】

　──乳神。

　…………。

　……………………。

　……どういうことだぁぁぁああああああっ!?　ふわふわ空間に漂っていると思ったら、いきなり声が聞こえてきて、乳神と名乗りやがったぞ!?　一体全体どうなってんだ！

【落ち着きなさい、おっぱいドラゴン。以前、精せい霊れいを介かいしてあなたと接せつ触しよくしたはずです】

　た、確かにロキ襲しゆう撃げき事件のときにそんなことがありましたけど！

【今度は、直接声を届けることができたようです】

　どうして!?　なぜに!?

【わかりませんが、あなたの乳に対する力が、神性を帯びた結果、私に意識が届いたのです】

　アムリタの影えい響きようとでもいうのか……。

【おっぱいドラゴン、時間がありません。あなたに伝えないといけないことがあります】

　な、なんですか？

【遠くない将来、あなたの世界に邪じや悪あくな存在が訪れるでしょう。あなたは、その邪悪なる存在と戦うために集めなければならないものがあります】

　じゃ、邪悪な存在？　集めないといけないもの？

【見なさい】

　あっ！　なんだか、わからないけど、宙におっぱいがたくさん浮うかんでる！　し、しかも、見覚えがあるぞ！　み、右から、リアスのおっぱい、朱乃さんのおっぱい、ゼノヴィアのおっぱい、イリナのおっぱい、アーシアのおっぱい、白音ちゃんこと小猫ちゃんの小さなおっぱい、黒くろ歌かのおっぱいだっ！

　──全部、知ってるおっぱいじゃないか！

【そうです。これは『選ばれし天てん乳にゆう』です】

　──『選ばれし天乳』ッ！

　なんて……頭の悪いフレーズなんだ！　聞いているだけで頭がおかしくなりそうだぜ！

【あなたはこの『選ばれし天乳』を十二対つい集めないといけません。いま、あなたのもとにあるのは七対。あと五対集めるのです】

　なぜ!?　どうして!?　どうやって!?

【言ったはずです。あなたが邪悪な存在を迎むかえ撃うつとき、その『選ばれし天乳』が重要になるのです。そして、どうやって手に入れるかは、あなたはもうわかっているはずです】

　何なんだよ！　邪悪なる存在とか！　『選ばれし天乳』とか！

【時間のようです。しばらく、あなたと接触することはできないでしょう。必ず、十二対の天乳を探し出すのです。いいですね？】

　良くねぇよォォォッ！　もっと説明してくれッ！　つーか、これを伝えるためにあんたは接触してきたの!?

【おっぱいドラゴンの歌、私は好きですよ】

　聞いてねぇしッ！　なんだそりゃ！　なぜ、いまそれを!?

【では、さようなら】

　あー、声が遠ざかっていくぅぅぅっ！　うぅっ！　まばゆい光が溢あふれてきて──。







「気づいたか」

　目を覚ますと、そこには──曹操の顔があった。

　……俺の顔を覗のぞき込むようにしている。

　俺は上半身だけ起こして、頭を振る。

　……とんでもなく、おかしな夢……のようなものを見てしまったぞ。

「……………………どのぐらい気を失ってた？」

　俺が曹操にそう訊きく。

「一日以上は気を失っていたよ。案外、帰ってくるのが早かった。おかげで試合には間に合いそうだぞ」

「……そうか」

　……あの夢だけで一日ぐらい経たっているのか。

「それで、どんな感じだ？」

　曹操が訊いてくる。

　俺は拳こぶしを握にぎり、内に眠ねむる力にも訴うつたえかける。

「いや、特にいままでと何も変わらない感じだが……」

　パワー自体に変化があったようにも思えない。魔ま力りよくもドラゴンの力も、アムリタを飲む前とは特に変わらないような……。

　あー、でも、妙みように頭のなかがクリアになったような気がする。快かい眠みんしたあとのスッキリ感がさらに増したような感覚というか……。

　しかし、ドライグがこう言ってくる。

『相棒。神器セイクリツド・ギアに効果は出たようだ。少し探ってみろ』

　言われた通りに神器セイクリツド・ギアのほうに意識を傾かたむかせた。

　…………。

　……こ、こいつはっ！

「──っ！　……ハハハ、こりゃすごい。単純な効果だけど、十分かもな」

　すごい！　現状、一番望んでいた結果が得られているじゃないか！　アムリタ様々だぜ！

　こりゃ、帝釈天に足を向けて寝ねられないぞ！　……今度、柴しば又また帝釈天にお参りに行こうかな。そう思えるぐらいに大きな収しゆう穫かくだった！

　そうか、身体面じゃなくて、神器セイクリツド・ギアのほうに効果が出たか。あの変な夢だけで終わらなくて良かったぜ。

　俺の調子を見て、曹操が笑みを浮かべる。

「効果はあったようだな。あとで、天てん帝ていに伝えておこう」

　──と、ふいに俺は乳海のほうに視線を送る。

　静かなさざ波が聞こえてくる。……心ここ地ちよいよな、ここのさざ波。

　俺は砂すな浜はまに座って、座ざ禅ぜんを組んだ。

　曹操に訊く。

「俺、あとどのぐらいここにいられる？」

「天帝が帰ってくるまでだろうな」

　曹操がそう答えた。

「じゃあ、それまでこうさせてくれ」

　俺がそう申し出ると──なんと、奴やつも俺の隣となりに座り、座禅を組みだした。

「ふっ、付き合おう」

　俺と曹操は帝釈天が来るまで、乳海を眼前にして、座禅を組んだのだった。

　……乳海で、霊薬飲んだら、乳神の夢を見て、天乳だとかなんとかって……。

　まあ、気を取り直して試合に意識を向けよう。

　泣いても笑っても、いままでにないほどの最強の相手とこれから戦うのだから──。







　　　Balberith & Verrine.







　冥めい界かい──悪あく魔まの世界にある魔ま王おう領。

　魔王領に設けられたレーティングゲーム国際大会用の選手村。その一角に「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームの宿舎があった。

　選手用の部屋でテレビを面おも白しろくなさそうに見ているのは、翡ひ翠すい色の髪かみの少女──ヴェリネだった。

　大会の映像をつまらなそうに見ている。

「ねぇ、バルベリス。ハーデスさまは、私たちをあんな大会に参加させて何がしたいんだろうね？」

　彼女の背後で『赤い龍りゆうと白い龍』の伝承が記された本を読むのは、赤しやく銅どう色の髪の青年──バルベリスだった。

「……さてな。奇き跡せきを起こすという今世の二天てん龍りゆうに俺たちをぶつけたいようだが……彼らが阿あ修しゆ羅ら神族より強いのかは正直疑問だ」

　ヴェリネはソファに寝ね転ころがりながら言う。

「とりあえず、選ばれたソネイロンとグレシルを大会で私やバルベリスみたいな強さにしたいのが当面の目的なんだろうね」

　バルベリスは本を一冊読み終えて、横に積み重ねた本のうち、『ウロボロス』と表紙に記された本に視線を送る。

「……なあ、ヴェリネ。俺はオーフィスとやらと戦いたい」

「なら、二天龍が現状ベストかも。オーフィスの手厚い加護がかかっているって話だし」

「……やはり、天龍か」

　バルベリスは積み重なった本のうちの『親と子』という題名のものに目線を移した。

「ヴェリネ。俺たちの母はリリスだ。では、俺たちにとっての父親とは誰だれのことだ？」

　ヴェリネは興味なさそうに答える。

「んー、さあ？　ハーデスさま？　でも、ハーデスさまは悪魔のこと、嫌きらってそうだし、私たちも駒こまのひとつでしょうね。まあ、楽しければ、それはいいんだけど」

「いや、ハーデスさまは父ではないとハッキリ否定された。つまり、俺たちの父ではない」

「バルベリスはお父さんが欲しいの？」

　相棒であり兄弟でもある青年が妙なことを口にしたため、ヴェリネはついそのようなことを訊いてしまった。

「ヴェリネは、父親はいらないのか？」

「わかんない。お兄ちゃんなら、欲しいけどね」

「なら、俺が兄になろう」

　真顔でそう言われてしまい、ヴェリネはおかしそうに笑う。

「ハハハ、生まれた順番的に私のほうがお姉ちゃんよ？　弟にしか見えないかも」

「そうか。俺は弟か」

　冗じよう談だんすら真ま面じ目めに受け止めるバルベリス。

　彼が胸に手をやり、目を閉じながら話す。

「生まれながらこの力を得た俺にとって、生まれが定かではないのは、なぜかとても気になる。誰の子であり、何のために生まれたのか。……超ちよう越えつ者である俺の父であるのなら、それに相応ふさわしい超ちよう常じよう的な力、能力を持った者であるべきだ」

「じゃあ、お父さん探しでもするの？」

　ヴェリネが甘ったるい砂糖ましましのコーヒーを飲みながら、そう訊いた。

「父親を探す、か……」

　彼がいまの言葉に対して何かを得心した様子だったことにヴェリネは気づいた。







　　　Vidar.







　アース神族が住む地──アースガルズ。そのアースガルズの外れにヴィーザルの隠かくれ家ががあった。

　隠れ家のリビングで酒を嗜たしなんでいたヴィーザルのもとに、友人でありオリュンポスの新たな主神アポロンが姿を現す。

　対面の席に座るなり、アポロンが言う。

「ヴィーザル、貴公、婚こん約やくを進めていると聞いたが……本気になったのか？」

「いんや。ゲンドゥルのばあさんの孫を嫁よめにする気はないよ」

　グラスを回しながら、ほろ酔よいのヴィーザルがそう答えた。

　アポロンは訝いぶかしげに再度訊きく。

「では、なぜだ？」

「あの酔いどれヴァルキリーはどうやら赤せき龍りゆう帝ていとてんで進展してないようでな。ま、俺から赤龍帝とあのヴァルキリーに発はつ破ぱでもかけてやろうってね」

　真意を聞き、アポロンは嘆たん息そくした。

「酔すい狂きようなことだ」

　ヴィーザルはイタズラな笑みを浮うかべる。

「うちのクソ親父が迷めい惑わくかけたようだからな。結けつ婚こん結婚うるさい連中と、『Ｄ×Ｄデイーデイー』側への配はい慮りよを考えると、まあ、その辺がベターだろ？」

「ふっ」

　友人の本ほん音ねにアポロンは笑ってしまった。要は二代目主神自ら赤龍帝と元ヴァルキリーのキューピット役を買って出たのだ。

「なんだよ、鼻で笑ってよ」

「あの放ほう蕩とう王子が、主神らしくなったと思ってな」

　そう言うと、ヴィーザルは口を尖とがらせる。

「芸能ばかり追っかけてたおまえに言われたかない。……長ちよう兄けいのバルドル兄あにぃが親父と一いつ緒しよに隔かく離り結界領域に行っちまったからな。俺は家を継つがずに自由気ままに生きられるもんだと思っていたのにな。神の運命というのもわからんもんだ」

「しかし、戦せん闘とうは別なのだろう？」

　アポロンの問いにヴィーザルはグラスのなかの氷を回しながら、楽しげな表情を作る。

「ああ、当然だ。──赤龍帝とバチバチやり合ってなんぼだ」

　そう、ヴィーザルは赤龍帝と元ヴァルキリーのキューピット役を引き受けながらも、その実、赤龍帝の激情を一身に浴びたかったのだ。それが、赤龍帝の実力を何よりも一番に感じ取れると思ったからだろう。

　──この神もまた天龍の力に魅み了りようされつつある。

　ヴィーザルが空いたグラスに酒を注ぎ、アポロンに渡わたす。

　アポロンがグラスを手に取りながら言う。

「勝つつもりだな」

「勝って当然だ」

「それで、勝ってしまったらどうする？　婚約するのか？」

　ヴィーザルが勝ってしまったら……ヴァルキリーはどうするのか？　そこもまたアポロンは気になってしまった。

　ヴィーザルは酒を飲みながら、視線を斜ななめ上に向けて考え込む。

「…………いろいろ難なん癖くせつけて赤龍帝のもとに戻もどすさ」

　という答えを出してきた。

　要するに勝っても負けても嫁にもらう気はさらさらないということだ。

　この男は、ヒトの女にはあまり興味のない男だった。

　しかし、この男に睨にらまれた相手は本当に難なん儀ぎと言える。

「ふむ。大変だな、貴公も、それに翻ほん弄ろうされる赤龍帝も」

　アポロンの言葉にヴィーザルは思うところがあったようで渋しぶい顔をしていた。

「……俺、親父のオーディンと似てんのかな？　嫌いやだな、それ……」








　　　Team member.1







○「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チーム・大会登録メンバー




・王キング──兵ひよう藤どう一いつ誠せい

・女王クイーン──ビナー・レスザン

・戦車ルーク──百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆう

・戦車ルーク──ロイガン・ベルフェゴール

・騎士ナイト──ゼノヴィア・クァルタ

・騎士ナイト──紫し藤どうイリナ

・僧侶ビシヨツプ──アーシア・アルジェント

・僧侶ビシヨツプ──ロスヴァイセ

・兵士ポーン『２』──レイヴェル・フェニックス

・兵士ポーン『３』──ボーヴァ・タンニーン

・兵士ポーン『２』──エルメンヒルデ・カルンスタイン







○「王たちの戯たわむれ」チーム・大会登録メンバー




・王キング──テュポーン

・女王クイーン──アポロン

・戦車ルーク×２──ヴィーザル

・騎士ナイト──ブリュンヒルデ（ヴァルキリー隊／隊長）

・騎士ナイト──ミドガルズオルム

・僧侶ビシヨツプ×２──アルテミス

・兵士ポーン『２』──ヘルムヴィーゲ（ヴァルキリー隊／隊員）

・兵士ポーン『２』──オルトリンデ（ヴァルキリー隊／隊員）

・兵士ポーン『２』──グリムゲルデ（ヴァルキリー隊／隊員）

・兵士ポーン『２』──シュヴェルトライテ（ヴァルキリー隊／隊員）







　　　Life.3　世界樹ユグドラシルでの戦い







『乳にゆう海かい』及および『ベルゼビュート』から帰き還かんした俺たちはお互たがいに報告をしあった。

　ベルゼブブさまが作られたという『ベルゼビュート』！　聞くだけでワクワクするような世界だったようで、次こそは俺もぜひそこで修行したいと強く思ってしまった！

　ていうか、ベルゼブブさまと百鬼なきりに頼たのんで、本格的にそちらで遊んでみるというのもアリなのだろうか？　オーストラリア大陸並に広い世界を生身でプレイだなんて、チョーおもしろそうだ！

　──で、俺の『乳海』での一件は……報告したところ、全員頭の上に「？」と疑ぎ問もん符ふが浮うかんでいるような表情となっていたが……。

　乳ちち神がみとの接せつ触しよくの話は、皆みなが神しん妙みような面おも持もちで聞いていた。

　実際、ロキ戦では乳神のご加護が出ていたからね。乳海攪かく拌はんによって解放された神器セイクリツド・ギアの成果には皆も大いに期待を寄せてくれた。

　つーか、いまの俺にとっちゃ、その成果こそが次の試合の鍵かぎを握にぎるとみて間ま違ちがいないからな。

「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの各々が、試合を明日に控ひかえ、やれることをやりきったため、早めに寝ねることとなった。

　自室に戻もどり、ベッドに潜もぐりつつ、さてリアスのおっぱいに顔を埋うずめながら寝ようかなと思っていたら──。

「こ、こんばんは……」

　ベッドに座って待っていたのは──ロスヴァイセさんだった！　し、しかも、透すけ透けのネグリジェを着込んでいて……。透けて見える乳首を手で隠していて、その恥はじらいにグッときてしまう！

　ベッドには、ロスヴァイセさん以外いない。いつもなら、リアス、アーシアがいて、そこに朱あけ乃のさんがいることもあるし、ゼノヴィアやイリナが乱入してきたりするのだが……。プロポーズ以降、添そい寝合戦が過熱していて、ベッドの人口は高まる一方だ。

　俺、起きたらベッドの下にいることも多くなってきているからね。主おもにゼノヴィアの寝返りで蹴け飛とばされているのだが……。

　そんなこともあって、もっと広いベッドの導入が検討されていた。……いや、七人とか八人で寝るって、相当難しいと思えるよ！
















　やっぱり、多くても四人が限界だと思います！　個人的には三人川の字で寝るのがベスト！

　そんなふうに思し慮りよする俺だが……ロスヴァイセさんに問う。

「あ、あの、リアスとアーシアはいないんですか？」

　俺の問いにロスヴァイセさんはこくりとうなずく。

「リ、リアスさんは、実家での用事があるそうで、今夜は朱乃さんとあちらに泊とまるそうです。ア、アーシアさんは……今夜はゼノヴィアさんとイリナさんと結束を強めながら一いつ緒しよに寝るとか……」

　あー、そうなんだ。リアスも忙いそがしいし、アーシアは明日の試合のため、友人たちと語り合いながら寝たいのだろう。そんな日もあるさ。

　──と、なると、今夜はロスヴァイセさんと二人きりで……。

　なんだか、一気に緊きん張ちようしてきた！　三人川の字で寝たり、大勢で寝るのは慣れているけど、ふ、二人きりだなんて！　しかも、相手はロスヴァイセさんだぞ！　ふ、普ふ段だん、この手のことに率先して参加しないヒトなのに……。

　モジモジとしているロスヴァイセさんが頰ほおを赤く染めながら言う。

「……こ、こちらに来ないんですか？」

「い、いきます！」

　そう返事をして、俺はそそくさとベッドのほうに歩み寄り、そのまま横になった。

　一いつ拍ぱくおいて、するするとベッドに潜り込むロスヴァイセさん。

　静せい寂じやくが訪れてしまう。

　……こういうとき、リアスなら、

『さあ、イッセー。眠ねむりましょうか。あら、顔を胸に埋めながら寝たいのね？　いいわ。こちらに来なさい』

　って、存分に甘えさせてくれるモードになるのだが、ロスヴァイセさんだと勝手がわからない！

　ロスヴァイセさんと体験したことのない状じよう況きようにドキドキしてしまう俺！

　ちらりと隣となりを見ると──こちらに体を向けて横になるロスヴァイセさんと目が合ってしまう！　同時にネグリジェから透けて見える豊満なバストの……ピンクの先せん端たんにも視線が行ってしまうよ！

　ロスヴァイセさんが俺に言う。

「……どうすれば、婚こん約やくを断れるか。考えてました。一番簡単なのは、イッセーくんと既き成せい事実を作ってしまえばいいということ」

　…………。

　……き、きききききききっきききき、既成事実ぅぅぅううううぅぅッッ!?　そ、それって、つまり、そういうあれであんなこれで！

　脳のう裏りに浮かぶのは一年前、フェニックス家との婚約の件で、リアスが俺に迫せまってきたときのこと！　あ、あれはすごかった！　本当にあのままリアスと……って思っちゃったもん！

　そ、それをロスヴァイセさんも……？

　ゴクリと唾つばを吞のみ込む俺にロスヴァイセさんは言う。

「……でも、それはいまのイッセーくんを信じないことにも繫つながるのかなって思いました」

　ロスヴァイセさんが正面から俺に言う。

「私、ヴィーザルさまと……結けつ婚こんしたくないです。私は……あなたの傍そばにいたい」

　ロスヴァイセさんが俺の手を取り、ハッキリと告げてきた。

「……ヴィーザルさまから私を奪うばってくれますか？」

　瞳ひとみを潤うるませながら、ロスヴァイセさんは俺にそう頼んでくる。

　俺は──手を握り返し、真しん剣けんな表情で返す。

「奪うとか、奪わないとか、そういう問題じゃありません。俺は最初からあなたを誰だれにも渡わたすつもりなんてありませんよ。ユーグリットのときも、俺は実行しました。あなたを奴やつに渡さないって。それをまたするだけのことです」

　俺は感情が高ぶってしまい、そのままロスヴァイセさんを抱だきしめてしまう。

「必ず勝ちます。俺を信じてくれますか？」

　耳元でそう誓ちかう俺。

　ロスヴァイセさんは、

「はい」

　と受け入れてくれた。

　これでいい。わかりやすいじゃないか。

　──ヴィーザルさんに勝てばいい。

　勝てばロスヴァイセさんが婚約するとか、そんな話は全部消し飛ぶ。

　いつだって、無茶は通してきたさ。ライザーのときも、ディオドラのときも、ロキのときも、サイラオーグさんのときも、曹そう操そうのときも、ユーグリットのときも──。

　俺とロスヴァイセさんは言いたいことが言えたけど、俺が抱きしめてしまったせいか、顔が間近に迫っていたことに気づき、互いに気まずくなり、顔を赤くさせた。

　……キスできるほど接近しちゃったけど……いい雰ふん囲い気きとはいえ、いきなりは不ま味ずい──。

　そう思っていた俺の唇くちびるに──ロスヴァイセさんの唇が重なった。ロスヴァイセさんからのキスだった──。

　突とつ然ぜん、あの奥手で厳格なロスヴァイセさんからキスをされたもんだから、俺、俺ぇぇええええええっ！

　唇が離はなれたあとで、ロスヴァイセさんは顔を真っ赤にして言う。

「……ファ、ファーストキスなんです……。……イッセーくんにあげちゃいます」

　…………な、ななななななななっ！

　頭のなかが沸ふつ騰とうしてしまい、なんと言ったらいいかわからなくなってしまったよ！

　し、しかも、最初の相手にしてもらえるなんて、これほど光栄なことはないけど！

「い、いきなり、だったんでビックリしてしまって……」

　俺がドギマギしながら言うと、ロスヴァイセさんが訊きいてくる。

「い、嫌いやでしたか？」

「そ、そんな！　最高でしたよ！　って、突然だったんで混乱のほうが強いですけど！」

　俺がそう言うと、ロスヴァイセさんがこう言う。

「じゃあ、今度はきちんと──」

　再びいい雰囲気になり、俺とロスヴァイセさんがもう一度キスを──。

「イッセー！　来たにゃん！　スイッチ姫ひめがいないって聞いたわ！　いまのうちにエッロエロなことしちゃいましょうよ！」

　──と、ドアを勢いよく開けて入ってきたのは黒くろ歌かだった！

　俺とロスヴァイセさんは驚おどろき、身を離して、そちらに視線を送る！

　パンツ一丁で豊満なおっぱいをぶるんぶるんとさせながら、黒歌が登場していた！

　そのうしろでは白しろ音ねちゃんこと小こ猫ねこちゃんが、気まずそうにしていた。

「……ロスヴァイセさんと二人きりのところすみません、先せん輩ぱい。黒歌お姉さまを止められなくて……」

　微び妙みような空気になってしまったのを察したのか、黒歌が目をパチクリさせていた。

「にゃにゃ？　私、なんか、やらかしたかにゃ？」

　もう一度キスする雰囲気でもなくなってしまったので、俺とロスヴァイセさんは顔を見合わせて、「ぷっ」と噴ふきだしてしまったのだった──。

　その後、仕方ないので俺とロスヴァイセさんと黒歌、小猫ちゃんの四人という、過去に例のない組み合わせで横になる。

　黒歌が俺に抱きつきつつ、ロスヴァイセさんに問う。って、女によ体たいのやわらかな感かん触しよくが俺を包み込んでいくぅぅぅっ！

「ねぇ、ヴァルキリーのセンセ。センセはイッセーの赤ちゃん欲しいの？」

　いきなり、なんてことを訊くんだ、この悪猫はぁぁぁぁっ！

　突然の質問にロスヴァイセさんも「えっ!?」と驚いていた。

　黒歌のほうは、自身のお腹をさすり言う。

「私は近いうちにここに彼の子を宿すの。早く欲しくてたまらないにゃ。いますぐでもいいぐらいよ？」

　ぶっ！　相変わらず大だい胆たんすぎる発言に俺も鼻血を出してしまった！

　黒歌が小猫ちゃんに訊く。

「白音。あんたも言ってあげれば？　イッセーの子を予約してるって」

　姉に急に振ふられ、少し慌あわてる小猫ちゃんだったが、すぐに気を取り直して言った。

「……そ、それは、確かに予約……したいですけど」

　黒歌は呆あきれながら言う。

「何言ってんの。猫ねこ又またがプロポーズ受けたのよ？　もう予約したってことにゃん。ねぇ、イッセー。たーくさん作りましょうね♪」

　俺の耳をかぷりと甘あま嚙がみしてくる黒歌！　うひぃぃぃぃぃっ！　こ、こいつはプロポーズしてから官能的な誘さそいばかりしてくるから、俺もたまらなくなってしまいますよぉっ！
















　小猫ちゃんはベッドで立ち上がり、上着を脱ぬぎ、パンツだけの格好になると、そのまま俺に馬乗りになる！

「……そ、そうですね。予約したってことですよね」

　なんか、小猫ちゃんもあれ以来大胆になってしまって！　悪猫の影えい響きようがどんどん強くなってるよ！

　黒歌が俺に密着しながら、ロスヴァイセさんにもう一度問う。

「それであなたは、イッセーの赤ちゃん、どうするの？」

　ロスヴァイセさんは答えに困っている様子で、あわあわしていたが、急にきっとした表情となって俺を小猫ちゃんと黒歌から奪うように抱き寄せてきて、こう声を張った。

「と、とにかく、今夜はイッセーくんと眠りにつくんです！　せ、せっかくの機会なのですから！」

　いつになく、この手のことにひるむ様子のないロスヴァイセさんの姿に、黒歌も小猫ちゃんも驚いていた。同時に姉妹は「ふふっ」と笑った。

「まあ、いいにゃん」

「……平和に寝ねるのが一番ですよね」

　猫又姉妹はロスヴァイセさんの勢いに感じ入るものがあったようで、それ以上エロエロなことはせず、四人であらためて眠りにつくことに。

　小猫ちゃんと黒歌に抱きつかれて落ち着かないけど、気合いは入ったさ。

　俺の気持ちと、ロスヴァイセさんの気持ちを確認できた。

　あとは、試合に臨のぞむだけだ！




　　　　─○●○─




　そして、試合当日──。

　俺たち「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームは、リアスのチームと共に会場となる北ほく欧おう神話の世界──ヴァルハラに来ていた。

　ヴァルハラの一角に大会用に設けられた巨きよ大だいなスタジアム──「トール・スタジアム」こそが、今回の舞ぶ台たいとなる。

　スタジアムの入り口には、雷らい神じんトールの巨大な像が、自じ慢まんのハンマーたる「ミョルニル」を持つ格好で勇ましく設置されていた。

　選手用の入り口の前でリアスたちと別れることに。

「試合、期待しているわ」

　別れる前にリアスにそう励はげまされる。彼女たちは、関係者用の観戦室で俺たちの試合を見るようだ。

「絶対勝てますわ」

「勝てます」

「期待しているよ」

「応おう援えんしてますよ！」

　リアス眷けん属ぞくである朱乃さん、小猫ちゃん、木き場ば、ギャー助に激げき励れいをいただいた。

　俺たちと共に兵ひよう藤どう家から転移してきた父さんと、九重くのう、オーフィス、リリスが、今日は揃そろって観戦してくれる。

「応援しているからな。がんばれよ、イッセー」

　父さんにそう励まされた。

　九重たちもこれに続く。

「相手は神じゃが、私はイッセーの勝ちを信じておるぞ！」

　オーフィスとリリスが言う。

「我、いざとなったらイッセーに助力する」

「するー」

　いや、そりゃ、二人がうちのチームに入ったら、優勝確定だろうよ！　でも、それはできないからね！

　父さんがこう付け加えてきた。

「母さんな、もしかしたら、おまえが本戦にまで行ったら、来てくれるかもしれない。そんなようなことを口にし始めたからな。息子がデカい大会の本戦まで行ったら、行かないと申し訳ないかもしれないって」

「本当？　……そっか。俺、がんばって勝つから」

　もし、母さんが試合を見に来てくれたら、これ以上ないほどうれしいさ。

　そうだな、記念すべき本戦ならば、母さんも来なきゃいけないって思うのかもしれない。

　そういう意味でも、今日の試合は負けられないな。

　気合いを入れ直す俺たち「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームは、運命の試合を迎むかえる──。







　大だい歓かん声せいが響ひびき渡るなか、選手入場口より、俺たち「[image: ]誠の赤龍帝」チームがスタジアムの中央に向かっていく。

《さあさあ、「[image: ]誠の赤龍帝」チームが入場となります！　老ろう若にやく男なん女によから大人気ということで、ここヴァルハラにあります「トール・スタジアム」でも「おっぱいドラゴン」を見ようとたくさんのファンが集まっております！》

　実じつ況きようがそう言うと、

「おっぱいドラゴン！」

「勝てよ！」

「ヴィーザルさまと良い試合を見せてくれ！」

　観客席から応援が届いた！　おおっ、北欧神話の世界でも俺って知名度あるじゃないか。アウェーだから、もっと罵ば詈り雑ぞう言ごんでもかけられるかなって警けい戒かいしていたけど。

　一方で──、

「ロスヴァイセ！」

「キャーッ！　ロスヴァイセさまーっ！」

「ロスヴァイセさん、応援してるぞ！」

　ロスヴァイセさんへの声せい援えんも多かった！　ここがホームということもあるが、大会で注目されて、故郷で人気が上がっているとのこと。

　元ヴァルキリーが大会で活かつ躍やくしていたら、そりゃアースガルズでも注目されるよね。

　ロスヴァイセさんも故郷の温かい声援に頰ほおを赤くさせていた。

　俺たちがスタジアムの中央にあるフィールドに揃うと、次に「王たちの戯たわむれ」チームの入場となる。

《さあ！　お待たせ致いたしました！　アースガルズの皆みなさま！　ついに我らの主神──ヴィーザルさまが所属するあのチームが登場となりますッッ！　「王たちの戯れ」チームの入場ですッッ！》

　実況がそうマイクを震ふるわせた瞬しゆん間かん──。

　俺たちは、頭上より気配を感じ取る！　開かれたスタジアムの天てん井じよう──その上空から、巨大な物体が急降下してくる！

　ズシィィィィンッ！　──と、前方に勢いよく降り立ったのは巨大な魔ま物ものの王──テュポーンだった！　その肩かたと手にはヴィーザルさんを始めとする「王たちの戯れ」のチームメンバーが立っていた！

　このど派手な入場に、

『わぁああああああああああああああぁぁっぁああああああっ！』

　会場には割れんばかりの大声援が巻き起こった！

「ヴィーザルさまぁぁああああっ！」

「ブリュンヒルデさぁぁぁああんっ！」

「我らが主神さまに栄光あれぇぇぇぇっ！」

　観客席からは、俺たちの入場のとき以上の声援が会場を揺ゆらすほどに起こっている。

　やはり、勢力混合とはいえ、アースガルズの主神が在ざい籍せきするチームだもんな。北欧神話の本場じゃ、ヴィーザルさんやヴァルキリーを応援する者ばかりなのは当然だ。

　両チームの選手が全員揃ったところで、フィールドの中央に並び立つ。

　相手チームの『王キング』たるテュポーンの大迫はく力りよくなデカさは、眼前に立つと一層際きわ立だつね。

　全長三十メートルはあるであろうテュポーンが心底楽しげに叫さけぶ。

『ガハハハハハハッ！　かの天てん龍りゆうと戦えるのだっ！　これほど楽しみな試合もなかろう！』

　裏表のない豪ごう快かいな笑いだった。

　しかし、その巨きよ体たいから滲にじみ出るオーラの質量、深みは本物だ。生半可な相手じゃない。何せフェンリルと互ご角かくとも、それ以上とも言われる魔物の王なのだから──。

　ヴィーザルさんと視線が合う。

　言葉はないが、あちらも勝つつもりで来ているのは見ているだけで認識できる。

《それでは、さっそく今回のルールを決めるルーレットを回します！》

　実況がそう言うと、お決まりのルーレットが始まる。

　ある意味で、これで俺たちの勝率が変わるといってもいい。スタジアムに設置された巨大スクリーンでルーレットが回り、そしてついに決定される。

　──ルールは、『ユグドラシル・クライム』っ！

　──っ！　こ、これがここで選ばれるなんてなっ！

　実況が吼ほえた。

《あーっと、今回のルールは今大会オリジナルの新ルールとして各勢力でも話題になっている『ユグドラシル・クライム』っ！　まさか、これが北欧神話の舞台であるここで選ばれることになるとは！　ルールは簡単です。疑ぎ似じ世界樹ユグドラシルを駆かけ上がり、最初に頂上にゴールをしたチームが勝利となります！　もちろん、従来のルール通り、相手の『王キング』を倒たおしても勝利となります！》

　モニターに巨大な樹が映し出される。あり得ないほどに太く、雲を突つき破やぶるほどに高い樹だ。

　本来の世界樹ユグドラシルはこれよりもさらに、遥はるかにデカいのだが、レーティングゲーム用に用意された疑似世界樹ユグドラシルも相当な大きさだ。

　ルールは簡単。それを登ればいい。先に頂上に着いたほうの勝利。あまりにわかりやすい。ゆえに競い合いが激しいと言える。

　レイヴェルが言う。

「『兵士ポーン』のプロモーションは、疑似世界樹ユグドラシルの中間地点から可能ですわ」

　中間地点に行ったら、こちらとあちらの『兵士ポーン』は『女王クイーン』だらけってことだ。そこにたどり着く前に相手の『兵士ポーン』ヴァルキリー軍団を倒せればいいけど。

　そうこう考えているうちにゲームの開始が近づいてくる。

《さあ、両チームが、疑似世界樹ユグドラシルの生えているゲームフィールドに転移後、スタートとなります！　「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チーム対「王たちの戯れ」チーム、世紀の一戦！　間もなくスタートです！》

　実況がそう吼えるなかで、俺たちと相手チームは、転移の光に包み込まれていく──。







　俺たちが転移した先は、疑似世界樹ユグドラシルの根元だ。

　……あまりにデカすぎる樹に圧あつ倒とうされるばかりだ。メンバー全員で上を見上げるが……当然、頂上はここから確認できない。雲の遥か上だろうからな。

　ヴィーザルさんたちのチームは俺たちの反対側──樹の裏側に転移したようだ。もちろん、樹を登る前に攻こう撃げきを仕し掛かけるのはルール違い反はん。

　世界樹ユグドラシルには、樹の周りをぐるりと回るようにらせん式の階段がかけられているが、それ以外にも樹の周囲に宙を漂ただよう足場──浮うき島しまが浮かんでいる。あれらを活用しながら、ときに休きゆう憩けい所にしつつ、あるいは戦せん闘とうの場に使う。

　むろん、空を飛んで上に上がることもＯＫだ。ただ、この樹の全高は、一いつ般ぱん的な悪あく魔まが全力で飛んでも頂上までかなり時間がかかるそうだから、俺たちがペースを守りながら飛んでも時間はそこそこかかるかな。全力で飛べばもっと早く頂上にたどり着きそうだけど、それを阻そ止ししようとする競争相手がいるのだから、そういうわけにはいかないだろう。

　スタートまでの間、しばしの作戦タイムとなる。

　俺たちは世界樹ユグドラシルの根元に設けられたテーブルの周りに集まり、さてどうしたものかと話し合う。

　レイヴェルがテーブルの上に相手チームの構成が書かれた紙を置いた。

『王キング』のテュポーンをはじめ、やっぱりそうそうたるメンバーだ。

「……ここまであっちのチームはテュポーンとヴィーザルさんとアポロンさん以外は代わる代わる交代してたけど、今回はガチ構成だな」

　俺がそう言う。

　今回の『兵士ポーン』枠わくは──ヴァルキリー隊だ。しかも、ロスヴァイセさんの同どう僚りようばかりだそうだ。

「…………ブリュンヒルデ先せん輩ぱいだけじゃなくて、彼女たちと戦うことになるとは」

　ロスヴァイセさんは複雑そうな表情になっていた。

　ゼノヴィアは不敵な笑みを見せながら、武む者しや震ぶるいしていた。

「……神格のオンパレードだ。さすがに私も震えが止まらないよ」

　まあ、そりゃな。俺も神さまばかりで嫌いやになるが、ここまで来たらやるしかない。

「もしかして、俺がいままで戦ったなかでも最悪最強の相手か？」

　俺がドライグにそう訊きく。

『ああ、全部ひっくるめるとリゼヴィムやアポプスを超こえるだろうな』

　……そりゃ、最悪最強だわな。

　まあ、殺し合いじゃなくて、試合ってだけでも幸いか。って言っても、手加減はしてくれないだろうけど。

　ドライグが悔くやしげに言う。

『…………これだけのメンツ。生前の俺でも巡めぐり会えなかった。いまのこの身を恨うらめしく思ってしまうな』

　勢力と種族を超えての集まりと戦えるなんて、むかしは考えられなかっただろう。

　レイヴェルがハッキリと告げてくる。

「正直に申し上げますと、負けても当然の試合と言えるでしょう。それだけ、基本的な戦力差に雲うん泥でいの開きがありますわ」

　──が、レイヴェルは一転して勇ゆう壮そうな表情で言った。

「けれど、勝つつもりでいきましょう。ルールしだいで勝てる面は多分にありますわ」

『おおっ！』

　軍師さまの一言に俺たちも気合いを入れた！

　相手が神だろうと、世界樹ユグドラシルの頂上に先に着いたほうが勝ちだ。一人でも先にゴールに着けばいい。

　……まあ、個人的にそれだけじゃ済ませたくないけどな。ヴィーザルさんに一発ぐらいは拳こぶしを入れてやるさ。

　レイヴェルが、今回俺たちのチームに参加してくれたロイガン・ベルフェゴールさんに言う。

「ロイガンさまの悪魔としての特性は『裂さけ目』ですわね。どんなものにも裂け目を作り出す特性……。大たい概がいのものに裂け目を作ってしまうとうかがっておりますが？」

　ロイガンさんが苦笑する。

「限度はあるわよ。私の力を大きく超えるものには裂け目は作り出せない。元二位を返上する前の力なら、結構な威い力りよくを誇ほこれたのだけれど……。いまの私だと、相手が魔ま王おう、神クラスだったら、この特性もあまり効かないわ」

　レイヴェルが世界樹ユグドラシルを見上げながら言う。

「……この世界樹ユグドラシルに根の辺りから『裂け目』を作っていただいて、倒とう木ぼくさせようと考えましたが……どうやら、相当頑がん強きように作られているそうですので、望みは薄いですわ」

　そんな大だい胆たんなことを考えていたのか！

　まったく、うちのマネージャーはすぐにルールの根幹を崩くずそうとするね！

　レイヴェルが言う。

「ルールも単純ですので、作戦もいたって簡単です。──多段式ロケットの要領でいきます」

『──っ』

　レイヴェルの立案に皆が息を吞のむ。

　……多段式ロケット。つまり一いつ緒しよに飛んで行くけど、途と中ちゆうで切パりー離ジしていくことを示し唆さしていた。

　レイヴェルが続ける。

「相手も世界樹ユグドラシルを上に進んでいく途中で、競争相手のこちらに選手をぶつけてくるでしょう。そうなりますと、こちらもそれに相対していただく選手を置いていかねばなりません。両チームの認識として、ゴールに一人でもたどり着けばいいという点と、『王キング』は残さないといけないという点は共通ですから」

　……まあ、そうなるよな。単純なルールだからこそ、そういう状じよう況きようになることが容易に想像できてしまうわけだ。

　イリナが言う。

「全員対全員ってこともありえるわよね？」

　確かに世界樹ユグドラシルの途中で全員で戦うこともあり得るかもしれない。

　レイヴェルは言う。

「混戦のことですね？　あり得るかもしれませんが……それでも相手チームの性質上、おそらく、選手それぞれの判断でこちらに向かってくると思いますわ。あちらは強力な選手ばかりですが、それゆえ自己の主張が強いです。それは『王キング』であるテュポーンからしてそうですし。つまり、チームのまとまりがないため、個々で攻せめてくる可能性が高いということですわ」

　レイヴェルの言う通り、ヴィーザルさんのチームはそんなにチームプレイに秀ひいでていない。個々の性格と戦闘力が強いため、それぞれに戦い方を任せて戦果を挙げるタイプのチーム構成だ。

　試合前にもレイヴェルが言っていたことだった。もし、相手チームにつけいる隙すきがあるとすれば、チームのまとまりが弱いことだと──。

　だから、レイヴェルは相手が世界樹ユグドラシルを登るなかで、個々にこちらに襲おそいかかってくる可能性を強調しているのだ。

　俺がそれに納得して訊きく。

「それで、レイヴェル。相手がぶつけてくる選手に対して、こちらは誰だれで対処すればベストか決めていくってわけだな？」

　レイヴェルがうなずく。

「はい。相手選手との相あい性しようを考えて、ある程度の対応パターンを決めておこうと思います」

　こうして、俺たちは疑似世界樹ユグドラシルを駆け上がる前に、相手の出方についての対処方法を話し合ったのだった──。







　そして、ついに試合がスタートするときが来た。

　実じつ況きようが叫さけぶ。

《さあ、時間となりました！　両チーム、スタート位置についております。フィールドで号ごう砲ほうが鳴った瞬しゆん間かんにスタートとなります！　両チーム、観客の皆みなさまもいいですね？》

　しばしの静せい寂じやく──。

　そして、パァァァァァァァァンというけたたましい号砲がフィールドに鳴なり響ひびき、

《スタートですッッ！》

　実況の声と共に俺たちは走り出した！

　まず、らせん階段を駆かけ上がる組と、浮島を経由しながら空を飛ぶ組に分かれる。これは一カ所に留まることで、一いち網もう打だ尽じんの攻撃を受けないためだ。

　やられたら試合終しゆう了りような『王キング』の俺は、階段のほうから登り始めた。これは暫ざん定ていの決定だ。状況に応じて、空を飛んで行くことも思し慮りよした上で、スタートは階段ということになった。

　階段を上がるのは、俺とイリナ、ゼノヴィア、ロスヴァイセさん、レイヴェルに百鬼という比ひ較かく的体力に自信のあるタイプ。俺は素早く真しん紅くの鎧よろいと化した。

　空を飛んで上がるのは、ボーヴァとロイガンさん、ビナー氏。元のサイズになっているボーヴァの肩かたに体力に自信のないアーシアとエルメンヒルデが乗っていた。空を飛ぶと狙ねらい撃うちされやすいかもしれないが、ボーヴァとビナー氏がアーシアとエルメンヒルデの守りになるので、よほどのことがない限りは崩れない布ふ陣じんだ。

　階段組も猛もうスピードで駆け上がる。すると、両チーム用に二重のらせん階段が設置されているため、階段を駆け上がる相手チームを互たがいに視認できてしまう。

　あちらの階段組は……ヴィーザルさん、アルテミスさん、ブリュンヒルデさんだ。残りは空を飛んでいるということになる。

　……あっちの『王キング』テュポーンは空を飛んでいるってことか。大胆不敵だね。落とされる心配なぞハナっからしてないってことだ。

　両チームとも、世界樹ユグドラシルを駆け上がり続けること、三十分──。

　世界樹ユグドラシルの周囲に宙を漂う大きな浮島がいくつも見えてくる。……いかにも、「ここで戦闘できますよ」って、大会運営の心配りってやつが見えてくるぜ……っ！

　それは相手もわかったのか、ついに最初の襲しゆう撃げき相手が登場するっ！

　巨きよ大だいな浮島のひとつ、その中央に降り立つ者がいた。

　──オリュンポスの現主神たるアポロンさんだった。

　アポロンさんはこちらのチームに対して、言ってくる。

「私をここで押しとどめる相手は誰だろうか？」

　その声に作戦で決めていたメンツが、俺のチームから飛び出していった！

　アポロンさんが立つ浮島に、ゼノヴィア、イリナ、百鬼の三名が降り立った。

　ゼノヴィアが、デュランダル、エクスカリバーを両手に構え、イリナがオートクレールを両手持ちにする。

　百鬼は最初から闘気を高めて、龍りゆう鬼き人じんの姿になっていた。

　ゼノヴィアが不敵に言う。

「太陽神殿どの。私は兵藤一いつ誠せいの『騎士ナイト』だ。尋じん常じようにお相手していただこうか」

　イリナもオートクレールを構えて言う。

「ミカエルさまのＡエース！　紫し藤どうイリナ！　いまは兵藤一誠くんのチームメンバーです！」

　百鬼も闘気を滾たぎらせながら言った。

「五大宗家百鬼家次期当主、百鬼勾こう陳ちん黄おう龍りゆう。伝説の神さまにお相手してもらえるなんて光栄ですけど、こちらも赤龍帝の後こう輩はいなので、押し通らせていただきますよ」

　三名とも、伝説の太陽神を相手にあまりに大胆不敵だった！

　ったく、頼たよりになる仲間たちだぜ！

　アポロンさんも三人の名乗りに満足そうにしていた。

「赤龍帝の仲間らしい名乗りだ。私はアポロン。オリュンポスの主神をしている」

　それぞれが名乗り合ったところで、戦いは始まった──。

　開始してすぐにゼノヴィアたちをアポロンさんごと、ロスヴァイセさんの結界術で囲む。これは敵がその場から飛び出してこないようにするためと、仲間たちがやられたとしても結界術で時間を稼かせぐためだ。

　ロスヴァイセさんは、ミスティルティンの杖つえで強化した結界を最初の戦場を覆おおうために使った。

　結界を張ったら、俺たちは彼女たちを置いて、さらに上を目指す。

　下で、神こう々ごうしい光が何度も発生し、けたたましい破は壊かい音も聞こえてきた。戦いはさっそく激化しているようだ。

　ゼノヴィアたちにアポロンさんを任せて、上に上がること十数分ほど、世界樹ユグドラシルの巨大な空くう洞どう部分にたどり着いた。

　その空洞を抜ぬけると、さらに上に上がれる階段が続くようだ。

　空洞は上にも横にもあまりに広く、ど派手な戦いをしても十分なスペースがあった。

　つまり、そういうことなのだろう。

　運営は「ここでも戦える」と言いたいのだ。

　案の定、空洞の中心に待つ人ひと影かげがひとつ──。

　ドレスの上に軽鎧を着込んだ女性──女神アルテミスさんだった。手にはアルテミスさんの象しよう徴ちようとも言える弓矢を装備している。

　相手を確認したところで、レイヴェルが通信用インカムに連れん絡らくを入れる。

「アルテミスさまですわ」

　その一声のあと、空洞に入ってきたのはビナー氏と──アーシアだった！

　アルテミスさんの相手は、この二人に任せることになる。

　回復要員をここに置くのはしのびないが……ビナー氏に任せることで、アーシアの生存率を高めることと、単純に相手との相あい性しようゆえの判断だった。

「イッセーさん！　皆さん！　あとは頼たのみますね！」

　アーシアにそう言われる俺たち。

　女神の相手を二人に任せて、俺たちはまた戦場に結界を張って上を目指す。

　まあ、女性が相手ということで、俺が戦ったほうがいいかなとも思ったんだけど、ヴィーザルさんとの戦いを考えると、単純にスタミナの件もあるし、それ以上に適任の仲間がいたので、ビナー氏とアーシアに任せることになった。

　二人に空洞での一戦を任せて、俺とレイヴェルたちはさらに上へと階段を駆け上がっていく！

　開始から一時間が過ぎた頃ころ、ついに世界樹ユグドラシルの中腹が見えてきた。

　中間地点を知らせるフラッグが、世界樹ユグドラシルのあらゆるところに立っていた。

　中間地点を過ぎたところで、今回うちの『兵士ポーン』たるレイヴェル、ボーヴァ、エルメンヒルデが『女王クイーン』にプロモーション。

　これで一応戦力は増した。ま、相手にとっちゃ微び々びたる変化に過ぎないだろうが……。

　中間地点を過ぎて数分のところで、いままでにないほど巨大な浮島が空中に出現する。

　それを視認したとき、巨大な影がそこに降り立つのが見えた！

『うおっしゃああああああああああああああああああああっ！』

　大声を張り上げて、浮島に降り立ったのは──なんと、相手チームの『王キング』テュポーンだったっ！

　テュポーンが、大おお仰ぎようなポージングで、こちらに指を突つきつける！

『さあ、俺の相手はどいつだ!?　赤龍帝でもいいぞ！』

　豪ごう快かいにそう叫んでくる。

　めっちゃテンション高めだった！　大会で戦えるのが本当に楽しいんだろうな！

　テュポーンがここで出てきて、一応、対応する相手は決まっているが……俺もこいつの相手をできればしたほうがいいように思える！

　頂上を目指すルールだけど、『王キング』を倒たおしても終わりだから、俺がテュポーンを──。

　そう思慮していると、上から戦意が漂ただよってきた！　見上げれば、階段の上のほうから、ヴィーザルさんが俺に向けて、どこぞを指さしている。

　指の方向に視線を送ると──そこにも巨大な浮島が浮かんでおり、俺を相手に「そこに来い」と誘さそっているようだった。

　……なるほどね。テュポーンの相手をさせるぐらいなら、自分が相手をするってことだろう。

　俺はレイヴェルとロスヴァイセさんと目で合図をし合い、うなずき合う。

　テュポーンの相手には、ボーヴァ、ロイガンさん、エルメンヒルデに出てもらい、俺とレイヴェル、ロスヴァイセさんは、ヴィーザルさんと──ブリュンヒルデさんが率いるヴァルキリー隊と戦うことを決めた。

　それぞれの戦場となる浮島に、俺と仲間たちが降り立った。

　世界樹ユグドラシルを駆け上がる戦いは、中間地点を過ぎたところで、早くも正念場を迎むかえる。







　　　Life.D×D VS Life.GOD　神々への挑ちよう戦せん　─赤い龍りゆう─







　僕──木き場ば祐ゆう斗とは主あるじであるリアス姉さんやチームメンバーと共にスタジアムの関係者用観戦ルームでイッセーくんたちの試合を観戦していた。

　彼らは頂上を目指していくなかで、ポイントごとに仲間たちを配置させて、相手チームの選手に対応させた。

　アポロン神対ゼノヴィア、イリナさん、百鬼なきりくん。

　アルテミス神対アーシアさん、ビナー・レスザンさん。

　テュポーン対エルメンヒルデさん、ボーヴァさん、ロイガン・ベルフェゴールさん。

　そして、ヴィーザル神対イッセーくん、その近くではヴァルキリー隊対ロスヴァイセさん、レイヴェルさんという組み合わせだ。

　すでに戦いは始まっており、疑ぎ似じ世界樹ユグドラシルの各所で激しい攻こう防ぼう合戦となっている。

　まずは最初に出くわしたアポロン神とゼノヴィアたちの戦いだ。

　ゼノヴィアのもとにイッセーくんが飛ばしたであろう飛ひ龍りゆうが飛来して、変形しながらゼノヴィアの体に張り付いていく。たちまちゼノヴィアは真紅のクリムゾン・破壊デストラクシヨン龍騎士・ドラグナーと化していった。

　ゼノヴィアとイリナさん、剣けん士し二人が絶ぜつ妙みようのコンビネーションでアポロン神に斬きり込んでいく。

　しかし、アポロン神は、輝かがやく神のオーラを片手に少しだけまとわせて、剣士二人の高速剣をさばくだけだった！　わずかな所作だけで二刀流（デュランダル、エクスカリバー）のゼノヴィアとイリナさんのオートクレールをさばき続けている！

『押し通るッッ！』

　そこに龍りゆう鬼き人じんと化した百鬼くんが、恐おそるべき速度で距きよ離りを詰つめて、アポロン神に肉にく弾だん戦を仕し掛かけた。闘気がこもった拳こぶしと蹴けりの乱打、乱打、乱打、乱打！

　アポロン神はゼノヴィアとイリナさん、百鬼くん、三人同時の近距離戦に応じなければならなかった。──が、太陽の神は片手でそれらをさばききってしまう！

「この肉弾戦をさばくのね！」

　隣となりでリアス姉さんが舌を巻いていた。

　ゼノヴィアとイリナさん、百鬼くんが一いつ旦たん距離を取り、ゼノヴィアがエクスカリバーを形態変化させて鞭むちのようにしならせてアポロン神に放った。これは擬ぎ態たいの特性だ。

　さらにそれに天てん閃せんの速度と、透とう明めいの特性を上乗せして、攻こう撃げきの先せん端たんを見えないようにした、エクスカリバー特性の複合攻撃だ。

　けど、アポロン神は鞭と化したエクスカリバーが見えなくとも、軽やかに避よける！　わずかなオーラの流れでも読んでいるかのようだ！　いや、実際そうなのだろう！

　避けられた透明の鞭は、彼らが戦っている浮うき島しまの地面を大きく破壊した。これは破壊の特性だ。ゼノヴィアは本当にエクスカリバーの複合特性をうまく扱あつかえるようになった。

　ゼノヴィアは透明な鞭のエクスカリバーをしならせ続けて、アポロン神がそれを避け続けるなかで、イリナさんがオートクレールの聖なるオーラを滾たぎらせていた！

「はあああああああああああっ！」

　気合い一閃！　イリナさんがオートクレールを連続で振ふり下ろす。すると、そのたびに強力な聖なるオーラが、アポロン神に向かっていった！

　アポロン神はこれを、やはり手に神のオーラをわずかに灯ともして、弾はじいてしまう。それも飛ばした連続オーラをすべてだ。

　構わずにイリナさんはゼノヴィアのように天使の光力で鞭を作り出し、戦友と共に鞭の同時攻撃を繰くり広げ始めた！

　一方は見える光力の鞭、もう一方は見えない透明な鞭、それらが同時に繰り出されるのだ。視界と気配、どちらも神がかり的なものでもない限り避けられないだろう。

　そう、神がかり的な……。だからこそ、アポロンは神だからこそ、鞭の同時攻撃を避けてしまうのだった！

『はあああああああああああああああっ！』

　百鬼くんが遠くから、闘気を球体状にしてアポロン神に撃うち放ち続ける！　その数は十や二十ではきかない。百単位の闘気弾だんが太陽の神に撃ち込まれる。

　百鬼くんの闘気、オーラの潜せん在ざい量も驚おどろきだが、それをすべて片手で弾いてしまうアポロン神……っ！

　ゼノヴィアが百鬼くんの放つ闘気の弾に視線を送りつつ、叫さけぶ。

『曲がれ曲がれ曲がれェェェェェっ！』

　百鬼くんの放つ闘気の弾が──軌き道どうを変えて、アポロン神の死角を狙ねらっていく！　これは、ゼノヴィアがエクスカリバーの支配の力を使ったのか!?

　──が、アポロン神にはそんなゼノヴィアの成長すらも通じず、避けるか弾いてしまう。

　百鬼くんの闘気を弾きながら、アポロン神は前方に飛び出した。

　神速で距離を詰めて、ゼノヴィアの腹部に強力な掌しよう底てい打ちを放った！　その一発は、ゼノヴィアが装着している鎧よろいを砕くだいて、生身に届く！

『がはっ！』

　まともに食らったゼノヴィア！　太陽神の一いち撃げきは悪あく魔まが苦手な光がたっぷりだ。普ふ通つうならば、この神の一撃でリタイヤしてもおかしくない。

　──だが、ゼノヴィアは消えず、距離の近いアポロン神に向けてデュランダルを振り下ろした。

　アポロン神はそれを避けようとするが──。

『取った！』

　イリナさんが光力の鞭をアポロン神の空いた手に巻き付けた！　逃にげられないアポロン神にゼノヴィアの一撃が振り下ろされる！

　だが、アポロン神は素早くゼノヴィアを蹴り飛ばしてしまった！

　後方に飛ばされるゼノヴィアだが……すぐに起き上がる。先ほどの掌底打ちと、いまの蹴り。どちらも太陽の力は込められていた。

　しかし、ゼノヴィアは健在だった。

　理由は彼女の腰こしで輝く鞘さやにある。──エクスカリバーの鞘だ。

　リアス姉さんが唸うなる。

「……これが、持ち主を限定的に不死身にするというエクスカリバーの鞘」

　そう、ゼノヴィアは現在限定的な不死身と化している。太陽神の攻撃で致ち命めい傷しようを受けても、鞘がある限り傷を癒いやしてしまう。

　アポロン神が感心していた。

『エクスカリバーの鞘……。なるほど、光が弱点ではない天使と龍りゆう人じん化の少年以外に悪魔の貴公を私にぶつけてきたのはそれが理由か。あなた方のチーム構成からすれば最良の人選と言える』

　ゼノヴィアがデュランダルとエクスカリバーを構えて、神に告げる。

『最悪、イッセーがそちらの「王キング」を倒すか、先にうちのチームの誰だれかがゴールするまで粘ねばればいいのだからね』

　ゼノヴィアと共にイリナさんと百鬼くんも構えた。

　相手は格上だ。神だ。伝説の太陽神だ。敗北は必ひつ至しとみていい。

　それでも彼らは一切戦意のオーラを揺ゆるがすことなく、太陽の神、オリュンポスの現主神を前に攻撃の姿勢を作っていた。

　イリナさんが言う。

『ダーリンね、イッセーくんはね、勝つよ？　だって、私のダーリンだもんッッ！』

　百鬼くんが全身に闘気を滾らせて言った。

『俺は──あのヒトのもとで、強くなると決めた。強くならないといけないんだ。あいつに……俺たちの運命の選せん択たく肢しを勝手に変えたあいつに勝つためになッッ！』

　ゼノヴィア、イリナさん、百鬼くんの迫はく力りよくにアポロン神はもう片方の手を解禁する。

　両手に神のオーラをまとい、全身からもオーラを解き放つ。

『私は派手な戦いは好まない。──が、戦士の期待には応こたえるようにしている。太陽を冠かんするということを、存分に味わってもらいたい』

　そして、ゼノヴィアたちの戦いは激化の一いつ途とをたどることになる。

　一方で、女神アルテミスと戦うアーシアさんとビナー・レスザンさん。

　ビナーさんは魔ま王おうクラスのオーラを全身から放ち、アルテミス神が放つ神の矢を打ち落としていく。

　アルテミス神が放つ矢は、ひとたび放たれれば、相手がどこにいようとも射い貫ぬこうとする。放たれた矢は、宙で軌道を変えて、逃げる目標を追うのだ。

　しかも、矢には神のオーラが込められている。一度でも受ければ致命傷は確定だろう。

　ビナーさんはそれをすべて魔ま力りよくで打ち落とし、隙すきを見ては魔力の一撃を放っていた。ただし、アルテミス神もビナーさんの魔力を矢で相そう殺さいしたり、避よけてしまっていたが……。

　女神と悪魔の女性の攻防は、世界樹ユグドラシルの空くう洞どうで行われているが、弾かれた矢と魔力が、世界樹ユグドラシルの内部を激しく破は壊かいした。

　だが、レーティングゲームのシステムがすぐに起動して、壊こわれた箇か所しよをすぐさま修復していく。そうでなければ、この世界樹ユグドラシルはもうとっくに致命的な損傷を受けていただろう。

　アルテミス神は、ビナーさんの隙を見ては矢をアーシアさんに放つが──。

『アーシアたんを守る』

　その矢は、すでに召しよう喚かんされている龍りゆう王おうファーブニルの鉄てつ壁ぺきすぎる守りに阻はばまれる。

『くっ！　堅けん牢ろうな！』

　ファーブニルの防壁にアルテミス神も舌を巻いていた。

　アーシアさんを守るというあまりにも強すぎるファーブニルの意志は、相手が女神であろうと関係はなかった。

　さらにアーシアさんも守られるだけではなかった。レーティングゲームのルール上、強すぎる使い魔には制限がかけられる。ファーブニルを長い時間、ここに留とどめることはできないのだ。

　だからこそ、ファーブニルを呼んでいる間にやれることをするしかない。

　アーシアさんはポシェットを探ると──アレを取り出した！

　──下着、パンツだった。

　実じつ況きようが吼ほえる！

《あーっとッ！　アーシア選手、パ、パ、パンツを取り出しましたぁぁぁぁ！　こ、これはアレか!?　例の、噂うわさの、アレが出てしまうのか!?》

　ファーブニルの特性はすでに噂で広まっているのか、実況がまくしたてて、観客席も期待一色になっていた！

　アーシアさんは羞しゆう恥ちで顔を赤く染めながらも声を張り上げる！

『ファーブニルさんのお、お、お、おおおおおおお、おパンティー教室、始まりますよぉおおおおおおおっ！』

　──やけくそだった！

　アーシアさんがファーブニルに向けてパンツを投げる！

　ファーブニルはそれを口でキャッチして、食べ始めた！　やはり、パンツを食べるのか！

　しばしの咀そ嚼しやく音──。

　あまりの光景にビナーさんとアルテミス神も手を止めて、ファーブニルに注目していた！

『アーシアたんの透すけ透けおパンティーをいただきました』

　途と端たんにファーブニルの全身がまばゆい輝きを放つ。

　──何の光だ!?

　なんで光る!?　下着にどんな効果が!?

　ファーブニルが、口を地面に向けると──そこから、はしごのようなものが出てくる！

　なんではしごが!?

　もう、僕らの理解を超こえている！

『今週のビックリドッキリモンスター、発進』

　ファーブニルがそう言うと、はしごを伝って、口から──何かが出てきた！

『オパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティー』

　奇きっ怪かいな声をあげながら、小型のファーブニルが大量に口から出てくる！

　なんだ、これは……？　何が起こっているというんだ……？

　観戦室の皆みなも、呆あつ気けにとられ、信じられないという顔になっている！

「……先週は何が出てきたのかしら？」

　リアス姉さんが、わけのわからないことを口にしていたが……おそらく、酷ひどく混乱しているのだろう。

　小型のファーブニルは、二桁けたを超え、百単位で横一列に並び、アルテミス神に向かっていく！

『な、何をするというの……？』

　女神も怯おびえていた！

　小型ファーブニルが、アルテミス神に向かって飛びかかり始めた！

『オパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティー』

　ただし、狙うのは下腹部！　女神の股まただっ！

　小型ファーブニルの一体が、アルテミス神の──下着に食いついた！

　皆が理解する！

　──あ、小さいファーブニルが女神のパンツを食べる気だ！

　そう理解するしかなかったのだ！

『──私の下着を取るつもり!?　そんなバカな!?』

　アルテミス神が体によじ登ってくる小型ファーブニルを振ふり払はらうが、彼らは怯ひるむことなく、ただただアルテミス神の下着を狙う！　狙い続ける！

《あーっと！　なんということでしょう！　龍王の一角ファーブニルが放った分身体が、アルテミス選手の下着を取ろうとしている！》

　実況もそう叫ぶしかなかった！

　アルテミス神が、矢にオーラを滾たぎらせて、小型ファーブニルの群れを吹ふっ飛ばそうとするが──。

　吹っ飛ばしたところで、ファーブニル本体の口からは、新たな小型ファーブニルが供給されるだけだ！

『ごめんなさいごめんなさい！　すみませぇぇぇぇぇんっ！』

　泣きながら、この状じよう況きようを謝るアーシアさん！

　しかし、アーシアさんとファーブニルの連れん携けいは女神に確かな打だ撃げきを与あたえていた！

『ならば、主あるじを狙ねらうまでッ！』

　アルテミス神が目標を大本のアーシアさんに変えたところで、

『アーシアたん、守る』

　ファーブニルの強い意志は女神の強力な一撃を弾はじいてしまう。

『なんて強固なっ！』

　驚きよう愕がくするばかりの女神アルテミス！　当然だが、パンツで動く龍王の力は女神の理解を超えているのだろう！

　実況がこの状況を解説する。

《これはおそろしい！　龍王が放った分身は、女神アルテミスの下着を狙い続け、対するアルテミス選手がアーシア選手を狙おうにも鉄壁のファーブニルが守り切る！　逆に、ファーブニルがダメージを受けても、背後にいるアーシア選手が回復させてしまいます！　女性相手に限れば、攻守完かん璧ぺきな布ふ陣じんと言えるでしょう！》

　そこにビナーさんも魔力で攻こう撃げきを加えていく！

『隙ありですっ！』

『くっ！』

　下着を守りながら、魔王クラスの相手をしなければならないアルテミス神。

　女神アルテミスは、アーシアさん（＋ファーブニル）とビナーさんのコンビに想定外の苦戦をしているようだった。

《アルテミス選手は選せん択たくしなければいけないのかもしれませんね。最後まで下着を守りつつ、集中力の欠けた攻撃を加えていくか。あるいは恥辱を受け入れて、攻撃に専念するかっ！》

　解説役のゲストが言うように、ファーブニルが消えるまで、この連携は続くだろう。

　レイヴェルさんの采さい配はいだろうが、この対アルテミス神の対処方法は見事だった。

　苦戦する戦いがあれば、善戦する戦いもあり──。

　そして、こちらの相手は凶きよう悪あくだ。

　三つ目の戦い、エルメンヒルデさん、ボーヴァさん、ロイガンさん対テュポーンの戦いは──一方的だった。

『がははははははははっ！　活いきのいいことだッ！』

　世界樹ユグドラシルの中間地点より少し上にある広大な面積の浮うき島しま──。

　そこでは、局地的に天候が荒あれに荒れ、豪ごう雨うと稲いな妻ずまが降り注いでた！

　台風の語源となったテュポーンは、攻撃を繰くり出すだけで、天候を塗ぬり替かえてしまう。

　ボーヴァさんが突とつ貫かんしようとすれば、激しい雨風を向かわせて、ボーヴァさんの勢いを殺してしまう。

　エルメンヒルデさんが、事前に用意していたイッセーくんとレイヴェルさんの血を飲み、ドラゴンと不死鳥の特性を出したところで、魔ま物ものの王の攻撃は凌しのぎきれなかった。

　けど、リタイヤせずに済んでいるのは、ロイガン・ベルフェゴールさんの存在が大きい。

　テュポーンが繰り出す強風、稲妻の類たぐいに『裂さけ目』を作るのだ。『裂け目』の出来た風、稲妻は、直ちよく撃げきすることなく、あらぬ方向に逸それていった。

　テュポーンが天候操作を一いつ旦たん止めて、口から莫ばく大だいな火か炎えんを吐はき出しても、ロイガンさんが巧たくみに『裂け目』を入れて、炎ほのおを分断させたり、勢いを殺してしまうため、凶悪な攻撃力は分散されてしまっていた。

　おかげでボーヴァさんとエルメンヒルデさんに大きなダメージはいまだにない。

　元魔ま王おうクラスと言われたロイガンさん。『王キング』の駒こまを返へん還かんして、力が落ちたとはいえ、これだけの特性を発揮している……。

　どうやら、攻撃のピンポイントを見定めて、『裂け目』が出来やすい箇か所しよに特性を放っているようだった。

　おそらく、それは離はなれ業わざ、達人の域と言えるものだろう。

　攻撃を散らし、隙すきを見つけたところで、ボーヴァさんとエルメンヒルデさんが攻撃を繰り出す。

　目立ったダメージはテュポーンには見当たらないが、確実にボーヴァさんたちの攻撃は当たっていた。

　これに遥はるか格上の魔物の王テュポーンは、驚おどろき、楽しげな笑みを見せた。

『大したもんだ！　俺より弱いはずなのに、俺の攻撃を全部崩くずすとはな！』

　ロイガンさんを褒ほめ称たたえるテュポーン。

　とうのロイガンさんは『どういたしまして』と優ゆう雅がに微笑ほほえむが……そのスタミナが無限とは思えない。

　いずれ、テュポーンの体力に押されるときがくる。

　それでもなお魔物の王を相手にしてやられず、攻撃の機会を生むロイガンさんに元二位の意地を見てしまう。

　──だが、一撃でも攻撃を食らえば、彼らはリタイヤの光に包まれる。

　この試合、これまでのなかでもここが一番ギリギリな戦いを強しいられていた。

　そして、僕たちは一番高いところで戦うイッセーくんたちの試合に視線を送るのだった──。




　　　　─○●○─




　俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいは、仲間のなかで最も進んだところにある浮島に降り立ち、眼前の相手に視線を向けていた。

　相手は──北ほく欧おうの主神ヴィーザルと、ヴァルキリー隊だ。

　隊長のブリュンヒルデさんを中心に四名の戦いくさ乙おと女めが並ぶ。

　こちらは俺とレイヴェルとロスヴァイセさんの三人だ。

　ヴィーザルさんが気軽に手を挙げてくる。

「よっ、赤せき龍りゆう帝てい」

　ヴィーザルさんが人差し指で上空を指す。

「上、行きたいんだろう？　まあ、ルール上、先にゴールしたほうが勝ちだ。──けど、それじゃつまらないよな？　俺も、観ている客もな」

　言うなり、ヴィーザルさんはつま先を地面にトントンと着いた。

「だから、ここで勝負といこうか。俺と赤龍帝、あとはヴァルキリー同士でやってもらおう。不死鳥のお嬢じようさんも含ふくめてな」

　……まあ、わかりやすいわな。俺とヴィーザルさん、ロスヴァイセさんとレイヴェルはヴァルキリー隊の相手ということだ。

　ロスヴァイセさんがブリュンヒルデさんとむかしの仲間たちを前にする。

「……ブリュンヒルデ先せん輩ぱい、皆みんな」

　ブリュンヒルデさんが腰こしから剣けんを抜ぬき放はなちながら言った。

「あなたとは……訓練以来かもしれないわね」

　ロスヴァイセさんもミスティルティンの杖つえを取り出しながらうなずく。

「……はい、一度も勝てませんでしたが、それでも挑いどませてもらいます」

「ええ、それで構いません。いまの私の主はヴィーザルさま。あなたの今の主は、そこの『赤い龍』。互たがいに引けぬものはあるでしょうから」

　構えるロスヴァイセさんにレイヴェルが言う。

「……微び力りよくながら、お手伝いしますわ」

　こうして、ロスヴァイセさん＋レイヴェルとヴァルキリー隊の戦いが始まる！

　その一方で、俺はヴィーザルさんと対たい峙じした。

　内なる声──ドライグが言う。

『堕だ天てん使しとの小こ競ぜり合いから始まったおまえの戦いも、ついに神が相手だ』

　ああ、そうだな。って、ロキのときにも戦ったけど……あれは仲間が多かったからな。

　ガチなのは、初めてかな。

『……俺もテュポーンと戦ってみたかったがな』

　魔物同士、思うところはあるだろうけど、いまは目の前の主神さまを倒たおさないとね！

　俺はヴィーザルさんと一度睨にらみ合ったあと、同時に前方に飛び出した！

　俺が拳こぶしで殴なぐりかかると、ヴィーザルさんは自じ慢まんの脚きやつ甲こうでそれを容易に受け止める！

　俺の拳と……ヴィーザルさんの蹴けりが互いに押し合う！

　──と、力を込めている間に俺は間かん髪はつ入れずに呪じゆ文もんを唱え出す！

「──我に宿りし紅ぐ蓮れんの赤龍よ、覇はから醒さめよ」

　右みぎ腕うでにある籠こ手ての宝ほう玉ぎよくから、真しん紅くの輝かがやきが生じる。その間にも、俺はヴィーザルさんと拳と蹴りの打ち合いをしていく！

『──我が宿りし真紅の天てん龍りゆうよ、王と成り啼なけ』

　オーフィスの声が宝玉から聞こえ、左腕の籠手の宝玉より、漆しつ黒こくのオーラが解き放たれた。

　漆黒のオーラを見て、一旦ヴィーザルさんが後方に飛び退のく。

「──濡ぬれ羽ば色の無限の神よ」

　真紅の極大オーラが、俺の全身を包み込んでいった。

『──赫かつ赫かくたる夢む幻げんの神よ』

　無限を意味する黒きオーラが、さらに俺を覆おおっていった。

「『──際さい涯がいを超ちよう越えつする我らが偽いつわりの禁を見届けよ』」

　真紅の鎧よろいは漆黒の様相を帯びて、龍りゆう神じんの力を具象化させていく。

　そして、最後の一節を謳うたう──。




「『──汝なんじ、燦さん爛らんのごとく我らが[image: ]ほのおにて紊みだれ舞まえ』」




「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーディーD∞Dデイーディー!!!!　D∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞Dデイーディー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞Dデイーディー!!!!!!　D∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞Dデイーディー!!!!!!!!》』」

　全身の宝玉から、『D∞Dデイーディー!!』と盛大に鳴なり響ひびき、象しよう徴ちよう的な∞の記号が浮うかび上がった！

「『《Dragonドラゴン ∞インフイニティ Driveドライブ!!!!!!》』」

　呪文を唱え終わった俺は、真紅と漆黒の鎧と化していた！

　いままでの疑ぎ似じ龍りゆう神じん化は、10カウントの間しか変化できなかったが……いまは違ちがう！

　左籠手の宝玉に浮かぶ∞の記号が、縦になり、ふたつ並んだ。

　それは「88」を意味する。つまり、いまの俺は──。

　ヴィーザルさんの蹴りを拳で突つき返し、北欧の主神の体勢を崩した！　そこに俺は瞬しゆん時じに詰つめ寄り、左の籠手からアスカロンを出現させた！

　ヴィーザルさんは刹せつ那なのタイミングで俺の切り払はらいを避よけて、アスカロンから距きよ離りを取ろうと、反対側に飛び退く！

　──が、俺のアスカロンは一本じゃない！

「アスカロンⅡゥゥゥッッ！」

『Bブlレaーdドeツ2ー!!』

　新たな音声と共に俺の右の籠手から、アスカロンⅡの刃はが飛び出した！　これは予想外だったのか、虚きよを突かれる格好となり、ヴィーザルさんは完全に避けきれず、左腕にアスカロンの一撃を許してしまう！

　アスカロンⅡは、今回の試合で出したのが初だ。そりゃ、驚くよな！

　ヴィーザルさんは左腕に斬撃を受けながらも俺を蹴り飛ばしていく！

　けど、俺も動じずに体勢を立て直して、高速で拳を打ち出していった！　ヴィーザルさんが得意の蹴り技で俺の攻こう撃げきを弾はじこうとするが──俺の拳はヴィーザルさんの蹴りを打ち返して、あちらの体勢を一瞬崩した！

　そこを見み逃のがす俺じゃない！　すぐに詰め寄り、その顔面にパンチを鋭するどく入れてやった！

　パァンという小気味の良い快音が辺りに響く。俺の拳はヴィーザルさんの顔に入ったが……あちらの放った電光石火のミドルキックも俺の左上じよう腕わんに突き刺ささっていた。

　……鎧越ごしでも衝しよう撃げきは伝わり、左腕にずっしりとしたダメージを与あたえていった。

　その一連の攻撃のあとで距離を取るヴィーザルさん。ヴィーザルさんの左前腕に一筋の裂れつ傷しようが生まれ、鮮せん血けつを流していた。鼻からも血が流れ出ている。

　──一発入れた。

　というよりも龍神化なら、相手が神だろうが戦える！

　ヴィーザルさんが前腕に力を込めると、出血が止まった。……筋肉を締しめただけで血を止めてしまうか……。

　ヴィーザルさんが鼻の血を指で拭ぬぐいながら楽しそうに言う。

「やるやる。神相手に食らいつきやがって。まさか、その状態のカウントがそんなに増えているなんてな」

　俺の籠手のカウントを見て、そう言う。

　ヴィーザルさんが言うように俺の疑似龍神化のカウントは、例の霊れい薬やくアムリタのおかげか、88分の間保もつようになった。

　一時間以上もこの状態になれる──。

　これはあまりにデカい変化だった。飛ひ躍やく的な進化と言っても過言じゃない。

　何せ、このクラスの神と戦えるこの龍神化は、この最強混合チームと戦うには必要不可欠な要素だからな。

　……けど、これは俺のなかに元々あった力なんだ。「切っ掛かけ」があり、この状態になれた。

「ま、こちらも死ぬ気でいろいろしてきたんですよ」

　俺の言葉にヴィーザルさんは満足そうだった。

　……と、攻こう勢せいに出られたものの、気になることはある。──右の籠手の宝玉に表示された「８」の数字だ。こちらはアムリタの効果を探るために神器セイクリツド・ギアの内側を調べたときには出てこなかった情報だ。

　……カウントの具合から、こちらは八分だと思われるが……。こちらのカウントは、ゼロになったとき、何が起こるんだ……？

　そんなふうに自身の変化に一いつ喜き一いち憂ゆうする俺からは少し離はなれたところで、ロスヴァイセさんとレイヴェルが、ヴァルキリー隊と熾し烈れつな戦いを繰くり広げていた。

　ヴァルキリー隊は、武器を片手にした近接タイプと、魔ま法ほうを主しゆ軸じくにした遠距離タイプに分かれ、近接と魔法、両方からロスヴァイセさんとレイヴェルを襲おそった！

　さらにその連れん携けいのあとに、ヴァルキリー隊の隊長たるブリュンヒルデさんが、濃のう密みつな魔法力がかかった剣（刀身に火か炎えんが宿っている）でロスヴァイセさんに攻撃を仕掛ける！

　ロスヴァイセさんは防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを展開して、ブリュンヒルデさんの剣を防ぐ。

　ブリュンヒルデさんが言う。

「防御の魔法！　ヴァルキリー時代には見られなかった魔法ね！」

　ロスヴァイセさんが押されながら言う。

「……意外とこちらの才能もあったんですよ！」

　ロスヴァイセさんは、右手に持つミスティルティンの杖を輝かせて、魔法の底上げをする！

　防御魔方陣の堅けん牢ろうさがアップして、ブリュンヒルデさんの魔法剣を押し返した！

　──が、押し返される前にブリュンヒルデさんが「解ッ！」と印を結んだ手を前に出すと、ロスヴァイセさんの防御魔方陣が解除されてしまう！

　ブリュンヒルデさんがヴァルキリー隊に命じる！

「いまよ！」

　ヴァルキリー隊が、ロスヴァイセさんに魔法の一いつ斉せい砲ほう火かを繰り出した！

「危ない！」

　レイヴェルが前に出て、魔ま力りよくで防御魔方陣を作り出し、ロスヴァイセさんを庇かばう！

　レイヴェルの防御魔力の精度は、魔法の本場出身であるヴァルキリー隊の魔法に押され、すぐに崩ほう壊かいして、一斉砲火がレイヴェルをくまなく打ち砕くだいてく！

　幸運なことにレイヴェルは不死鳥フェニックスだ。攻撃を受けても、炎ほのおが再構築されていき元の体を形作っていった。

　──とはいえ、体力は使う。何度も体を崩くずされたら、いずれスタミナ不足で倒れるだろう。

　押し返したと思ったところで、防御魔方陣を崩されたロスヴァイセさんはショックを受けていた。今回、事前に『僧侶ビシヨツプ』で登録し魔力の底上げをしていたのに……。

　ブリュンヒルデさんが言う。

「あなたはあの頃ころから弱点が直っていないわね。──攻勢に出られた、反はん撃げきできたと思ったとき、あなたは隙すきだらけになるわ。あの頃から変わっていない」

　先せん輩ぱいの痛つう烈れつな批判にロスヴァイセさんは悔くやしそうにしていた。

　ブリュンヒルデさんは剣けんをロスヴァイセさんに向けて構える。

「その杖つえのおかげで、魔法の威い力りよくでは、私を超こえるでしょう。いえ、杖がなくてもあなたは私よりパワーの面では上だった。けれど、魔法は威力だけではないわ」

　ブリュンヒルデさんの周囲に再度、ヴァルキリー隊が列を組む。

　戦いくさ乙おと女めたちが言う。

「ロスヴァイセ、かわいそうだけど、隊長の命令だからね」

「先に彼氏を作れそうなバツよ！」

「でも、奥手なあなたのことだから、キスのひとつもしていないでしょうけど！」

　そんなことを口々にしていた。

　ヴィーザルさんが俺に言う。

「ヴァルキリーは大きく分けて二種類いてな。早めにイケメンを見つけて寿ことぶき退社する子たちと、いつまで経たっても恋こい人びとができずにヴァルキリーを続ける子に分かれる。こいつらがここにいるのは、まあそういうことだ。隊長を含ふくめてな」

　あ、このヴァルキリー隊は彼氏いない子たちなんだ……。って、ブリュンヒルデさんも……？

　興味深く視線を送っていると、ブリュンヒルデさんは誇ほこらしく言った。

「乙女のキスと純血はいつか必ず現れる白馬に乗った王子さまのために取っておくものです！　そうよね、皆みんな！」

『はいっ！』

　ブリュンヒルデさんの言葉にヴァルキリー隊も力強く応じていた。

　……は、白馬に乗った王子さまかぁぁぁぁぁぁぁっ！

　……ま、まさか、ヴァルキリーの隊長が……最強のヴァルキリーが……夢見る乙女だったなんて……！　くっ、かわいいじゃないか！

　しかし、ロスヴァイセさんは顔を赤くしてつぶやく。

「──しました」

「え？　何？」

　聞き返すブリュンヒルデさんにロスヴァイセさんは正面からハッキリ言う。

「キスしました。兵藤一誠くんと」

　その一言に──ブリュンヒルデさんはじめ、ヴァルキリー隊の面々は凍こおり付く。

　しばし、固まり、無言となっていた。

　全身を震ふるわせながら、ブリュンヒルデさんが言う。

「……キ、キ……キキキキキ……キス、したの？　男性と？」

　ブリュンヒルデさんの問いにロスヴァイセさんはこくりとうなずく。

　戦乙女たちは衝撃を受けたようで、攻撃の構えを解いてしまった！

　そ、そんなに!?　男性に縁えんのないヴァルキリーにとって、キスは一大事ですか!?

　ブリュンヒルデさんが叫さけぶ。

「やんだっ！　スケベすぎっから！　ロセったら、エロエロだぁぁぁぁあっ！　結けつ婚こんさする前になんてこどしてんだっぺか！」

　方言丸出しになっちまったぞ！　「だっぺ」って！

　ヴァルキリーの隊員たちも、顔を真っ赤にして口々に言う。

「エロだべエロ！」

「ロセが遠くにいっちまっただよ！」

「わたすなんて、男性と手さえ握にぎったことねぇのに！」

「しかも年下の男の子とだなんて、とんでもねぇスケベ娘むすめだっぺよ！」

　…………。

　……な、なんとも言えない俺だった。そ、そうか、彼氏できないヴァルキリーって、ここまで純情なヒト多いんだ。確かにロスヴァイセさんも相当その辺にウブだったもんな。

　うわぁ、もったいない！　皆、美人ばかりなのに彼氏いないのか！

　つーか、ヴァルキリーって方言標準装備なんだ……。今日はいろいろと学ぶことが多いな……。

　ヴィーザルさんが小声で言ってくる。

（ブリュンヒルデな、いまだ処女なんだ。もちろん、あそこの隊員も全員な。彼女たち、ロスヴァイセ以上に奥手だ）

　マジか！　ブリュンヒルデさんとヴァルキリー隊の皆さん……。

　すごい展開になったが、我らが軍師さまはこの隙を見逃すわけもなく──。

「攻撃の姿勢が解けましたわ！　ロスヴァイセさま、魔法で反撃に出ましょう！」

「そ、そうですね！」

　ロスヴァイセさんはすぐに応じて、杖を片手に攻撃魔法をヴァルキリー隊に放つ！

　極大なフルバーストがヴァルキリー隊に降り注ぐ！　気持ちで負けてしまった（かつての同どう僚りようが自分より先にキスした）せいか、ヴァルキリー隊は──。

「「「「キャーッッ！」」」」

　ロスヴァイセさんの強大に高まった魔法力の前にまとめてリタイヤの光に包まれていく！

《「王たちの戯たわむれ」チーム、「兵士ポーン」四名リタイヤ！》

　リタイヤの報告が流れていた！

　よっしゃ！　なんか、わからないけど、昨夜ロスヴァイセさんとキスしたことが、局面に影えい響きようするなんてね！

　しかし、ロスヴァイセさんに隊員をやられたことでブリュンヒルデさんも冷静になったようで、気を取り直して剣の構えをあらためる。

　その剣に光が煌きらめく。あれは光の魔法だろう。ロスヴァイセさんとレイヴェルが悪あく魔まのため、弱点である光を剣に付ふ与よしたのだ。

「私としたことが、失態を演じたわ。あらためて攻こう撃げきを再開しましょうか」

　ロスヴァイセさん＋レイヴェルとブリュンヒルデさんの戦いは過熱していった。

　──と、ヴァルキリー同士の戦いに気を配るのもいいが……まずは眼前のヴィーザルさんと戦わないとな。

　ヴィーザルさんがこう言ってくる。

「このままぶつかり合ってもいいんだが、エンターテインメント的じゃないな。──俺もひとつ観客の心をつかんでみようか」

　言うなり、ヴィーザルさんは手元に小型の魔ま方ほう陣じんを展開させた。北ほく欧おう式の紋もん様ようだった。

「そちらの『僧侶ビシヨツプ』、アーシアちゃんと言ったかな？　彼女の龍りゆうの巫み女ことしての活かつ躍やく、個人的に注目させてもらった。ゆえに俺も名のあるドラゴンとの契けい約やくに興味が出た。だから、チームに入れたのさ」

　おそらくヴィーザルさんが言っているのは、あちらのチームに入っているミドガルズオルムのことだ。

　今回の試合にもエントリーしているが、ここまで姿を見せていない。たぶん、世界樹ユグドラシルの根元で寝ねているんじゃないかな……。

「──来い。大龍の意識よ」

　ヴィーザルさんがそう言うと、手元の魔方陣から何かが上空に投とう影えいされる。

　それは世界樹ユグドラシルの下で寝ているであろう巨きよ大だいなドラゴンの姿だった。元は五百～六百メートルの巨体だからな、ここに直接は呼び出さず、意識だけを投影したんだろう。ロキ襲しゆう撃げき事件の折に意識を呼んだときと同じだ。

「ようやくお出ましのときだぞ、ミドガルズオルム。……おい、起きているのか？」

　ヴィーザルさんが投影されたミドガルズオルムに話しかけるが……。

『…………ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ…………』

　怠なまけドラゴンはいまだ寝ていた。

「……起こさないとダメか」

　嘆たん息そくしながら、ヴィーザルさんが投影された映像に指をつんつんすると、あちらにも影響があったのか、ミドガルズオルムが目を開ける。

『…………んあ？　誰だれだい？　って、ヴィーザルかー。どうしたんだい？』

「どうしたんだい？　じゃないだろう。この間の契約通り、力を貸してもらう」

『……んー、仕方ないな。すぐに終わらせてね』

　そのやり取りのあと、手元の魔方陣が発光し、宝ほう玉ぎよくと化した。

　その宝玉は驚おどろくほどに覚えのあるものだった。……アザゼル先生が、以前にあんなのを使っていた……。

　ヴィーザルさんは右足を上げると、脚きやつ甲こうに施ほどこされていたであろう仕し掛かけを作動させる。ふくらはぎの側面に何かを収める窪くぼみが現れた。

　その窪みに宝玉を取り付けていく。刹せつ那な、脚甲に取り付けた宝玉が、灰色の発光現象を起こし始めた。

　……まさか、そんなことが……っ！

　ヴィーザルさんの体を灰色のオーラが覆おおっていく。

「この脚甲は、改良型だ。グリゴリの協力でな、俺たち北欧も本場の世界樹ユグドラシルの力を使って、神器セイクリツド・ギアシステムを少し真似てみたっ！」

　目を覆いたくなるほどの光量がヴィーザルさんから発生し、この浮うき島しま全体を包み込んでいった！　光が収まるとそこには──俺やヴァーリ、匙さじのようにドラゴンの力を具現化させたようなフォルムの全身鎧プレート・アーマーがあった！

　既き視し感があって当然だ！　あれは……ファーブニルを鎧化していたアザゼル先生のときとそっくりなんだ！

　人工神器セイクリツド・ギアの鎧！　それをヴィーザルさんが使った！　契約したのは……龍りゆう王おうのミドガルズオルム！　灰色の全身鎧プレート・アーマー！

　ただし、俺たちやアザゼル先生のとも少々差異はあり、鎧は主おもに脚きやく部ぶに装備、仕組みが集中しているスタイルのように見えた。腕うでに比べると脚部のほうが装そう飾しよくも多めだ。持ち主が蹴けり主体ゆえの形だろう。

　ヴィーザルさんが、つま先をトントンと着いて言う。

『準神族兵装といえばいいのかな。人工神器セイクリツド・ギアのアースガルズ版だ。──この形態を「終ラグ末ナロ大ク・ア帝のース・ベ龍装ルセルク」と名付けた。わかりやすくていい名前だろう？』

　そう言うと、ヴィーザルさんは体勢を低くして、飛び出す格好となった。

『さて、第二ラウンドといこうか！』

　ヴィーザルさんの鎧の背中にあるブースターが火を噴ふく！　次の瞬しゆん間かんには、神速で前方に飛び出してくる！

　俺は瞬時に反応して、カウンターとばかりに素早く拳こぶしを繰くり出すが、当たる寸前になってヴィーザルさんは軽やかに、踊おどるようにミリ単位で攻撃を避よけていった！

　ヴィーザルさんが回転を利用したハイキックを俺の頭部目め掛がけて打ち放ってくる！

　俺は上体を反そらして、ハイキックを躱かわそうとするが──ヴィーザルさんはそのまま体全体を回転させて、もう一度蹴りを放ってきた！

　なんつーアクロバティックな動きをしやがるッッ！　高速で二度目の蹴りを出してきたヴィーザルさんに反応しきれず、俺は左腕をガードに使い、放たれたキックを浴びてしまう！

　ガード越ごしに強きよう烈れつな衝しよう撃げきを食らい、俺はそのまま吹ふっ飛ばされていく！

　浮島の地面を何度も跳はねて転がる俺は、すぐに体勢を立て直して、ヴィーザルさんのほうに体の向きを──。

『遅おそい！』

　すでにヴィーザルさんは距きよ離りを詰つめており、目にも留とまらぬ蹴りの乱打を俺に繰り出してきた！　その一撃一撃の重みたるや……龍りゆう神じん化の鎧でも内部に衝撃とダメージが通るほどだった！

　……くっ！　蹴りの所作が速すぎる！　出だしが見えないため、どこに飛んでくるかわかったもんじゃない！　しかも、軌き道どうを変えたりもしてくるため、ローキックかと思えばミドルキックになり、ミドルキックかと思えばハイキックになる！　隙すきを突ついて、腹部に正面からの蹴りを打ち込んでくることもあるため、気が抜ぬけない！

　パンチと比べて、キックは大味になるし、挙動も大おお振ぶりになりやすい。でも、ヴィーザルさんの蹴り技はその認識を塗ぬり替かえるほどに速く、鋭するどく、重い！

　思えば蹴り主体の敵と戦うのは初めてだから、やりにくいんだろうな！

　さらに回かい避ひ速度も相当なもので、こちらの攻撃を即そく時じに見み抜ぬいて避けていく！　絶対にこちらの攻撃のリーチを把は握あくしてやがるっ！　どちらかというと、木場に似たタイプだ。あいつは剣けんだけど、こっちは蹴り！

　ドラゴンの鎧を着た以上、龍殺しドラゴンスレイヤーで鎧を破は壊かいできる！　俺はダブルアスカロンの力を拳に付与させて、攻撃を繰り出すが……。あちらもそれを察したのか、龍殺しドラゴンスレイヤーの攻撃をすべて軽やかに避けていった！　くっ！　生半可な龍殺しドラゴンスレイヤー付与の攻撃は届かないか！

　俺のパンチをかいくぐりながら、ヴィーザルさんが言う。

『おまえたち鎧を着込む神器セイクリツド・ギア所有者に倣ならって、俺も必殺技ってやつを考えた』

　ヴィーザルさんの両足に莫ばく大だいなオーラが集まっていく！　寒さむ気けがするほどの神のオーラだった！　それにミドガルズオルムの灰色のオーラが交じり、あり得ないほど濃のう密みつで凶きよう悪あくな波動を生み出す。

　ヴィーザルさんはその場で勢いよくジャンプをすると、空中に魔方陣を作り出し、それを足場にするかのように宙で蹴った！

『シュート』

　そのかけ声と共にヴィーザルさんの鎧にある宝玉から音声が聞こえる！

『Maximumマキシマム Chargeチヤージ!!』

　極大のオーラをまとったヴィーザルさんが、飛び蹴りの格好のまま、こちらに神速で迫せまる！

　俺は、直ちよく撃げきは不ま味ずいと感じて回避行動に移ろうとするが……俺の背後にいつの間にか、魔方陣が出現しており、こちらの体を縛しばった！

　俺は全身からオーラを発して、強引に魔方陣を破は壊かいする。自由を取り戻もどすが、そのときにはすでに遅かった。

『──フィンブルヴェト・ショットッ！』

　ヴィーザルさんの蹴りが俺の腹部に突き刺ささった──。

　強烈な一撃を受けて、俺は遥はるか後方に吹っ飛ばされ、浮島を越えて、世界樹ユグドラシルに衝しよう突とつしてしまう！

　……世界樹ユグドラシルの一部を激しく破壊して、蹴られた勢いは止まった。

　……とうの俺は……蹴りの一発で体中がガタガタになるほどのダメージを受けていて……。ごふっと口から血を吐はき出してしまう。

　……龍神の鎧の腹部周囲が損傷していた。

　龍神化の鎧をも砕くだく神の一撃、か……。

　俺はどうにか世界樹ユグドラシルから体を起こし、ドラゴンの翼つばさを羽ばたかせて、浮島に戻っていく。

　実じつ況きようと解説者がいまの攻撃を解説する。

《フィンブルヴェト、つまり北欧神話で言う『フィンブルの冬』のことですね。世界の終わりであるラグナロクの前兆とされる事象です》

《その名を冠かんした主神ヴィーザル選手の必殺技ということですね。恐おそろしい一撃です。赤龍帝の黒い鎧をあそこまで損傷させるとは……》

　鎧を修復させたものの、あんな蹴りを何度も喰くらっていたら、さすがに龍神化の鎧でも保もたないな……。

　早めに隙を見つけて、∞インフイニテイ・ブラスターか……ロンギヌス・スマッシャーで決めるしかない。

　そう、次の一手を思し慮りよしているときだった。

《「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チーム、「騎士ナイト」一名、「戦車ルーク」一名、リタイヤ》

　──っ！

　それは……俺のチームの選手がリタイヤしたアナウンスだった！

　驚く間もなく、それは続く。

《続いて、「[image: ]誠の赤龍帝」チーム、「兵士ポーン」二名リタイヤ》

　……マジか。今回『兵士ポーン』のレイヴェルがまだ戦っているってことは、残りの『兵士ポーン』であるボーヴァとエルメンヒルデが……。

　仲間のリタイヤ報告を受けているなかで、その者たちはここに集つどい出す──。

『ガッハッハッ！　まだ倒たおせずにいるのか、ヴィーザルよ！』

　豪ごう快かいな笑い声と共に現れたのは、巨大な魔ま物ものの王テュポーンだった。テュポーンは、ボーヴァ、エルメンヒルデ、ロイガンさんと戦っていたはずだ。

『悪あく魔まの女が最後まで食らいついてきたが……スタミナ不足で倒れ込んだ。あれは間もなくリタイヤするだろうな』

　そうテュポーンは告げる。……そうか、ロイガンさん以外はリタイヤ……。そのロイガンさんも現状リタイヤせずとも、もう戦えない、か。

　そこに太陽の輝かがやきと共にアポロンさんも飛来してくる。

「遅くなって済まない。想定以上に時間がかかった」

　アポロンさんがここにいるってことは、ゼノヴィア、イリナ、百鬼は……。しかも、ロスヴァイセさんの結介も破ってきたようだ。

　アポロンさんが言う。

「デュランダル使いだけ、エクスカリバーの鞘さやもあって完全に倒しきれなかったが……もう動けないだろう。光の檻おりで覆ったからな」

　……鞘のおかげで不死身になってるゼノヴィアは、アポロンさんの搦からめ手でここに来られずってことか！

　ヴィーザルさんがアポロンさんとテュポーンに謝った。

『悪いねぇ。やっぱり、赤龍帝は別格だ。そう簡単には倒せないようだぞ』

　テュポーンは笑うだけだ。

『それはいい！　何なら、俺が受け持とうか！　ドライグ！　出てこいドライグ！』

　俺というよりは俺に宿るドライグを挑ちよう発はつしていた。

　ヴィーザルさんがテュポーンの勢いを手で制す。

『いいや、俺が始めた戦いだ。俺が倒すさ。……って、アルテミスは？』

　ここに現れない女神。アポロンさんが言う。

「……どうやら、ファーブニルとそれを使う龍の巫み女こが予想よりも手て強ごわいようだ、違ちがう方向で。とうのファーブニルは時間が来て消えたようだが……巫女を守るという意志が呪のろいのように付ふ与よされているようで、まったく攻こう撃げきが通らないと報告が来た」

　強力な使い魔のファーブニルはルールで長くゲームに参加できない。けど、ファーブニルの能力と加護はあいつが消えても残る。

　特にアーシアに対する保護の意志は強烈だ。生半可な攻撃じゃ、神だろうとアーシアにダメージを与あたえられないだろうよ。それだけ、ファーブニルのアーシアへの想おもいは強いのだから。

　ヴィーザルさんがこう評す。

『ファーブニルはむかしから自分にとって最高の宝を死守する気質を持ち合わせていたからな』

　そういや、あいつも北ほく欧おう神話出身だったな。

　……と、さてさて、えらい状じよう況きようになったもんだ。俺の前にヴィーザルさんとアポロンさん、二大主神がいて、さらに魔物の王テュポーンもいる。

　いくら俺がいま龍神化を果たしていて、まだ戦えるとしても……三人を相手にするのは無理だ。

　けど、味方もかなりリタイヤしていて、この三人を相手にするだけの余力が俺のチームには残っていない。

　じゃあ、世界樹ユグドラシルの頂上を目指して飛び出していくか……。そんなことをこのヒトたちが許すわけもなく……。

　ちらりとロスヴァイセさんたちに視線を送る。

　対ブリュンヒルデさん戦は、拮きつ抗こう状態だが、こちらが負けるとも思えない。ロスヴァイセさんの結界術がハマれば勝機は見えるだろう。

　って、その結界術、こっちにも欲しいんだが……そんなことを言ってもいられないか。

　…………。

　……詰み？　いやいや、こんなところで諦あきらめてどうするよ！　勝つと決めたんだ。勝たないと意味がない！

　勝たないと……俺はヴィーザルさんにロスヴァイセさんを取られてしまう！

　それだけは回避しないとね。とどのつまり、ヴィーザルさんだけでも……。

　いやいやいやいや、そんなんじゃダメだろう！　やる以上は勝たないと！　俺はまだ戦える！　戦えるだけの体力とパワーは残ってる！

　……でも、足りない。戦力が足りない！　あと二人……いや、一人、ここで一いつ緒しよに戦える仲間がいればあるいは……っ！

　そんなふうに思慮しているときだった。

　例の右籠こ手ての宝ほう玉ぎよくに浮うかんでいた「８」のカウントが、もうすぐゼロになろうとしている。……これは、何を意味するのか？　いまだ摑つかめずにいた俺だったが……。

　内にいるドライグが言う。

『……そうか、ようやく理解したぞ。相棒、そのカウントはな』

　そして、カウントがゼロになり、俺の宝玉がかつてない輝きを放つ！　真っ赤な閃せん光こうが、俺の鎧よろい──宝玉から照射されていく！

　照射された光が、徐じよ々じよに何かを形成し始める！

　そして、俺の目の前に現れたのは──赤い、真っ赤な巨きよ大だいなドラゴンだった！

　覚えのある堂々としたフォルムの赤いドラゴン──。

　ドラゴンは驚おどろいた表情をしており、至る所に視線を配っていた。

　実況が叫さけぶ。

《おーっと！　突とつ然ぜん、フィールドに赤いドラゴンが現れましたっ！　いま資料を調べたり有識者に確認を取っておりますが……》

　ゲスト解説が言う。

《これ、「赤い龍ウエルシユ・ドラゴン」じゃありませんか？　伝承などに記されている赤龍帝ドライグそのものに見えますが！》

　解説が言うように……そう、赤いドラゴンは俺が内部で何度も出会ったことのあるドライグそのものだった！

　俺が訊きく。

「ドライグか!?」

　赤いドラゴンは俺に視線を送り──ニヤリと口元を笑ませた。

「ああ、相棒。俺だ。赤龍帝ドライグだッ！」

　──っ！

　…………。

　……くぅぅぅぅぅううううううううううっっ！　マジかっ！　ここにきて、この土ど壇たん場ばにきて、俺の目の前にドライグが、生身で現れるなんてよっ！

　ドライグが言う。

「どうやら、かの霊れい薬やくの効果だかなんだかわからないが、神器セイクリツド・ギアに封ふう印いんされていた力が一時的に解放されたようだな」

「でも、ドライグがそこにいても俺は鎧を着たままだ！」

　ドライグがニヤリとしながら言った。

「いまだ繫つながっているということだろう。何、今いま更さら俺と相棒が離はなればなれということもあるまい。ここまでやってきたのだからな」

「そりゃそうか！」

　ドライグが解放された理由はわからない。けど、ここまで俺たちが歩んできた成長や経験がこの現象を生み出しているのは確かだ！

　俺とドライグが並び立つ。赤龍帝が二体──。

　ドライグがテュポーンを前にして堂々と言った。

『さて、おまえの相手は俺となるな、テュポーン。散々挑発してくれたのだから、存分に相手をしてもらうぞ』
















　とうのテュポーンはドライグの登場に打ち震ふるえるほどだった。いままでにないほど、喜びに包まれた表情をする！

　テュポーンが豪快な笑い声を出した。

『クハハハハハハハハハハッ！　それは最高だッ！　まさか、この時代で、この土壇場で、かの天てん龍りゆう「赤龍帝ア・ドライグ・ゴッホ」と相まみえることができようとはッ！』

　巨きよ体たいが空を飛ぶ！　ドライグもそれに伴ともなって、翼を羽ばたき、空中に飛び出した！

　ドライグの全身を寒気がするほどに濃のう密みつで凶きよう悪あくなオーラが覆おおうっ！　あれがドライグのオーラッ！　とんでもないオーラの密度だ！　龍りゆう神じん化の鎧を着ているいまの俺と同等か、それ以上──。

　テュポーンが上空の天候を操作して、局地的な雷らい雲うんを作り出し、ドライグに極大の稲いな妻ずまを浴びせようとする！

　ドライグは避よけることすらせずにその稲妻を浴びるが──巨体にスパークが走るだけで、ほぼノーダメージだった！

　マジかよ！　あの威い力りよくの稲妻を浴びてもあんなもんで済むのか!?

　代わりにドライグが腹部を大きく膨ふくらませて、口から火か炎えんを吐はき出していく！　空一面を覆うほどの規模だった！

　テュポーンはそれを強風で消し去ろうとするが、まったく火炎の勢いは衰おとろえず、魔物の王はそれを全身に浴びてしまった！

　魔物の王の体が天龍の炎ほのおに焼かれていく！

『ぬぐぅぅぅぅぅっ！　なんたる威力の炎ッ！』

　通っている！　ドライグの攻撃はテュポーンに通ってるぞ！

「やらせん！」

　間かん髪はつ入れずに太陽の神アポロンさんが、ドライグのほうに飛び出していき、光のこもった神のオーラをドライグに向けて放った！

　ドライグは両りよう翼よくの一羽ばたきで、神のオーラを反そらし、反対に目からドラゴンのオーラを放っていった！

　アポロンさんが前方に防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを作り出すが、それは容易に突とつ破ぱされて、アポロンさんにドラゴンの凶悪なオーラがぶち当たる！

　世界樹ユグドラシルのほうにまで吹ふき飛ばされていく太陽神！　その勢いで世界樹ユグドラシルの一部が抉えぐれてしまった！

　世界樹ユグドラシルから身を引きはがすアポロンさんが驚きよう愕がくしていた。

「バカな！　私の防御障壁を突破できるなどとっ！」

　ドライグが得意げに言う。

『忘れたのか？　「倍加」と「透とう過か」は俺の元々の能力だ。火炎やオーラの威力を増して、そのまま「透過」させて当てただけだぞ』

　そう、それらはドライグの特性だ。俺の神器セイクリツド・ギアにも宿っていた元々の能力──。

　実じつ況きようが吼ほえた。

《伝説の天龍ドライグが復活しましたぁぁぁぁあああっ！　なんということでしょう！　こんなことが起きるなどと誰だれが想像したでしょうか！　赤龍帝が二体も──っと、ここで運営がドライグ復活をどう判断するか、システムの結果を出しました！》

　俺もドキドキだ！　ドライグが復活したのはいいけど、チームメンバーとして登録してないし、使い魔というわけでもない！　この状況、ゲーム的にどう判断されるのか!?

　実況者が告げる！

《こ、これは、赤龍帝ドライグは元々兵藤一誠選手の神器セイクリツド・ギアに宿っていたものであるため、最初から同一の個体と見なされている。なので、天龍のドライグが出現したとしても、それは兵藤一誠選手の新たな能力の一部と捉とらえる！　とのことです！　つまり、大会的にアリということになりました！　これはとんでもないことになりました！　この状況で、天龍クラスが二体ですっ！》

　おおっ！　アリとなったか！　まあ、元々俺に宿っていたものが出てきただけだからな。運営の言う通りだとは思う。けど、ズルかなと感じるところもあるけどね！

　ドライグが不敵かつ大だい胆たんな笑みを浮かべて、テュポーンとアポロンさんに言う。

『もう一度、見せつけようか？　──天龍である俺が、この世でどれだけ強かったかということをな！』

　テュポーンに攻撃を繰くり出すドライグ！　ドライグの放つ炎とオーラは、「倍加」「透過」の力が相まって、テュポーンにことごとく突つき刺ささっていった！

『ぐぅぅぅぅううっ！　ドライグめッ！　酷ひどく面おも白しろいではないかッッ！』

　ダメージを受けながらもテュポーンは狂きよう喜きの笑みを浮かべて、心底楽しんでいた！

　疑ぎ似じ世界樹ユグドラシル周囲の空中で、伝説の魔ま物もの同士が、ど派手な攻こう撃げき合戦を繰り広げ始めた！

　神話レベルの絶大な炎と、神話レベルの稲妻が空中を覆い尽つくすほどに飛び交う！

　このフィールドを覆うほどの攻撃が何度も何度も巻き起こり、神話さながらの戦いとなっていく！

　偽にせ物ものとはいえ、巨大な世界樹ユグドラシルが揺ゆれるほどだ！

　ヴィーザルさんが叫ぶ。

『アポロン！　そのままテュポーンのフォローに回ってくれっ！　ドライグが相手では荷が重すぎる！　「王キング」であるそいつがやられたら、終わりだぞ！』

　そう、テュポーンは『王キング』だ。やられれば、そこでゲームは終しゆう了りよう。俺たちの勝ちとなる。あちらのチームとしては、テュポーンをむざむざ負けさせるわけにはいかないだろう。

　とはいえ、言っても聞くタマではない。

「わかっている！　──がっ！」

『ガハハハハハハハッッ！　楽しいぞ！　楽しすぎるぞ、ドライグゥゥゥゥッッ！』

　案の定、戦いに夢中になってしまい、アポロンさんが入る隙すきもないままにドライグと激しい戦せん闘とうを続けていた！

『おまえはむかしから戦せん闘とう狂きようだったな、テュポーンよッ！　いいだろう！　こちらも復活したばかりで体がなまっている！　ウォーミングアップの相手になってもらおうかッッ！』

　しかし、テュポーンをそのままに出来ないので、アポロンさんも参戦することに。

　それでもドライグはテュポーンとアポロンさん相手に大暴れしてくれていた！

　──と、アポロンさんに十字の聖なるオーラが放たれる！　これはクロス・クライシスだ！

　見れば──全身ボロボロのゼノヴィアがデュランダルとエクスカリバーを構えて、世界樹ユグドラシルの階段に立っていた！

　あいつ、ここまで来てくれたのか！

　全身から戦意に満ちたオーラを放ちながら、ゼノヴィアがアポロンさんに言う。

「……太陽神、私の体力が尽きて消えるまで、さっきの続きをしようじゃないか」

　ぜーはーぜーはーと息も絶え絶えのなかでゼノヴィアはそう勇ましく言ってくれる！　タフなゼノヴィアの姿を見て、アポロンさんも呆あきれて苦笑していた。

「なるほど、赤龍帝の『騎士ナイト』殿どのはあらゆる意味で不死身か」

　アポロンさんとゼノヴィアの二度目の戦いが始まった！

　……ドライグとゼノヴィアが戦ってくれるなら、俺もこちらに集中できる。

　俺はあらためてヴィーザルさんと対たい峙じする。

　ヴィーザルさんが肩かたをすくめた。

『いやはや、これは参ったね。この状じよう況きようで、「赤い龍」が二体になってしまうなんてな。一気に形勢がわからなくなってしまった。でも、俺たちは俺たちの戦いがまだある。そうだろう？』

　ヴィーザルさんの言葉に俺は「ええ」と答えた。

　そうだ、ちょうどいい！　この勢いで言ってしまえばいいんだ！

　俺は息を吸い、大声で叫さけぶ！

「ロスヴァイセさん、聞いてくれッッ！」

　俺は覚かく悟ごを決めて、ロスヴァイセさんに向かって大声で宣言する！

「ロスヴァイセさんッッ！　俺の子を産んでくれぇぇぇぇぇええええええっ！　たくさんたくさん産んでくれぇぇぇえええええっ！」

　ヴィーザルさんは皆みなに世よ継つぎを望まれた。

　その相手にロスヴァイセさんを選ぼうとしている。

　……そういうわけにはいかない！　ロスヴァイセさんは……俺の大事なヒトだっ！

　とうのロスヴァイセさんは俺の突とつ然ぜんの告白に攻撃を止めて、顔を真っ赤にしていた！

「う、う──」

　ロスヴァイセさんが、空に向かって叫ぶ！

「産みますッッ！　イッセーくんの子供をたくさん産ませてくださいッ！」

　──っ！

　ＯＫが出た！　ロスヴァイセさんからのＯＫが出たぞぉぉぉぉぉっ！

　俺はヴィーザルさんに言う。

「ってなことで、悪いんですけど……ロスヴァイセさんは俺の嫁よめにします。俺の子供、産んでもらうって今約束したんでっ！」

　一連の出来事にヴィーザルさんは啞あ然ぜんとしていたが、事情を理解すると──。

『…………ぷっ』

　途と端たんに噴ふきだした。

『あはははははははははははははははっ！　そうかそうか！　子供を産ませる約束をしたか！　というか、俺、目の前でその宣言されてしまったわけだな！　これは痛快だっ！』

　こだわるかなと思ったけど、ヴィーザルさんはあっさりとこう言う。

『いいぜ。ロスヴァイセの本ほん音ねが聞けて、赤龍帝も吹っ切れたのを見ただけで俺は十分だ。ま、もとより娶めとるつもりはないさ』

　マジかよ！　娶るつもりなかったの!?　俺、仕し掛かけられた!?　って、告白したことに後こう悔かいは微み塵じんもないので全然いいけど。むしろ、すがすがしいぐらいだ。

『ロスヴァイセの件はこれで終わりにしよう。──だが、赤龍帝、勝負は別だろう？』

　ヴィーザルさんが攻撃の姿勢を取る。

『たとえ、ロスヴァイセがおまえの嫁になろうとならなかろうと、俺とおまえの戦い、その勝敗は別のところにある。──男なら、女がどうのこうのより、互たがいのプライドを賭かけて戦うってのが本ほん懐かいだよな。おまえもそう思わないか？』

「……女の子のために戦うのは大好きですけどね。でも、こういう恨うらみっこなしの野や郎ろう同士の戦いも大好きですよ！」

　そして、俺とヴィーザルさんの最終局面が始まった！

　俺が拳こぶしを繰り出せば、ヴィーザルさんは蹴けりを幾いく重えにも放ってくる！　俺の拳がヴィーザルさんの頭部にぶち当たり、ヴィーザルさんの蹴りが俺の腹部に突き刺さる！

　どちらもあり得ないほどの質量のオーラを込めて打つせいか、鎧よろいは至るところにヒビが入り、衝しよう撃げきは肉体に届き、口からは血が噴き出ていく。

　俺が拳を放ちながら言う。

「魔ま法ほう、使わないんですね！　肉にく弾だん戦ばかりだ！」

　ヴィーザルさんが蹴りを放ち続けながら答える。

『いや、使っているさ！　強化の魔法で身体能力を上げている！　蹴りの一発一発にもいろいろと魔法を込めているんだがな！　それでも倒たおれないおまえは何者だって話だ！』

　ヴィーザルさんの言葉に俺は拳を打ち込みながら言った！

「おっぱいドラゴンってやつですよ！」

『なるほど、そりゃわかりやすいっ！』

　そこからあきれ果てるほどにパンチとキックの応おう酬しゆうを続けていく俺たちだったが、一いつ旦たん距きよ離りを取る格好になる。激しい戦いに浮島は限界を迎むかえ、わずかな足場を残して崩ほう壊かいしていた。

　肩で息いきをする俺とヴィーザルさん。てか、どちらも一度地に膝ひざを突き、休んでしまう。

　鎧は何度も修復できるが、内側の肉体は衝撃が通り過ぎてボロボロだ。激痛を全身の至るところから感じるので、どこまでケガをしているかわかったもんじゃない。

　ヴィーザルさんが立ち上がり、脚きやく部ぶにオーラを集中させた。

『互いにそろそろ決めようか。必殺技ってやつでな！』

　ヴィーザルさんが跳ちよう躍やくする！　あのすんげえ蹴りを使う気だ！

　ここが正念場か。俺は四つのキャノンを展開させて、絶大なオーラを集めていく。

　ドウゥゥゥゥ……と鳴動をしながら、俺の四つのキャノンに真しん紅くと漆しつ黒こくの力が集中していく！

　ヴィーザルさんが空中に魔ま方ほう陣じんを展開して、再びそれを足場にして、必殺の蹴りを放つ構えとなった！

　俺のキャノンもオーラが溜たまった！

　赤龍帝と北ほく欧おうの主神、双そう方ほうが動く！

『シュート』

『Maximumマキシマム Chargeチヤージ!!』

　音声と共にヴィーザルさんの全身に極大のオーラがまとい、蹴りの格好のまま、こちらに神速で飛び込んでくる！

　同時に──。

「『《D∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DデイーディーD∞DDデイーディー!!!!!!!!》』」

　こちらの鎧の宝玉すべてに『∞』の記号が浮うかび、紅あかと黒で点てん滅めつするっ！

「いくぜえぇぇぇぇええええええええええええっ！」

「『《∞インフイニティ Blasterブラスター!!!!!!》』」

　俺の四門のキャノンより放たれる絶対の砲ほう撃げき──。

『──フィンブルヴェト・ショットッ！』

　ヴィーザルさんの蹴りがキャノンとぶつかる！

　俺の放つ∞のキャノンの砲撃にヴィーザルさんの蹴りが……食らいつく！　クソ！　マジかよ！　龍りゆう神じん化の必殺技だってのに、ヴィーザルさんの蹴りを打ち破れないなんて！

　これが神クラス！　戦闘に秀ひいでた神が相手だと、∞インフイニティ・ブラスターでも物足りないというのか！　まあ、ドラゴンの鎧も多分に作用しているんだろうけどよ！

　俺は──覚悟を決めた。それを放てばスタミナが切れて、もう動けなくなる可能性が高い。でも、いまここで使わないとヴィーザルさんは倒しきれない！

　それに俺はもうひとつ勝たないといけない理由がある！

　試合が始まる前に父さんから言われたんだ。




　──母さんな、もしかしたら、おまえが本戦にまで行ったら、来てくれるかもしれない。そんなようなことを口にし始めたからな。息子がデカい大会の本戦まで行ったら、行かないと申し訳ないかもしれないって。




　この先に──勝利の先に、ヴィーザルさんに打ち勝ったその先に、母さんが見に来てくれるかもしれないっていう素敵なことが待っているんだ！　叶かなえさせてくれよ！

　母さんに間近で俺の活かつ躍やくを見てもらいたいんだよッッ！

　俺は禁断の攻こう撃げき──ロンギヌス・スマッシャーの準備に入る。

　腹に紅べに色のオーラが集つどい、発射口が開いた。

「ロンギヌス・スマッシャァァァァァアアアアアアアアアアアアッッ！」

「『《Longinusロンギヌス Smasherスマツシヤー!!!!!!!!!!!!》』」

　アポプス戦以来の∞インフイニティ・ブラスター＋ロンギヌス・スマッシャー！

　極大の紅色のオーラが、∞インフイニティ・ブラスターの砲撃と混ざり合い、想像を絶する質量のパワーとなって、ついにヴィーザルさんの蹴りを崩くずし、北欧の主神を飲み込んでいく。

　──と思われたが、ヴィーザルさんは刹せつ那なの反応で俺の最強の二重砲撃をまともには浴びずに避よけていく！

　全部当たらなかった！　だが、これも想定していた。俺の最強の攻撃──警戒されて当然だ。まともに浴びず回かい避ひするに越こしたことはない。それをヴィーザルさんは実じつ践せんしたんだろう。

　けど、俺はそのヴィーザルさんの行動も考こう慮りよしている！

　砲撃を撃ち終えた瞬間、俺はすかさず籠こ手てに収納されたアスカロンに龍神のパワーを送り込み、ヴィーザルさんに向けて──アスカロンを丸ごと射出したっ！　ゼノヴィアにアスカロンを投げ渡すときの要領だ！

　高速でヴィーザルさんに飛来するアスカロンには当然『龍殺しドラゴンスレイヤー』の力が備わり、『倍加』で強化されている！

　二重砲撃のダメージを受けたヴィーザルさんにアスカロンが飛んでいくが、ヴィーザルさんはダメージ覚かく悟ごで聖剣を強引に蹴り飛ばした！

『ぐっ！　聖剣の波動が鎧の中にまで……っ！』

　苦く悶もんの声を出すヴィーザルさん。

　そう、そのアスカロンには『透とう過か』の力も付与しているため、ダメージはヴィーザルさんに届く！

　でも、それで終わりじゃない！　ここで決めるんだ！　俺の想いを！　この一瞬のために散っていったチームメンバーのためにもッッ！

「いけぇぇえぇぇぇぇぇぇぇぇッッ！」

　俺は──もう一本の聖剣アスカロンⅡも射出した！　もちろん、『倍加』と『透過』を付与している！　さっきの∞インフイニテイ・ブラスター、ロンギヌス・スマッシャー、アスカロン、『倍加』、『透過』、『龍殺しドラゴンスレイヤー』……そして、アスカロンⅡ！　俺の持つ力を投入し尽つくすッ！

　──俺の武器は∞インフイニテイ・ブラスターとロンギヌス・スマッシャーだけじゃない！

　すでに限界だったのか、ヴィーザルさんは高速で飛んでくる二本めのアスカロンⅡにうまく反応できずにいたが、それでも蹴りの格好を作る！

『……おおおおおおっ！』

　声を張り、ヴィーザルさんが飛んでくるアスカロンⅡを蹴ろうと──。

　しかし、ヴィーザルさんは限界のためか、足が上がらず、アスカロンⅡは容よう赦しやなく北欧の主神の腹部に突き刺さった。次の瞬間、ミドガルズオルムの鎧がすべて壊こわれ、ヴィーザルさんは生身のままリタイヤの光に包み込まれていく。

『……これが天てん龍りゆうか！』

　ヴィーザルさんが満足げにそう言い残してフィールドから消えていった。

《「王たちの戯たわむれ」チーム、『戦車ルーク』リタイヤ》

　ヴィーザルさんが、リタイヤの光で消えて、近くの戦いも決着がつきそうだった。

　ロスヴァイセさんが、小規模で精度の高い結界術をブリュンヒルデさんの右足の周囲にのみ作り出し、相手の動きを封ふうじたのだ！

「この一いつ瞬しゆんのために集中力を高めていました！」

　ブリュンヒルデさんが攻撃の魔法で足場の結界を壊こわそうとしてもビクともしなかった。これにブリュンヒルデさんも驚おどろく。

「くっ！　なんたる強固な結界術！　綻ほころびが見えない！」

　ロスヴァイセさんが杖つえを片手に攻撃魔法用の魔法力を高めに高めた！

　ロスヴァイセさんが叫ぶ。

「攻撃、防ぼう御ぎよ、補助、あらゆる面で私は先せん輩ぱいに魔法の完成度が劣おとるでしょう。けれど、結界の術だけは負けません！　それが、私がいまの仲間たちと出会って得られた力なのですから！」

　トライヘキサの事件の折、ロスヴァイセさんは結界術の才能を完全に開花させた。その面ではいくら最強のヴァルキリーといえど、敵かなわないものがあるのだ。

　ミスティルティンの杖によって強化されたロスヴァイセさんの魔法のフルバーストが、ブリュンヒルデさんを包み込んでいく──。

《「王たちの戯れ」チーム、『騎士ナイト』一名リタイヤ》

　最強のヴァルキリーもリタイヤの光に消えていくなかで、それは聞こえた。

《「王たちの戯れ」チーム、『王キング』のリタイヤを確認》

　──っ！　その一報を聞いて、上空を見上げれば、ドライグの眼前にリタイヤの光が生じているところだった。テュポーンのリタイヤの光だろう。

　すげえ、ドライグのやつ、本当にテュポーンを倒したのか！

　結構ボロボロになっていたドライグがこちらに向けて笑みを見せる。

『以前にも言っただろう、相棒。俺とアルビオンより強い奴やつなんて、そういないってな』

　そう告げたあとで、ドライグの体が赤い光となる。次の瞬間には光が弾はじけて、粒りゆう子しを残すだけとなった。

　そして、ドライグの気配が俺の神器セイクリツド・ギアから再び感じられるようになった。

　神器セイクリツド・ギアからドライグが話しかけてくる。

『まあ、制限時間はあるようだが』

　ああ、元の状態に戻もどってしまったか。けど、十分だ。

　テュポーンという相手チームの『王キング』が敗やぶれ、勝敗が決したことで、残ったアポロンさんは攻撃を止めた。

　俺は疲つかれてぶっ倒れてしまった仲間たちに手を振ふったあと、空中を飛んで行く。上へ、ただ上へ。

《「王たちの戯れ」チームの「王キング」がリタイヤしたことで、「王たちの戯れ」チームの投リザ了インを確認。「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームの勝利です》

　俺たちの勝利を告げるアナウンスが聞こえてきた。

　刹せつ那な、俺たちに観客席からの大だい歓かん声せいが届く──。

　俺は世界樹ユグドラシルの頂上にたどり着く。そこから見える景色──。人工的なフィールドだから、目立った風景なんてないけど……感かん慨がい深いものが胸中を巡めぐる。

　格上の……神のいる、強い神々がいるチームに勝った──。

　それはあまりにデカい結果であり、これからの自信に繫つながるだろう。

「イッセーくん！」

　俺を追って頂上まで飛んできたロスヴァイセさん。ボロボロだったけど、ロスヴァイセさんも憧あこがれの先輩を倒したためか、やり遂とげた顔をしていた。

　俺はロスヴァイセさんの手を取り、共に疑ぎ似じ世界樹ユグドラシルからの風景を見る。

　ロスヴァイセさんが俺に言う。

「こ、今度、本当の世せ界かい樹じゆ──ユグドラシルを見に行きましょうか……」

　顔が真っ赤になっていた！　かわいいなっ！　それにこれってデートのお誘さそいだろう。

　俺は手を握にぎり返して、笑顔で言う。

「はい、楽しみです！」

　この試合は、俺たちの大金星だった──。







　そして、この少し後、第一回レーティングゲーム国際大会「アザゼル杯カツプ」の予選は終わりを迎むかえ、本戦出場チームが確定することとなる──。







　　　New Dark.　世界の理ことわりの外側より







　息子の試合が終わり、兵ひよう藤どう一いつ誠せいの父──兵藤五ご郎ろうは、九重くのう、フィス、リースを連れて、関係者用の観戦ルームを出ていった。

　廊ろう下かを進む途中、五郎は妙みような違い和わ感かんを一いつ瞬しゆん覚える。ぐにゃりと視界が歪ゆがみ、湿しめった感覚が体を包み込む。

　気づくと、試合後の観客たちの喧けん噪そうが消えていた。廊下は無音になっていたのだ。人ひと気けも完全に無くなっている。

　無人と無音になった廊下を進み、少し開けた空間に出たときだった。

　九重とフィス、リースが、自分の前に出て、守るような格好となる。

　三人は、前方を見み据すえていた。特に九重は警けい戒かいした険しい表情となっている。

　すると、物もの陰かげからフードを深く被かぶった不ふ審しんな輩やからが複数現れた。フードの中の顔はドクロのような顔をしており、手には大おお鎌がまを持っている。

　五郎のイメージする死しに神がみそのものだった。

　死神たちは、こちら──フィスとリースに視線を向けて、声を発する。

《お初にお目に掛かかる。無限の龍りゆうよ》

　死神に対して、九重が食ってかかる。

「お主ぬしたち！　冥めい府ふの者たちじゃな？　私たちに何の用じゃ！」

　勇ましい物言いだが、九重が小刻みに震ふるえているのが五郎にもわかった。

　人間ではないが、まだ子供には違ちがいない。

　五郎は息をひとつついたあとで、気合いを入れて九重、フィス、リースの前に立つ。

　死神相手に──吼ほえた。

「お、おい！　おまえたち！　こ、こ、この子供たちに用があるのか？　うちで預かっている大事な子供たちだ！　て、手を出させるわけにはいかないな！」

　震える声でそう言い放った。

　五郎は作り笑いを浮うかべ、九重たちに言う。

「ははは、こ、怖こわいけど、おじさんは赤せき龍りゆう帝ていの父親ってやつみたいだからね。キ、キミたちぐらいは守れないとね」

　到とう底てい、死神になど勝てるわけもない。息子やその友達たちが助けに来る見込みもないかもしれない。

　それでも、先ほどまで勇ましい息子の姿を見ていたのだから、絶対に引けない。ここで引いたら、兵藤一誠の父親は名乗れないのだと五郎は強く思っていたのだった。

　死神たちが、鎌の刃はをこちらに向ける。

《赤龍帝の父親か。これはいい。タナトスさまの仇あだ討うちをしようではないか》

《しかし、それでもその無限を司つかさどる龍がいる以上、油断はできない。予定通り、『龍喰者ドラゴン・イーター』サマエルを召しよう喚かんする準備を──》

　そのときだった。

　死神たちの会話を遮さえぎる一声が聞こえてくる。

「そこまでにしておいたほうがいいかな。その人たちはこちらにとって重要人物なんでね」

　息子の仲間たちが来てくれた？

　五郎が九死に一生を得たかのように声のするほうに体を向ける。

　そこには──ＳＦ映画に出てくるような全身を覆おおう青色のボディスーツを着た青年と、青色のドレスを着た少女が立っていた。容姿端たん麗れいな美男美女であった。

　どちらも若く、息子の一誠と変わらない歳だと五郎は感じる。

　青年の両りよう腕うでに籠こ手て……のようなものが装着されていた。

　死神は青年と少女の登場に驚いているようで、ターゲットだったはずのこちらから視線を外して、彼らのほうを睨にらんでいた。

　死神の一体が言う。

《……このタイミングで、こういうことが起きるとはな。──『始まりの闇フアースト・ダーク』。否いな、『Ｘ×Ｘクロス・タイムズ・キス』の神かん崎ざき光みつ也や》

　死神の言葉に青年は薄うすく笑みを浮かべ、背後の少女に言う。

「霧きり乃のさん、手を出さなくていい。相手は最上級とまでいかなくとも、幹部クラスではあるだろう。──いい機会だ、彼らを通して地じ獄ごくの君主たちに見せつけておくべきか」

　青年が取り出したのは──青色の端たん末まつ機器だった。左腕に装着されていた籠手の一部がスライドし、何かをはめ込むスペースが露あらわになる。青年がそこに端末機器を入れる。

　青年が籠手にはめ込まれた端末機器の画面を指でタッチした。すると──この空間に青色の淡あわい光が溢あふれて、隅すみ々ずみにまで行き渡わたる。

　途と端たんにこの空間に漂ただよっていた湿った感覚が消え失せる。

　これに死神たちがどよめく。

《──ッ！　『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』かッッ！》

「簡易版だけどね。これでこの一角は俺たちの領域だ。さ、もうひとつ行こうか」

　青年が──端末機器をもうひとつ取り出す。それは漆しつ黒こくの色合いであった。

　もうひとつの端末機器を視認して、死神たちが一層身構える。

《まさか、そちらにも宿っているというのか……ッッ！》

　警戒の度合いをさらに高める死神たち。

　青年が今度は右腕に装着していた籠手の一部をスライドさせ、漆黒の端末機器を入れた。

「『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と『究極の羯磨テロス・カルマ』」

　刹那、ドゥンドゥンという空気を震わせる鳴動が、両腕の籠手から発生していく。籠手が青く──蒼あおく、蒼黒く怪あやしい光を発し始めて、青年の全身を包み込んでいった。

「──嵌手化トランセンデンタル・アライヴ」

　青年がそう口にすると──、

『Innovateイノベート Clearクリア Balanceバランス Breakerブレイカー』

『Telosテロス Karmanカルマ Balanceバランス Breakerブレイカー』

　籠手から機械的な音声が発せられた。

『『Transcendentalトランセンデンタル Arriverアライヴアー』』

　両方の籠手から同時に音声が発せられた瞬しゆん間かんだった。

　青年の背後の空間が歪み、バチバチとスパーク現象を起こしながら、パワードスーツのようなものが出現する。

　パワードスーツは、頭部、胴どう体たい、四し肢し、それらすべてが開き、青年の体に装着されていった。

　最後に頭部全体にヘッドパーツが着装されていった。

　その全体は、ＳＦ映画のパワードスーツのようで近未来的な様相をしていた。息子である一誠が装着する鎧よろいとは違い、機械的な面が強いように感じる。

　死神たちは青年の変わりように一層驚きよう愕がくしていた。

《──ッッ!?　こ、これは、神滅具ロンギヌスを人工的に禁手バランス・ブレイカーにしたというのか……ッ!?》

　青年が一歩前に出ながら言う。

【──嵌トランセンデンタル手・アライヴアーという技術だよ】

《──ッッ！　他勢力の神が生んだ神器システムとはいえ、なんという暴挙を……っ！　人間めっ！》

　死神の一体が激高し、大鎌を振ふり上げて青年のほうに突とつ撃げきしていく。

　距きよ離りを詰つめた死神が大鎌を青年に振り下ろした、そのときだった。

　明らかに直ちよく撃げきしたはずなのに……死神の目の前にいる青年は無傷である。大鎌も振り下ろされたまま、床ゆかに刃が突つき刺ささっていた。

　床から鎌を引き抜ぬき、死神が訝いぶかしそうに問う。

《何をした……？　我が攻こう撃げきは完全に貴公に届いたはずだ》

　青年は肩かたをすくめて言った。

【届かない選択を選ばせてもらった】

　その一言に死神グリム・リツパーたちは衝しよう撃げきを受けていた。

《まさか、そんなことが……っ！　本当にかの能力は──》

　青年が手を広げながら、この一帯を示す。

【少なくとも『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』で作り出したこの小規模な世界で行う『究極の羯磨テロス・カルマ』は絶対だ。神クラスだろうと、抗あらがえない】

　青年は言った。

【──俺の領域にようこそ。わずかな時間だが、楽しんでいってくれ】

　その一言に五郎はゾッとした。

　息子と同じ歳であろう青年の声こわ音ねに──深い闇を感じてしまったからだ。

　死神たちが複数同時に大鎌で青年に襲おそいかかっていく。

《くっ！　これならばどうだ!?》

　五郎の目では追えないほどの速度で振り下ろされていく鎌の斬撃、その数々。

　青年は少ない挙動だけでそれらを躱かわしていく。

　とある死神の大鎌の刃が突とつ然ぜん柄えから外れていき、床に儚はかない金属音を立てた。

　突とつ如じよ、刃がすっぽ抜けたことで死神は啞あ然ぜんとしていた。

　青年が言う。

【今度は、その鎌が整備不良だったという選択を付ふ与よさせてもらった】

《……ゆえに嵌はめ手ということか。──神を騙かたる者め……ッ！》

　憎にく々にくしげに死神は青年にそう叫さけんだ。

　端末機器──スマートフォンを見ながら少女のほうがぼそりと言う。

「チートって奴やつよね」

　青年が首を横に振った。

【違うよ。それは他の神滅具ロンギヌス所有者のことだ。──これはバグさ。神滅具ロンギヌスが神器セイクリツド・ギアのバグと呼ばれているんだし、ちょうどいいんじゃないかな】

　鎌を壊こわされた（五郎はそう解かい釈しやくした）死神は、もう一ひと振ふり大鎌を手元に出現させる。

　仲間の死神たちと再び一いつ斉せいに襲いかかる。──が。

　青年は右腕の籠手に嵌められた端末機器を操作する。すると、右腕に光の刃のようなものが生えていった。

　青年が襲いくる死神たちをかいくぐると、同時に光の軌き跡せきが複数走った。

　一いつ拍ぱくののち、彼に襲いかかった死神たちの体に無数の断だん裂れつが生じて、バラバラに四散し、消しよう滅めつしていく。あとには塵ちりも残らなかった。

　仲間が為なす術すべもなく青年にやられた姿を見て、残りの二体の死神はたじろぐ。

　そのうちの一体の死神が──矛ほこ先さきを変え、こちらに敵意を向けて、大鎌を構える！

《ならば！　赤龍帝の親だけでも！》

　その場から高速で駆かけ出し、こちらに迫せまる──。命の危険に五郎は身構えた。

　五郎の前に立つ者がいた。黒くろ髪かみの少女──フィスだった。

　フィスは襲いくる死神に対して、平手打ちを繰くり出していく！

　パンッ！　という乾かわいた音と共に目の前にいた死神が消し飛んでいった！

　塵ひとつ残さず消えた死神に向けて、フィスは言う。

「させない。誰だれであろうと」

　勇ゆう猛もうなフィスの行動に五郎も驚おどろいた。隣となりで九重も口を大きく開けてビックリしている。

　青年が籠手の一部を操作すると、途端にパワードスーツが脱げていく。

　すると、この空間を包んでいた不思議な感覚が消えていき、レーティングゲームの会場らしい観客の喧けん噪そうが再び聞こえてきた。

　よくはわからないが、元の空間に戻もどれたようだと五郎は理解する。

　青年が残った一体の死神にこう述べる。

「そこの死神グリム・リツパーさん。帰って主ハーデスに伝えてくれ。──あなたが狙ねらう神滅具ロンギヌスに俺も入っているのなら、こちらにも考えがあるとね。先に挑ちよう発はつをしたのはそちらなのだから」

　残りの死しに神がみは、青年を憎々しく睨みながら、この場から素早く退散していった。

　危険な輩やからが去ったことで、五郎は胸をなで下ろす。

「た、助かったよ。ところで、キ、キミは──」

　青年に話しかけると、彼は年相応の柔にゆう和わな笑みを見せてこう答えた。

「──『Ｘ×Ｘクロス・タイムズ・キス』と名乗ったところで、こちらの『世界』では意味をなさないか。『始まりの闇フアースト・ダーク』のほうで知られているようだし。俺は神崎光也です。ゆえあって、大会中、あなたと奥方の近辺警護をすることになりました。そちらは『エイブル』──同どう僚りようの霧乃静しず香かさん」

　彼──神崎が、背後に位置している少女に視線を送る。

　こちらと目線が合うと、少女はペコリと頭を下げた。

　少女がこちらに歩み寄り、神崎にこう訊きく。

「……このヒトたちに協力するだけで、本当に『Ｅ×Ｅエヴイー・エトウルデ』の情報を提供してもらえるのかしら？　私たちは、魔ま王おうベルゼブブの敵対勢力なのだけれど」

「さあ、どうなんだろうね。けど、ハーデスは本格的に世界の守護者になろうとしているようだ。魔王も利用できるなら、俺たちすら巻き込みたいんじゃないかな」

「……どちらにしても、収しゆう穫かくなしであの『蒼き箱庭ゲーム』に戻れないわ」

　五郎には到とう底てい理解できない会話だが……神崎はこちらに視線を送る。

「わかっているよ。とりあえず、赤龍帝の親しいヒトに近づけば、少なくとも……」

「……いいわ。私は、三十年後に『成果ボーナス』を得られればそれでいいの」

　──と、そこに第三者の声が届く。

「……一応、初めましてかな、名を封ふうじられた者──神崎光也」

　全員の視線が声のするほうに向かう。

　そこには見知った青年の姿があった。黒い狗いぬを連れた青年。息子の一誠の友人で、幾いく瀬せ鳶とび雄おだと五郎は記き憶おくしていた。

　神崎は幾瀬鳶雄を見て、目を細める。口元は楽しげに笑っていた。

「ああ、一応、こちらでは初めましてだね、『刃狗スラツシユ・ドツグ』──幾瀬鳶雄」

　幾瀬鳶雄は、警けい戒かいした表情のまま語る。

「──『始まりの闇フアースト・ダーク』、魔王アジュカ・ベルゼブブの天敵、神滅具ロンギヌスの『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と『究極の羯磨テロス・カルマ』を操る者。抹まつ消しようされた集団『Ｘ×Ｘクロス・タイムズ・キス』。世界の理ことわりの外を行き来する人間、か……」

　神崎は肩をすくめた。

「アジュカとの取り引きで、大会中のみ協力することになった」

　幾瀬鳶雄が、神崎の持つ端たん末まつ機器に視線を送る。

「……グリゴリは、あなたを非常に危険視している。話では、それを壊したら、こちら側に留まることはできないと聞くが？」

「その通りだ。俺とエイブルは、弱点だらけの弱者だよ」

「よく言えるものだ……」

　神崎は籠こ手てから端末機器をふたつとも取り外しながら、こう言う。

「──すべては『革新イノベート』と『業カルマ』のためだ」

　幾瀬鳶雄と神崎の間に微び妙みような空気が流れる。

　幾瀬鳶雄が連れている狗も危険な輝かがやきの瞳ひとみをしていた。

　五郎は仲裁するように間に入った。

「ま、まあ、ケンカはよしてくれ。俺は無事だ。そっちのキミは……イッセーの友達だったね。何度か見かけた記憶がある。なら、ここでケンカは止やめてくれないかな？　どんな事情があるかわからないが、彼は俺とこの子たちを助けてくれた。だから、そんなに悪い子には思えないんだよ」

　五郎の言葉に幾瀬鳶雄は考え込むようにしながらも頭を下げる。

「…………はい、お騒さわがせしました。すみません」

　素直な彼に五郎はホッとする。

　これになんと少女──霧乃も続き、深く頭を下げた。

「庇かばってくださってありがとうございます。すみません、このようなことになって……」

　少女の表情は申し訳なさそうだ。

　五郎が言う。

「いいんだ、お嬢じようさん。息子がこっちの世界でもがんばっている以上、こういうのにいつか巻き込まれるかなって、覚かく悟ごしていた面はあったからね。以前にもヴァーリくんのおじいさんに怖こわい目に遭あわされたこともあったし」

　息子の真実を知ったあの日のことは決して忘れない。

　家族の結束が強まった日──。酷ひどく怖い思いをしたが、しかし、そのおかげで息子やその周囲の者たちの真実を知ることができた。

　今回のように怖い思いをしても、息子の本当の姿をこれからも見届けられるなら、こんなにも素晴らしい人生はないだろう。

　だから、どんな怖い目に遭っても、すべてが終われば笑顔を子供たちに届けようと五郎は決めている。

　自分はどんな怖い目に遭っても平気なのだと、彼らに伝えたいのだ。

　これに神崎も感じ入るところがあったのか、頭を下げてくる。

「……本当に申し訳ございませんでした。けど、あなたとお会いして、決心もつきました。──大会中、あなたと奥方を必ずお守りします」

　よくはわからないが、お偉えらい方々が自分と妻を守ってくれるようエージェントを用意してくれたのだと理解した。

　彼がどんなヒトか、これから知っていかなければならないが、あの怖い死神たちから守ってくれたのだから信じてみようと、五郎は「ありがとう」と笑顔で返す。

　神崎が思い出したかのようにこう付け加えてくる。

「あ、そうでした」

　耳打ちしてきた。

（……このことは、そちらのお子さんの後こう輩はいである百鬼なきりって子にはまだ話さないでください。彼とは少しばかりワケありなので）

　百鬼──。息子の後輩男子が脳のう裏りに浮うかんだ。

　事情は知らないが、五郎は「わかった」と答える。

　神崎が、幾瀬鳶雄に宣言する。

「『刃狗スラツシユ・ドツグ』、約束するよ。──赤龍帝のご両親は、俺たちが必ず守る。こんなに良いお父上、守らないと罰ばちが当たる」

　少女──霧乃が儚はかなげな表情で言う。

「……誰からの罰かしらね。それで『星砕くだき』くんの試合は見ていかないの？」

　霧乃の問いに神崎は息を吐はく。

「彼なら問題ないだろう。問題児だけどね」

　神崎が幾瀬鳶雄に握あく手しゆを求める。

　幾瀬鳶雄は一いつ瞬しゆん躊躇ためらうが……それに応じた。

　握手を交わしながら神崎が意味深な笑みを浮かべて言った。

「──『革新イノベート』せよ、幾瀬鳶雄。ってね。それに──兵藤一誠くんとヴァーリ・ルシファーも。悪の神どもの思おも惑わくを崩くずすために。そして、三十年後に訪れる絶対の絶望メルヴアゾアから生き残るために」

『Ｄ×Ｄデイーデイー』……『ＤドＯツＧグ』……そして、『ＤＡＲＫダーク』──。

　冥めい府ふの神ハーデスが掲かかげた野望は、触ふれてはいけない神滅具ロンギヌスの闇ダークを動かす。

　大会の裏で、各者の思惑は混こん沌とんを極きわめることとなる。







　　　Longinus.







既き存そん／神滅具ロンギヌス十三種／所有者




《黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス》上位種／聖遺物レリツク（聖せい槍そう）──所有者　曹そう操そう




《煌天雷獄ゼニス・テンペスト》上位種──所有者　デュリオ・ジェズアルド




《魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー》上位種──所有者　レオナルド




《絶霧デイメンシヨン・ロスト》上位種──所有者　ゲオルク




《赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア》【天てん龍りゆう封ふう印いん】──所有者　兵ひよう藤どう一いつ誠せい




《白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイング》【天龍封印】──所有者　ヴァーリ・ルシファー




《黒刃の狗神ケイニス・リユカオン》──所有者　幾いく瀬せ鳶とび雄お




《幽世の聖杯セフイロト・グラール》聖遺物レリツク（聖杯）──所有者　ヴァレリー・ツェペシュ




《紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム》聖遺物レリツク（聖十じゆう字じ架か）──所有者　リント・セルゼン




《獅子王の戦斧レグルス・ネメア》──所有者　レグルス（主あるじ・サイラオーグ・バアル）




《永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ》──所有者　ラヴィニア・レーニ




《蒼き革新の箱庭イノベート・クリア》──所有者　神かん崎ざき光みつ也や（※１）




《究極の羯磨テロス・カルマ》──所有者　神崎光也（※１）




新規（※２）／神滅具ロンギヌス級認定五種／所有者




《時空を支配する邪眼王アイオーン・バロール》（※３）──所有者　ギャスパー・ヴラディ




《深潭の蓋世王冠アルフエツカ・タイラント》聖遺物レリツク（聖せい釘てい）──所有者　未公開




《機界皇子アンノウン・デイクテイター》（※４）──所有者　未公開




《終わる翠緑海の詠ネレイス・キリエ》上位種──所有者　未公開




《星砕剣とスター・バスター星穿銃・スター・ブラスター》（※５）上位種──所有者　シューティング・スター（本名不ふ詳しよう）







※１、正式な所有者は不明だが、現在所持して操あやつっている者。

※２、この二十年以内に新たに神滅具ロンギヌス級が観測され、この度たび、加えることになった。二十年という短い期間に五枠わくも出現したのは前例がない。

※３、『停フオー止ビト世ウン・界のバロール邪眼・ビユー』を逸いつ脱だつした能力ゆえ、別種として登録された。

※４、機械及および電子機器を司つかさどるという神器セイクリツド・ギアとしてはまったくの新種。

※５、剣と銃で一いつ対ついの神滅具ロンギヌス級神器セイクリツド・ギア。




　これら全十八種が現在神滅具ロンギヌスとして登録されている。

　今世の所有者は全員が禁手バランス・ブレイカー、あるいはそれ以上の形態に至るという、過去に一例もない世代となっており、神器セイクリツド・ギアシステムの研究者の間では、

「今後、未み曾ぞ有うの出来事が起きるためにシステムがこの状じよう況きようを作ったのではないか？」

　という見方が有力視されつつある。







　　　Qualifying Team.







　第一回レーティングゲーム国際大会『アザゼル杯カツプ』の予選全試合が終わったあと、レーティングゲームの聖地メツカとされる冥めい界かいアガレス領の空中都市アグレアスで本戦出場を決めたチームが発表されることになった。

　アグレアスのスタジアム、その実じつ況きよう席でナウド・ガミジンが、ゲスト解説と共に盛り上げていく。試合がないというのに観客が押し寄せて、スタジアムは満員御おん礼れい状態だった。

　各勢力のメディアも大きく取り上げるなかで、それは始まる。

《本戦トーナメントに出場する十六チームが決まりましたァァァァアアアアアッッ！　それでは各チームを発表させていただきます！》

　ナウド・ガミジンが吼ほえたあと、スタジアムの巨きよ大だいモニターに最初のチームが映し出されていく。

《まずはこのチームから！　一敗もせずに堂々の本戦出場！　帝たい釈しやく天てんことインドラ神率いるチーム『ヴァジュラ』ッ！　優勝に最も近いチームとされております！》

　気まぐれで、あるいは神の威い光こうを見せつけようと、各勢力の神々が大会に参加し、強大な魔ま物ものや凶きよう悪あくな神器セイクリツド・ギアの能力に萎い縮しゆくして試合を辞退するなか、その戦いの神はむしろ大会の傾けい向こうを嬉き々きとして受け入れての本戦出場だった。

　武神とそれに従う四天王（持じ国こく天、増ぞうち長よう天、広こう目もく天、多た聞もん天）を中心にしたチームは、スタート時から優勝候補の一角である。

　次の通過チームが映し出されていく。

《そのインドラ神の『須しゆ弥み山せん』勢力より、天帝の先兵たる曹そう操そう選手率いる『天帝の槍やり』も本戦出場を決めました！　数少ない人間界出身のチームは、最上級悪あく魔まのチームだけではなく、超ちよう常じようの存在にも届こうとしています！》

　最強の神滅具ロンギヌスを有する曹操を始め、人間の限界に挑ちよう戦せんする彼ら。神器セイクリツド・ギアを禁手バランス・ブレイカーにさせた手しゆ腕わんは、超常の存在にも広く認知され、畏い怖ふされた。

　彼らに協力する関かん帝ていの存在も大きかった。

《さらに『須弥山』勢力に属しながらも独自の世界観を掲かかげて勝ち星を重ねた人気チーム『西さい遊ゆう記き』も本戦に！　伝説のトリオは大会の予選でも健在でした！》

　孫そん悟ご空くう、猪ちよ八はつ戒かい、沙さ悟ご浄じよう、往年の老ろう獪かいなトリオと、戦いの申し子──[image: ]な吒た太たい子し、彼らの連れん携けいプレイは見事であり、神だろうと最上級悪魔だろうと、降くだしていった。

　伝説のチームは、その力も伝説級であった。

《『須弥山』勢力は凄すさまじいですね。さすがは戦いくさの神であるインドラ神が率いているだけのことはあります！》

　本大会でもナンバーワン争いの勢力は、『須弥山』勢力であり、帝釈天のもとに集つどう人材の厚さは各勢力にあらためて、武神の威光を示すことになった。

　モニターに次のチームが映し出されていく。

《魔物の王テュポーン選手が『王キング』をつとめ、所属する選手も各勢力の若手精せい鋭えい、主神さえもいるという『王たちの戯たわむれ』！　ここが本戦に出場できねばおかしいとさえ言われておりましたね！》

　兵ひよう藤どう一いつ誠せいのチームに降されるという波乱の試合があったものの、伝説の魔物の王と、アースガルズ、オリュンポスの主神が集うチームは強力無比であり、余よ裕ゆうの予選突とつ破ぱであった。彼らもまた優勝してもおかしくない布ふ陣じんだ。

　しかも、今後も、彼らを支える神がチームに合流する可能性も高い。まだまだ未知数のチームだった。

《北ほく欧おうからは、炎ほのおの巨きよ人じんことスルト選手が率いるチーム『黒くろ』ッ！　神クラスをも焼き尽つくす炎は本戦でも猛もう威いを振ふるうことでしょう！》

　北欧神話からは、伝説の巨人ことスルトのチームが予選を突破した。すべてを焼き尽くすとされる巨人の炎は、神々すらも容易に焼き、神クラスの辞退誘ゆう発はつを招いた原因のひとつともされた。

《インド神話勢力からは、阿あ修しゆ羅ら神族の王子マハーバリ神率いるチーム『アスラ』！　大番ばん狂くるわせで敗北したこともありましたが、当然のごとくそれ以外は勝ち星ばかりでした。ここも本戦に行かねば噓うそでしょう！　予選ではマッチングしなかったインドラ神との因いん縁ねんの対決に大いに期待がかかります！》

　謎なぞの新しん鋭えい悪魔バルベリスとヴェリネにやられたことで話題になった阿修羅神族の王子のチームだが、それ以外の試合では勝ち星ばかりであり、戦いに秀ひいでた神のスタイルは揺ゆらがず、いまだに優勝候補の一角であった。

《おそろしいまでの威い力りよくを誇ほこる剣と銃で神クラスにまで打だ撃げきを与あたえているシューティング・スター選手を『王キング』とした謎の神器セイクリツド・ギア所有者チーム『シューティング・スター』ッ！　神器セイクリツド・ギア研究者のあいだでは大注目のチームとされています！》

　大番狂わせのチームである。誰だれも予想だにせず、ノーマークだったダークホース。大会の途と中ちゆうから、神器セイクリツド・ギアの能力が高まり、予選終しゆう盤ばんでは誰もがマークする存在となっていた。

　彼らのチームには、神器セイクリツド・ギア所有者だけでなく、各勢力に名も知られていない強つわ者ものが集っており、それだけでも各勢力の間で話題沸ふつ騰とうとなっていた。

　一体彼らは何者なのか、なぜいままで注目を集めなかったのか？

　彼らの優勝目的は──食べ物に困らない生活である。予選突破のチームのなかで誰よりも小さな目標だった。しかし、それが彼らのこれまでのすべてを物語る。

　──どうして、誰も彼らを拾えなかったのか？

　身分や地位を与えられていなかった才能が、逸いつ材ざいが、この全勢力、誰でも参加できる大会で猛威を振るうことになり、この国際大会の真の意味を大勢の者たちに認識させることになる。

　そして、ダークホースはもうひとつ──。

《超ちよう強力な助すけっ人とを複数投入以降、一気に勝ち星を重ねて本戦に出場するのは『ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング』チームですッ！　神をも降すバルベリス選手、ヴェリネ選手を始めとした未知の若手悪魔たちが、各業界の観客の多くを大いに驚おどろかせてくれておりますね！》

　冥めい府ふの上級死神グリム・リツパーのゼノという死神グリム・リツパーが『王キング』をするチーム。基本、魔物や死神グリム・リツパーが参加していたチームであり、序じよ盤ばんも勝率が悪く、まったく注目されていなかった。

　しかし、中ちゆう盤ばんより謎の新鋭悪魔バルベリス、ヴェリネたちを引き入れてからは、連勝を重ね続け、そのままトップ争いを始めて、予選を突破したという大番狂わせのチームのひとつであった。

　バルベリスとヴェリネの戦せん闘とう力に多くの大会参加者は恐きよう怖ふし、神クラスでさえ忌き避ひをし始める事態になった。さらに彼らのチームにはまだまだ凶悪な悪魔が集い出しており、その力はまだ完全に解明されていない。

《天界からはもちろん『天界の切り札ジヨーカー』チームが堂々の予選突破！　トーナメントに出場となります！》

《彼らのチームワークも非常に高いレベルのものでしたが、やはり、リュディガー監かん督とくの影えい響きようは絶大でしょうね。本戦でもタクティクスが楽しみです》

　リュディガー・ローゼンクロイツ監督の采さい配はいも見事ながら、大会全参加チームのなかでも屈くつ指しのチームプレイを発揮し、格上チームに勝利することもしばしばあったバランスの良いチームである。

《堕だ天てん使し組織『神の子を見張る者グリゴリ』からは、神をも断つ刃やいばこと幾いく瀬せ鳶とび雄お選手が率いるチーム『刃狗スラツシユ・ドツグ』ッ！　こちらも『天帝の槍』チーム同様数少ない人間界出身のチームです！　あらためて神滅具ロンギヌスを使いこなした人間の凄まじさが垣かい間ま見みえます！》

　神をも斬きるとされる神滅具ロンギヌスの力は健在であり、さらにすべてを凍こおらせる『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』の能力も対戦チームを大いに畏怖させた。

　こちらも高いチーム連携を誇り、隙すきは見当たらない。

　日本の神々からの恩おん恵けいも受けているとされ、まだチームの底は見えない。

　そして、モニターは冥界で注目のチーム──予選を突破した悪魔のチームを紹しよう介かいしていく。

《我ら悪魔側からも本戦出場チームは多いです！　レーティングゲームの本場ですからね！　神が相手であろうと、怯ひるむわけには参りません！　まずはこちら！　来た来た来た来た来たァッ！　というよりも来て当然ッッ！　レーティングゲームの絶対王者ディハウザー・ベリアル率いるチーム『バベル・ベリアル』ッッ！》

　途中参加ながら、王者チヤンピオンのチームプレイは健在であり、王道であり、絶対であった。すぐに連勝を重ねて、トップクラス入りを果たし、神クラスすらも降して堂々の予選突破である。

　ディハウザー・ベリアルの実力もさることながら、王者チヤンピオンのチームたる堅けん牢ろうかつ大だい胆たんな試合運びに、各勢力の参加者はレーティングゲームの神しん髄ずいを突つきつけられることになった。

《さらに皇帝エンペラーベリアル以外の現げん役えきプロプレイヤーで唯ゆい一いつ予選突破を果たしたのは、フェニックス家次期当主でもあるルヴァル・フェニックス選手が率いる『不死鳥フエニツクス』チームッ！　聖せい獣じゆうフェニックスと悪魔としてのフェニックスが組んだことでも話題になっていたチームであり、不死身の何たるかを体現した不死鳥軍団に、神クラスも苦く慮りよしたと聞きます！》

《所属している選手には、聖と魔のフェニックスだけではなく、元祖フェニックスとされるエジプト神話の不死の霊れい鳥ちようベンヌも参加しています。さらに機械を操あやつるという凶悪な神器セイクリツド・ギア所有者もおり、大いに暴れてくれていましたね！》

《ベンヌ選手から始まる不死鳥に縁えんがあるということで、エジプトの神々が、このチームのバックアップについていることでも話題性があります》

　本場のレーティングゲームでも、トップランカーであったフェニックス家次期当主ルヴァル・フェニックスは、この国際大会を堪たん能のうするため、世界中で「不死身」「不死鳥」「霊鳥」とされる存在をスカウトし、混合チームを結成した。

　その結果、「不死身」というものを各勢力に強く再確認させることになった。

　神クラスでないと倒たおしきれない「不死身」が集えば、神クラスでも倒しきれない存在になるのだと、多くの者に知らしめたのだ。

　そこに「不死身」はさらに集う──。

《そして、先ほど入ってきた情報ですと、予選敗退をした三男のライザー選手もいち選手としてこのチームに合流するかもしれないとのことです！》

《本戦では予選で敗退した選手が『王キング』であっても、本戦出場のチームに合流できるようになっております》

《ルール上、予選で敗退したチームの選手であれば、二重登録にはならないようになっております。ここが何気におもしろいシステムですね。予選で消えた選手が、本戦にひょっこり現れるかもしれないからです》

　そう、予選で活かつ躍やくしきれなかった者が、（復帰の人数に制限はあるが）本戦行きチームの新たな一員となって、本戦の舞ぶ台たいで再度輝かがやくかもしれない。

　なお、本戦トーナメントで敗退したチームからも選手を（こちらもいくつか厳きびしい制限があるが）募つのることができる。

　さらにモニターは若い悪魔たちを映し出していく。

《まずは若手の先せん鋭えい！　バアル家次期当主サイラオーグ選手が率いる『紫金の獅子王インペリアル・パーピユア』チーム！　その拳こぶしは神をも砕くだく！》

　魔ま王おうクラスに比肩するとされる獅し子し王の拳は、この大会で神にも届くとされた。

　凶きよう悪あくな豪ごう腕わんサイラオーグのワンマンチームと揶や揄ゆされることもあるが、彼らに臣従する眷けん属ぞくとのチーム連携は見事であり、細かなミスも少なかった。

　ここに予選敗退をした大公アガレス家次期当主シーグヴァイラ・アガレスのチームが合流する噂うわさが出ており、獅子王のチームは本戦でも暴れてくれそうだった。

　次にモニターは──紅べに色を映し出す。

《同じく若手四王ルーキーズ・フオーより、グレモリー家次期当主リアス選手が率いる『リアス・グレモリー』チームッ！　チームの団結力はもちろんのこと、伝説の邪じや龍りゆうクロウ・クルワッハ選手と、最強の人間とも称されるヴァスコ・ストラーダ選手の存在も大きいです！》

　リアス・グレモリーは赤せき龍りゆう帝ていがいても強いが、いなくても強い──。

　彼女は、今回の大会で己の評価を一変させた。

　誰も口く説どけなかったという人間の極限ヴァスコ・ストラーダと、究極の邪龍クロウ・クルワッハ、神滅具ロンギヌス二種をチームに引き入れた彼女の手しゆ腕わんは、彼らの実力も相まって、『スカウト』という分野において、非常に高く評価されることとなった。

　むろん、初期から所属する眷属も大会で成長していき、強きよう豪ごうチームの一角にさせた。

《若手悪魔はこの二チームだけではありません！》

　ナウド・ガミジンがそう叫さけぶと──モニターに赤と白のドラゴンをモチーフにしたアニメーションの演出が入った。

　先に映し出されたのは──ヴァーリ・ルシファーだった。

《二天龍の一角、白はく龍りゆう皇こうヴァーリ・ルシファー選手率いるチーム『明みよう星じようの白龍皇』も本戦行きを決めております！　初代ルシファーの血を引く者が国際大会の本戦出場とは、運命的なものを感じてなりません！》

　悪魔にとっての象しよう徴ちよう──ルシファーの子孫であり、二天龍の一角であり、オーディンの養子であり、何よりも「おっぱいドラゴン」の宿命のライバルということで、非常に高い人気を誇っていた。

　彼自身の実力も圧あつ倒とう的で、仲間たちがくせ者揃ぞろいかつ強者であることから、チーム全体で支持を受けていた。優勝候補の一角である。

　最後に紹介されるのは──あの男だった。

　会場全体にあの歌が流れる──。

『ずむずむいやーん！』

「おっぱいドラゴンの歌」と共にモニターに映されたのは、赤い龍──兵藤一誠である。

《むろん！　この男を忘れてはいけません！　否いなッ！　忘れられるわけがないッ！　二天龍の一角であり、我らがおっぱいドラゴン！　赤龍帝兵藤一誠が率いる『[image: ]いつ誠せいの赤龍帝』チームッッ！》

『おっぱいドラゴンッ！』

『おっぱい！　おっぱい！』

『おっぱぁああああぁぁぁぁぁああいっ！』

　老ろう若にやく男なん女によを問わず、会場から割れんばかりの歓かん声せいが響ひびき渡わたる。

　大会に参戦以降、全参加チームのなかでも高い人気を誇ほこり、随ずい一いちと言ってもいいほどの幅はば広ひろい層からの支持を受けていた。

《観客席も大盛り上がりです！　この間の戦いで優勝候補の一角である『王たちの戯たわむれ』チームを破ったのは、皆みなさんのなかでも記き憶おくに新しいでしょう！　本戦でも予想外の手で暴れてくれることを期待してしまいます！》

　大会では、試合の内容と采配にムラがあったものの、基本的に勝ち星を重ね続け、『王たちの戯れ』チームを倒すなどの大金星も挙げていって、堂々の本戦出場を飾かざった。

　所属しているチームメンバーの派手なパワーもさることながら、タクティクスも光るものがあり、巧たくみなゲーム運びで観客を大いに沸わかせた。

　特に黒い鎧よろいの破は壊かい力と、蘇よみがえった伝説の天龍ドライグが本戦で暴れてくれるのか、各勢力から注目を浴びていた。

　モニターに本戦行きを決めた十六チームの面々が並んで映し出された。

《さあ、この十六チームが本戦行きを決めました！　長かった予選も終わりを告げ、この十六チームで熾し烈れつな本戦が始まろうとしています！　優勝できるのはたったの一チームだけ！　しかし、どのチームもそれを狙ねらっております！　記念すべき第一回レーティングゲーム国際大会で優勝するのはどのチームか！　間もなく始まる本戦トーナメントを、各勢力の皆さま、ご期待くださいっ！》







　　　第一回レーティングゲーム国際大会『アザゼル杯カツプ』　本戦出場チーム








・『ヴァジュラ』──『王キング』帝たい釈しやく天てん（インドラ）／神仏　須しゆ弥み山せん

・『天てん帝ていの槍やり』──『王キング』曹そう操そう／人間　須弥山／勢力混合

・『西さい遊ゆう記き』──『王キング』闘とう戦せん勝しよう仏ぶつ（初代孫そん悟ご空くう）／神仏　須弥山

・『王たちの戯たわむれ』──『王キング』テュポーン／魔ま物もの　勢力混合

・『アスラ』──『王キング』マハーバリ／神仏　インド神話（阿あ修しゆ羅ら神族）

・『黒くろ』──『王キング』スルト／巨きよ人じん　北ほく欧おう神話

・『明みよう星じようの白はく龍りゆう皇こう』──『王キング』ヴァーリ・ルシファー／人間・悪あく魔ま　北欧神話／勢力混合

・『ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング』──『王キング』ゼノ／上級死神グリム・リツパー　オリュンポス／勢力混合

・『天界の切り札ジヨーカー』──『王キング』デュリオ・ジェズアルド／転生天使　天界（聖書）

・『刃狗スラツシユ・ドツグ』──『王キング』幾いく瀬せ鳶とび雄お／人間　冥めい界かい・神の子を見張る者グリゴリ／勢力混合

・『バベル・ベリアル』──『王キング』ディハウザー・ベリアル／悪魔　冥界／悪魔

・『不死鳥フエニツクス』──『王キング』ルヴァル・フェニックス／悪魔　勢力混合

・『紫金の獅子王インペリアル・パーピユア』──『王キング』サイラオーグ・バアル／悪魔　冥界／悪魔

・『リアス・グレモリー』──『王キング』リアス・グレモリー／悪魔　冥界・悪魔／勢力混合

・『[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』──『王キング』兵ひよう藤どう一いつ誠せい／悪魔・ドラゴン　冥界・悪魔／勢力混合

・『シューティング・スター』──『王キング』シューティング・スター／人間　人間界／勢力混合






　以上、十六チームによる苛か烈れつな本戦トーナメントが始まることになる。

　その組み合わせは、後日発表されるという──。







　　　Gods of Hell.







　氷の地獄コキユートスに設けたハーデスの研究施し設せつ、その奥にある部屋で地獄の盟主たちの話し合いが始まっていた。

　巨きよ大だいな円えん卓たくにハーデスだけが座り、各席には邪じや悪あくなオーラが発生している。そのオーラこそ、この場にいない盟主たちの幻げん影えいである。意識のみをこちらに飛ばして、会談に臨のぞんでいた。

　盟主たちは、ハーデスの配下である死神グリム・リツパーからの報告を受けていた。

　死神グリム・リツパーたちが告げていく。

《現在我々を探っているのは、魔王ベルゼブブの眷けん属ぞく、グリゴリからは『刃狗スラツシユ・ドツグ』のエージェント……各勢力から諜ちよう報ほう組織が人員を派は遣けんしているようです。それと……》

《『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』の者たち──『Ｘ×Ｘクロス・タイムズ・キス』の一派が動いている様子です》

　これに形なき幻影のひとつ──ギリシャ神話、原初の神の一ひと柱はしらである暗黒神エレボスが反応する。

『ようやく動いたか。所在がつかめなかった二種の神滅具ロンギヌス。連れん携けいして執しつ拗ように探ったかいがあったようだ』

《どういたしましょうか？》

　配下の問いにハーデスは言う。

《神かん崎ざき光みつ也や。あれは……亡者の類たぐいだ。人間の業ごう、怨えん嗟さの集合体とも言える存在。触ふれれば神であろうと障るであろうな。しかし、神滅具ロンギヌス所有者はすべて消すつもりだ》

　形なき幻影のひとつ──原初の神であり、奈な落らくを司つかさどるタルタロスが言う。

【名も知らぬ死の神よ、覚えておいたほうがいい。人間の呪のろいは、時に神の呪いよりも怖こわい代しろ物ものなのだ。「始まりの闇フアースト・ダーク」は、人の世を変革させかねない。彼奴きやつは13番めに現れた忌いむべき神滅具ロンギヌス「究極の羯磨テロス・カルマ」を禁手バランス・ブレイカーに至らせた慮りよ外がいの者だ】

　エレボスが言う。

『「究極の羯磨テロス・カルマ」もそうだが、新種として認定された神滅具ロンギヌスも厄やつ介かいという話もある……。やはり、神滅具ロンギヌスは脅きよう威いだ。『Ｄ×Ｄデイーデイー』と『Ｘ×Ｘクロス・タイムズ・キス』……『Ｅ×Ｅエヴイー・エトウルデ』が迫せまっているなかでこれとは……。あらためて、すべて滅ほろぼすべきだ』

　これに同じく形なき幻影のひとつ──エレボスの妹神、夜の女神ニュクスが言う。

『しかし、兄上。あえてその者たちや「神を騙かたる者」に人間界を混乱させてみるのも一興とも思えますな』

　地獄の盟主たちの会談が進むなかで、一体の死神グリム・リツパーがハーデスに緊きん急きゆうの報告を耳打ちする。

　報告を受けたハーデスは、《ここに繫つなげ》とその死神グリム・リツパーに告げた。

　すると、円卓の中央に通信用の魔ま方ほう陣じんが展開し、そこから通信先の人物が宙に投射された。

　そこに映ったのは──赤せき龍りゆう帝てい、兵ひよう藤どう一いつ誠せいだった。

　ハーデスが言う。

《これは『[image: ]いつ誠せいの赤龍帝』殿どの。本戦出場を果たしたそうではないか。ひとまず、祝辞を──》

　そこまで言いかけたなかで、兵藤一誠が遮さえぎるように話しかけてくる。

『俺の父さんに牙きばを向けたそうだな？』

　先日、ハーデスの部下──正しくはタナトス一派の死神グリム・リツパーがオーフィスとその分身体に無許可で接せつ触しよくした。彼らはハーデスの意向を逸いつ脱だつすることもしばしばあったのだ。それどころか、封ふう印いん中である『龍喰者ドラゴン・イーター』サマエルまで召しよう喚かんしようとしていた。

　赤龍帝はそのときのことを言っているのだろう。

　少年の瞳ひとみは──危険な色を乗せていた。

『俺は決めていることがある』

　少年は切々と語る。

『……俺が両親とあと何年一いつ緒しよにいられるか、真しん剣けんに考えたことがあって……。あと、三十年？　四十年？　長くても五十年かなって、ずっとずっと考えていて……。せめて、その間は親孝行というか、絶対に大切にしようって心に決めた──誓ちかったことでさ。だから、父さんと母さんに不ふ穏おんな影かげが忍しのび寄るなら、それを絶対に阻そ止ししようと決めてた。魔物だろうが、テロリストだろうが……神だろうが、俺の両親に危害を加えるなら──』

　その場にいる配下の死神グリム・リツパー全員が息を吞のんでいた。

　兵藤一誠の眼まな差ざしは心身を底冷えさせるようなものだった。

『例外なくぶっ飛ばす！』

　──冥めい府ふの主ぬしハーデスは、兵藤一誠の逆げき鱗りんに触れてしまったのだ。

《…………っっ》

《…………っ》

　この警告と迫はく力りよくにエレボス、ニュクスの兄きよう妹だい神の幻影も揺ゆらいでいた。

　先の試合でヴィーザルを打ち破り、天てん龍りゆうドライグをも蘇よみがえらせた歴代最強の赤龍帝だ。生半可な相手ではないことを、この場にいる地獄の盟主たちも認識している。

　赤龍帝との通信が切れたあとで、笑い声をあげる者がいた。

〔クハハハハ……〕

　漆しつ黒こく、混こん沌とんの色合いをしたオーラの幻影。それはゾロアスターの悪神アンラ・マンユのものだった。

〔おもしろい小こ僧ぞうだ。相まみえるときが楽しみになった〕

　大会が山場となる本戦へ移るなかで、冥府の盟主たち、『Ｘ×Ｘクロス・タイムズ・キス』の『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と「究極の羯磨テロス・カルマ」の動向と、不穏な影は増していく──。




　　　　─○●○─




　レーティングゲーム国際大会用の選手村。「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームの宿舎にて、バルベリスは考え込んでいた。

　選手用の部屋で試合の映像を見ていたのだ。内容は──先の『[image: ]いつ誠せいの赤龍帝』チーム対『王たちの戯たわむれ』チームの試合だ。

　試合を見ていて、翡ひ翠すい色の髪かみの少女──ヴェリネが笑う。

「アハハハハハ！　また赤龍帝が乳とかおっぱいとか言って勝ったわよ！　超ちよう越えつ者的な力があるのに、おっぱいだの、乳だの、理解できないパワーで北ほく欧おうの主神に勝つなんて！」

　一方でバルベリスは至し極ごく真ま面じ目めに食い入るように赤龍帝の試合を見る。

「なぜだか、わからないが……この兵藤一誠という男が気になって仕方がない」

　本戦に出場が決まったなかで、バルベリスはあらためて相手となる各チームの記録映像を確認していたのだが……。

　赤龍帝こと兵藤一誠の試合が気になり、公開されている過去の試合──バアル戦もチェックし、非公式のフェニックス戦の映像をも手に入れて確認していた。

　そのなかで、兵藤一誠が女性の体──特に乳ち房ぶさに並々ならぬ激情を注ぎ、そのたびにパワーアップしていることに着目し、何度も何度も映像を見直した。

　まったく、理解できないことの連続で、バルベリスは当とう惑わくしかしなかったが、なぜだか、彼が気になって仕方なくなったのだ。

　──なぜ、ここまで乳にこだわり、神すらをも倒たおす力を得られたのか？

　深く考え込むバルベリス。ふと、何かに気づく。

「乳……………………父……まさか、同じなのか……？　いや、しかし……っ！」

　珍めずらしく頭を抱かかえるバルベリスにヴェリネも驚おどろく。

「ど、どうしたの、バルベリス？」

　しばし、苦しそうに考え込んだのち、バルベリスはこう漏もらす。

「…………彼は、俺の父になってくれるかもしれない」

「え？　バルベリスの乳に？」

　ヴェリネの言葉にバルベリスは光こう明みようを得たかのような表情になっていた。

「ああ、俺の父だ」

　──兵藤一誠に囚とらわれる漢おとこ（〇ゼロ歳）が、また一人誕生しようとしていた。







　　　Team member.2







○「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チーム・大会登録メンバー（予選突とつ破ぱ時の登録）




・王キング──兵ひよう藤どう一いつ誠せい

・女王クイーン──ビナー・レスザン

・戦車ルーク──百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆう

・戦車ルーク──ロイガン・ベルフェゴール

・騎士ナイト──ゼノヴィア・クァルタ

・騎士ナイト──紫し藤どうイリナ

・僧侶ビシヨツプ──アーシア・アルジェント

・僧侶ビシヨツプ──ロスヴァイセ

・兵士ポーン『２』──レイヴェル・フェニックス

・兵士ポーン『３』──ボーヴァ・タンニーン

・兵士ポーン『２』──エルメンヒルデ・カルンスタイン







◎リアス・グレモリー眷けん属ぞくの系けい譜ふ・上級悪あく魔ま「[image: ]誠の赤龍帝」兵藤一誠眷属




・王キング──兵藤一誠

・女王クイーン──空席

・戦車ルーク──ロスヴァイセ

・戦車ルーク──空席

・騎士ナイト──ゼノヴィア・クァルタ

・騎士ナイト──空席

・僧侶ビシヨツプ──アーシア・アルジェント

・僧侶ビシヨツプ──レイヴェル・フェニックス

・兵士ポーン×８──空席







　　　Next Life.







『『『『『お疲つかれさまーっ！』』』』』

　乾かん杯ぱいをかわす俺たち。

　レーティングゲーム国際大会の予選を終えた俺たちは、いつもの新旧オカルト研究部メンバーだけじゃなくて、チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』やお世話になっているヒトたちを呼んで、兵ひよう藤どう家でパーティーを開かい催さいした！

　地下のトレーニングルームをパーティー用に開放して、大勢を呼んだんだ。

　俺やリアスのチームメンバーや父さん、母さんは当然のこと、ソーナ先せん輩ぱいをはじめとしたシトリー眷けん属ぞく、サイラオーグさんたちバアル眷属、シーグヴァイラさんたちアガレス眷属、デュリオたち転生天使、『刃狗スラツシユ・ドツグ』チーム、ライザーたちフェニックス眷属、西さい遊ゆう記きチームにヴァーリのところも来てくれた。

　なんと曹そう操そうたち英えい雄ゆう派も来てくれていた！　そちらは来てくれるとは思っていなかったけど、世話になっているし呼んでみるかと呼んでみたら来てくれたという。

「本戦行きおめでとう」

「そちらこそ、おめでとう」

　という本戦行きを祝い合う声が聞こえてくる。

　すごいことに『Ｄ×Ｄデイーデイー』に参加しているメンバーから、大半以上の本戦行きチームを出してしまった！

　いやー、もう、ビックリだ。思っていた以上に大会で波乱の展開もあったが、一いつ喜き一いち憂ゆうがありながらも、『Ｄ×Ｄデイーデイー』から好結果を叩たたき出してしまった。

　これは各勢力も驚きつつも、納得しているという。

　初代孫そん悟ご空くうのじいさんが言った。

「ほっほっほっ、やはりのぉ。こうなるとは思っていたぜぃ。若いっていっても、かの悪あつ鬼きだらけの『禍の団カオス・ブリゲード』と真っ正面から戦って生き残った若者どもだからの、相手が最上級悪あく魔まだろうと、魔ま王おうクラスだろうと、神クラスだろうと、そりゃ降くだすだろうぜぃ。よっぽど戦いに秀ひいでた神さまでもなければ、いまの『Ｄ×Ｄデイーデイー』の面々は止められんじゃろい」

　じいさんの評価は、各勢力の上うわ役やくが納得した理由と同じだったようで、格上のテロリストたちと戦い続けた俺たちは、神滅具ロンギヌスの能力も相まって、各勢力のなかでも相当な腕うで前まえになっていたようだ。

　しかも大会の間も皆みな、力を伸のばし、成長はいまだ止まらずだ。

　対テロリストチームのプロパガンダとしてはこれ以上ないパフォーマンスだったと、あとでアジュカ・ベルゼブブさまからも言われたな。

　俺たちが力を上げていけば、それだけ、悪いことを考えて実行する連中が減ってくれるということだ。

　……まあ、裏で悪さを企たくらんでいる輩やからはまだまだいるようだけどね。

　──と、祝いの光景がある反面……。

　リアスとソーナ先輩の会話だ。

「リアス、おめでとう」

「ソーナ……残念だったわね」

　そう、シトリー眷属は予選敗退。ソーナ先輩のタクティクスは格上にも通じたけど、やはり、超ちよう絶ぜつパワーを持つチームとは相あい性しようが悪かったようで、勝ち星は本戦に届かなかった。

　匙さじが空になった俺のグラスにジュースを注いでくれながら言う。

「クソ、本戦でおまえともう一度戦いたかったんだけどな」

「まあ、大会は今回だけじゃないだろうし、また次の機会があるだろうよ」

　俺はそう返した。

　実際、シトリー眷属は気持ちを切り替かえて、次回のためのデータ取りに移行している。

「ま、私たちは他の若手悪魔たちのサポートね」

　シーグヴァイラさんがそう言う。

　アガレス眷属も予選で敗退してしまった。とにかく、マッチングの運が悪く、格上ばかりと戦うことになり、アガレスチームは勝ち悩なやんでいた。結局、結果には繫つながらなかったようだ。こういうマッチング運もあるから、今回の大会は怖こわかった。

　サイラオーグさんが大きな骨付き肉を片手に俺にこう言う。

「どうだ、兵藤一いつ誠せい。本戦での課題は見えてきたか？」

「ええ、たくさんありますよ」

　俺はそう返した。

　俺はふいに予選突破後に、帝たい釈しやく天てんから言われた言葉が気にかかった。

　帝釈天が連れん絡らく用魔ま方ほう陣じんを介かいして、俺にこう告げてきたのだ。

『グレモリー一派で、おまえとリアス・グレモリーの決定的な差がわかるか？　リアス・グレモリーはおまえがいなくても強い。だが、おまえはレイヴェル・フェニックスがいないと機能しないときがある。この差は大きいＺＥ？』

　……天てん帝ていの指し摘てきに俺は……うまい返しができなかった。その通りだと感じてしまったからだ。

『フェニックスの娘むすめが使えるに超こしたこたァないだろうよ。だが、おまえもいま以上に奇き手しゆも使えるようにしないとな。予選まではいまのままでもいいだろうよ。──が、本戦で俺と当たるかもしれねェし、いまの状態じゃ通じないぜ？　魔ま獣じゆう騒そう動どうの折に曹操を一度倒したときのおまえは、弱いなりに冴さえてたはずだ』

　……要するに、強敵に苦戦しまくっていた頃ころの俺のように、いろんな戦い方をしていかないと、この先、到とう底てい優勝なんて目指せないということだろう。

　とはいえ、俺、大体格上とばかり戦っているけどね……。

　でも、レイヴェルに頼たよりすぎた点は確かだ。……俺がもっと考えないと、レイヴェルが試合の途と中ちゆうでやられてしまえば、総そう崩くずれになりかねない。ここからはそういう領域に入るのかもしれない。

　リアスチームとも本戦で戦うかもしれないのだから、俺ももっと勉強しないとな。

　あらためて、今後の決意を新たにする。

　そこにヴァーリが焼きそばの皿を片手に告げてきた。

「兵藤一誠。お互たがい本戦に進んだ以上、ここからが本番ということだろう。むろん、俺は優勝を目指す」

　この野や郎ろう！　焼きそば片手にそんなライバル的なことを言ってくれちゃって！　俺もグラスのジュースを一気に飲み干すと、ヴァーリに言ってやった。

「俺だって、優勝を目指す！　だが、おまえとは決着をつけないとな。ぶつかったとしたら……これ以上ない舞ぶ台たいになると思うぜ」

「ふっ、言ってくれるものだな。早く、あのときの続きをしたいものだ」

　あのときの続き──。

　去年の一学期の暮れに戦ったときのことだろう。あれ以来、俺とヴァーリは決着をつけていない。こいつとは、今度こそ本当の天てん龍りゆう同士の決着を──。

「待て、兵藤一誠と戦いたい男はおまえだけではないぞ」

　サイラオーグさんがそう間に入り、

「確かにな。乳にゆう海かい攪かく拌はんにまで付き合わされたんだ。本戦でリベンジを果たしたいものだ」

　曹操も入ってきた！

　ここにデュリオまで乱入してくる！

「俺も本戦でもう一度戦いたいね。そういう意味でも大会の流れは最高だ」

「イッセーくん。僕も──ここまで来たら戦いたいよ。キミと、思う存分」

　木き場ばが俺の隣となりに立ち、そう告げてきた。リアスのチームと当たれば、そういうことも十分にあり得る。

　クロウ・クルワッハも肉をかじりながら言ってくる。

「俺もおまえやドライグと正面からやり合いたい。この大会とやらを堪たん能のうし尽つくすためにな」

『ああ、おまえと生身で戦えるとしたら、これ以上ないだろう』

　ドライグも不敵にそう答えていた！　ドライグの顕けん現げん化はまだ謎なぞが多く、不安な面もかなりある。

「俺も本戦で当たったら、戦ってみたいね。キミやヴァーリと」

　幾いく瀬せさんまでそんなことを言ってくれた！

「くっ、俺も混ざりたかったぜ」

　匙は悔くやしそうにしていたが……ソーナ先輩が言う。

「サジ、次の大会に向けて修行をすればいいだけのことです。悪魔の生は永いのですから。焦あせらずに」

　俺のもとに群がる男たちを遠目に見ているのはライザーだった。

「ぬぅ、兵藤一誠と戦うにはまずは宣言しなければならないのか……」

　何か、この場のノリにショックを受けていたようだが……。

　男たちに構える俺！　そのとき、俺の腕うでを引く者が複数！

「イッセーが男たちに取られるぞ！」

「私のダーリンよ！」

「イッセーさん、私たちともお話ししてください！」

　ゼノヴィア、イリナ、アーシアたち教会トリオが男の群れから、俺を引っ張ってくれた！

　引っ張られた先にあったのは──ぼよよんという顔に伝わるおっぱいのやわらかな感かん触しよく！

「うふふ、私の胸に帰ってきましたわね、旦那さま」

　朱あけ乃のさんだった！　俺を抱だきしめようとするが──再び俺の腕が引かれ、またぶるるんと豊満なお乳に顔がダイブしていく！

「イッセーは私のお乳が大好きにゃん」

　今度は黒くろ歌かだった！　その隣から白しろ音ねちゃんこと小こ猫ねこちゃんが俺の手を引く！

「黒歌姉さま、私もイッセー先輩と本戦行きを祝いたいんです」

　姉妹間で俺の引っ張り合いになるが──仲裁に入るのはレイヴェルだ！

「白音！　黒歌さま！　イッセーさまはお一人ですわ！　ここは仲良く共有しなければなりませんわ！　もちろん、私も入れていただきますけれど！」

　そんななか、背中から抱きついてきたのは──。

「イッセーくんは、わらしのおむこさんれすよ！　誰だれにも渡わたさないのれす！」

　酔よっ払ぱらったロスヴァイセさんだったぁぁぁっ！　パーティーで浮うかれて、お酒飲んじゃったのか！

　背中にロスヴァイセさん、両腕はそれぞれ小猫ちゃんと黒歌、ここに教会トリオと朱乃さんまで乱入してくる！

「「「「「「「このヒトは私のもの！」」」」」」」

　仲裁のレイヴェルも「もう！　私も入れてください！」と仲裁にすらなっていなかった！

「……なんか、羨うらやましいなぁ」

「……どうすればあそこに入れるのかしら」

　ルフェイとエルメンヒルデが、この状じよう況きようを見てそう漏もらしていた。

　あれやこれやと彼女たちに引っ張られる俺は、ついに弾はじき飛ばされ、とあるおっぱいにたどり着く。

　胸にぼよんと顔から突つっ込む。

　俺の視界に紅くれないが映り込む。

　紅あかい──ストロベリーブロンドよりもさらに鮮あざやかな紅の髪かみ。

　そう、彼女の美しく紅い長ちよう髪はつは、俺の今の鎧よろいと同じ色だ。

　俺が弾き飛ばされてたどり着いた先にいたのは──俺の大事なヒト、リアス・グレモリーだった。

　彼女はニッコリと微笑ほほえみ、俺をやさしく抱きしめる。

「うふふ、やはり、イッセーはここにたどり着くのね」

　リアスが俺に言ってくる。

「イッセー、本戦行きおめでとう」

「ああ、ありがとう。そちらこそ、おめでとう」

　互いに本戦行きを褒ほめ称たたえるなかで、彼女は不敵に言った。

「けれど、あなたが私の最愛のヒトで、将来を誓ちかった相手でも、試合は別よ。当たったら──」

「わかってる。お互いに存分に暴れよう！　それが、グレモリー眷けん属ぞくだからね！」

　俺の一言に彼女は満足そうな笑みを浮かべた。

「さすが、私の愛いとしいイッセーね。うふふ、愛してるわ！　大好きよ」

「俺もだよ、リアス。チョー愛してる！」

　見つめ合い、手を取り合い、パーティー会場のど真ん中でそんなことを言い合う俺たちに男たちもヒューヒューと盛り立ててきた！

　しかし、女性陣じんはそうはいかない！

　アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、黒歌が同時に言ってきた。

『私にも愛してるって言って！』

「皆みんな愛してるに決まってんだろォォォォッ！　皆、俺の嫁よめなんだからなッ！」

　兵藤家の地下で俺は──愛を叫さけんだのだった！



















　　　あとがき




　24巻の続きとなる一冊ということで、25巻をお送りさせていただきました。

　実は、ハイスクールＤ×Ｄは今回で最終巻です。なんと終わりです。

　あ、Ｄ×Ｄ自体が終わるわけではありません。詳くわしくはあとがきの後半で書きますが、次回から「真ハイスクールＤ×Ｄ」となりまして、１巻からスタートになります。あくまで、ここまで25巻続いた無印版Ｄ×Ｄが終わりということです。

　まさかのロスヴァイセが表紙のロスヴァイセエンド！　みたいなことになってしまいましたが（「Ｄ×Ｄ最後どうなった？」と訊きかれましたら、「ロスヴァイセエンドだぜ！」みたいな冗じよう談だんで返してあげてください）、元々四章が終わったあとでナンバリングを若返らせようとしていたところ、タイミングが合わずに最終章に入ってしまいました。

　という衝しよう撃げき的なあいさつから始まるあとがきですが、最終巻なので、ちょっといろいろと語ります。





・十年の連れん載さいを経て



　今年（二〇一八年）で、ハイスクールＤ×Ｄは連載十年目、十周年となります。

　連載が五年続けばすごいとされる出版業界、しかもライトノベルで十年書き続けることができましたのも、ひとえにファンの皆みなさまと関係者の皆さまのおかげです。あらためて、お礼を申し上げます。

　この十年、振ふり返かえってみますと、毎章ごとに挑ちよう戦せんと苦戦の連続だったように思えます。

　一章となる１巻～２巻は出だしの物語でありつつ、前後編になっているのであれはあれで完結している物語だと思います。そこからＤ×Ｄ世界が広がり、二章、三章と続いていくわけです。初めてのシリーズだったので、初めて尽づくしで四苦八苦しました。

　新しい展開に挑戦していく……四章と最終章は難しいこと（大所帯のチーム結成編、大会編）を課題にあげて、苦戦しつつ書き続けました。特に最終章は相当難しいです。大会とチームバトル、インフレの表現などに毎巻頭を悩なやませております。

　現状難しい点として、主に神さまですね。まず、超ちよう強くてメジャーなのが、対トライヘキサのために隔かく離り結界領域に大たい概がい行ってしまっていることと、神話を調べてみると（インド神話以外で）戦せん闘とう型のメジャーな神さまが思っているより少ない（文化系及および多芸タイプが多い。あと物語に既き出しゆつの神さまとの設定被かぶり。悪役は設定被ってもあまり気になりませんが）のと、設定的に戦っちゃ不ま味ずいだろって神さまもいて、何重にも苦しい結果に繫つながり、案外、出そうと思っても出せませんでした。それに強いけどマイナーすぎる神さまが大会で無む双そうの強さで主人公たちを降くだすってのもどうかなと感じ、今回の大会ではこういう形になりました。つーか、調べれば調べるほど、インド神話がどうかしてて、出し方に苦く慮りよし、あまり出せませんでした。けど、マハーバリ神には悪いことしたかなと……。

　あと、出したら、私に悪いことが起きそうな、罰ばちが当たりそうな神さまも除外してます。主に日本神話系とかね。本に出すとやばそうなのは除外してます。

　なので、その辺りは物語の都合（主人公たちの成長、魔ま物ものの伝承、神滅具ロンギヌスの設定）もあり、前々から出ていた帝たい釈しやく天てんなどをはじめ、必要な神さま以外は辞退などの形にさせていただきました。大会といっても何でも出せるわけでもないなと痛感した思いです。

　章を重ねるごとに物語の設定と、神話、伝承の板いた挟ばさみになって自じ爆ばくしているような気がします。結果的に主人公側の成長に振り切るしかなくなるわけですけどね。





・そして、「真ハイスクールＤ×Ｄ」へ



　次回から始まる「真ハイスクールＤ×Ｄ」は、変わらず章構成が最終章のままです。

　では、なぜ一度ナンバリングを若返らせるのか？

　それは、大人の事情もありますが、作者個人の思いとしましては、もう一度、イッセーとリアスを共に行動させたくなったからです。大会編でイッセーチームを描えがくのも楽しかったのですが、やはり、あの頃ころのグレモリー眷けん属ぞく＋αも書きたくなったので、心機一転して真Ｄ×Ｄであの頃のチームを描きつつ、大会の残りを書こうと思いました。

　リアスをはじめ、別チームになってしまった朱あけ乃のや小こ猫ねこをまたピックアップしてあげたいかなと。毎巻レーティングゲームの試合を書くのが辛つらすぎることがわかったのも起因してます。ルールありきの戦いが連続になるとこの作品と相性が悪くなりがちです。

　ですので、次回の第一巻では懐なつかしいグレモリー眷属としてのイッセー（とはいえ、『王キング』であることは変わりない）で活かつ躍やくさせようと思います。表は大会を、裏ではイッセー眷属＋リアス眷属（＋チーム『Ｄ×Ｄディーディー』メンバーのどれか）で事件を解決していきます。

　無印のような超長期連載にするつもりはありません。引き続きの大会本戦編で終しゆう了りよう予定です。22巻から25巻が予選編、真Ｄ×Ｄから本戦編となります。

　地じ獄ごくの盟主連合やら、残りの神滅具ロンギヌス（新しい神滅具ロンギヌスも含ふくめ）についてのお話を語れたらと思っております。前述で語った大会で出せなかった神もそこで出せたら幸いです。

　22巻のあとがきで書いた予定よりはちょっと長くなるかなーと。あと、今回出てきた「十二の選ばれし天てん乳にゆう」についても触ふれていきます。

　もうひとつ、今回ついに現れた「蒼き革新の箱庭イノベート・クリア」と「究極の羯磨テロス・カルマ」を持つ男、神かん崎ざき光みつ也やは私のデビュー作「電でん蜂ぱち DENPACHI」の主人公が元ネタです。──が、あれとリンクしているわけではなく、あの「電蜂」の光也とは似て非なる別人です。Ｄ×Ｄ世界観では、別の事件に巻き込まれて、劇中の光也がいると思ってくだされば大だい丈じよう夫ぶですので、「電蜂」を読まなくてもまったく問題ございません。あくまであれはＤ×Ｄとはパラレルです。

　まあ、スターシステム的なものだと思ってくだされば良いかなと。




　さて、ここでごあいさつを。

　無印版を最後までお付き合いくださいました、みやま零ゼロさま、担当編集Ｔさま、まことにありがとうございました。引き続き、「真」でもよろしくお願い致いたします。

　次巻の「真ハイスクールＤ×Ｄ」１巻ですが、夏頃ごろ刊行予定です。

　──と、その前に今年の四月よりＴＶアニメ新シリーズ「ハイスクールＤ×Ｄ　ＨＥＲＯ」が放送となります。イッセーの「Ｈ」と「ＥＲＯ」が合わさったとき、「ＨＥＲＯ」おっぱいドラゴンが誕生する意味合いがあります。原作９巻10巻の内容となります。

　今年は、「真Ｄ×Ｄ」、「Ｄ×Ｄ　ＨＥＲＯ」、「堕だ天てんの狗いぬ神がみ─SLASHDØG─」を引き続き、よろしくお願い致します。








石踏一榮

●いしぶみいちえい



１９８１年生まれ。生まれも育ちも千葉県。おかげさまで、２０１８年の今年でハイスクールＤ×Ｄがシリーズ10年目となりました。当時、中学生だった読者の方も今では立派な社会人になっていることと思います。作中だとまだ一年ちょいしか経っていないので、初期から追っているファンの方はイッセーたちの歳を越えた方ばかりかなと。アニメなど、まだまだ展開しますので引き続き応援のほどよろしくお願い致します。
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